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イラスト／白井鋭利







　側近オークは皆殺しにされたみたいで、シホルは安あん堵どしたのか泣いていて、ユメに抱きしめられて「よしよしよし。よかったなあ。よかったよかった」と頭を撫なでられている。

「起きあがれる？」とメリイに訊きかれた。うん、いや、無理。とっさに嘘うそをつこうとした。メリイがやさしくしてくれそうだったから。でも、やめた。

「なんとか、ね」身体からだを起こした。「――ていうか、おれより……」

　どうして突っ立ってるんだろ。

　みんな小躍りしたり、口論したり、仲間の神官に手当てしてもらったり、何だかんだしているのに、ただ立っている。

　だけどなんか、変だ。

　剣を持っていない。両腕は、だらりと下がっている。

　立ってるだけで、すごいんだけど。

　よく立ってるよな。立っていられたよな。そんな状態で。兜かぶととか、ひしゃげてるだけじゃなくて、ずれちゃってるし。あちこちから、血がにじみだして、したたっている。

　不意に、ゆっくりと倒れた。

　何かに立てかけていた重い物が、急に支えを失って、倒れた。そんな倒れ方だった。

　メリイが息をのんだ。

「……モグゾー？」

　名を呼ぶと、モグゾーはむくっと起きあがった。

「な、なんだよ」

　胸を押さえる。ため息が出た。びっくりした。一瞬、かなり焦った。起こってはいけないことが起こったんじゃないかと思って。そんなわけないのに。

「驚かすなって、モグゾー」

「ごめん、ごめん」

　モグゾーは、あはは、と笑って頭を掻かいた。でも、ものすごい血だ。血まみれで、表情もよくわからない。だけどまあ、なんとか平気そうだ。

「よかった……」

　呟つぶやいて、目をつぶる。

　両手で顔を覆った。

　なんか、泣きそうだ。

「ほんっと、よかった……」

　マジで、どうしようかと思ったし。そんなことになったら、やばい。やばすぎる。

　ありえないんだけど。

　ないって。そんなの。あるわけないし。

「よかった……」

　泣きそうっていうか、泣いている。手が濡ぬれている。顔を覆っている両手が。それくらい、安心したんだよ。すっげーほっとした。よかったよ。よかった。正直――正直さ、もうダメかと思ったんだよ。なんとなく、そんな夢を見たような気がする。夢なんか、いつ見るんだって話だけど。何だろう。予知夢的な？　昨夜、そんな夢を見たとか。ダメだった、夢。おかしいよな。そんな夢、見るなんて。変だよ。とにかく、よかった。モグゾーは血まみれだけど、よかった。なんにしても、無事でよかった。

「よかったぁ……」

　声が、聞こえた。

　自分の声が。

　両手をどける。暗い。真っ暗だ。部屋。義勇兵宿舎の部屋だ。寝ていたのか。眠っていた。ということは――……、

　考えたくない。でも、確かめたい、確かめなきゃいけないから、身体を起こした。この部屋には二段ベッドが二台ある。向こうのベッドは、上の段にランタ。ランタはいる。軽く鼾いびきをかいている。そして、下の段には――いない。誰だれも。空っぽだ。

　いない。

　モグゾーが、いない。

　もう、どこにもいないんだ。
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　人が死ぬって大変なことなんだ。

　あらためてそう実感させられる羽目になるなんて、結局のところ、ハルヒロは想像もしていなかったのだろう。

　その可能性はもちろん、あると思っていた。たぶん、仲間の誰よりも真剣に考えていたはずだし、心の底から恐れていた。

　でも、ハルヒロが想定していた死は、喪失は、現実的ではなかったのだ。

　何がなんだかよくわかっていないうちにそれが訪れて、気がついたら痛みだけが残っていたマナトのときとは、ずいぶん様相が異なっていた。

　遺体をオルタナまで運んで、市外にある焼き場で焼いてもらい、出入口のない開かずの塔が立っている丘の墓場に葬った。そのあたりの記憶は、曖あい昧まいなわけでは決してないのだが、妙にあっさりしている。おそらく、レンジたちが手伝ってくれたこともあって、滞りなく進行したからだろう。

　ただし、それからが大変だった。

　ハルヒロの仲間は、友だちは、死んだ。焼かれて、骨と灰になり、あの丘で誰にも邪魔されることのない永遠の眠りについた。ハルヒロたちはモグゾーを失った。

　モグゾーはもういないのに、モグゾーが存在した痕こん跡せきはしっかりと残っている。

　たとえば、装備。

　傷みまくった板金の鎧よろいやひしゃげた兜、それから死の斑まだらから入手したぶった斬りの剣ザ・チヨツパーは、モグゾーと一緒に燃やしてしまうわけにはいかなかった。いっそのことそうして欲しいと望んだとしても、何しろ金属だから物理的に不可能だ。かといって、捨てるわけにもいかない。とっておくにしても、置き場がない。

「……とりあえず、預けておく……とか」

　シホルの提案に異存はなかった。ところが、ヨロズ預かり商会に行ってみたら、大変な事実が判明した。

「たしかに当商会では、金以外に物品を預かることもできる」

　紅白に金を配した派手な衣をまとい、金縁の片眼鏡をかけている少女、四代目ヨロズは、金の煙管きせるでこつんとカウンターを打った。

「預かり料は金の場合、預かり金の百分の一、物品の場合は、鑑定評価額の五十分の一だ。もっとも、鑑定するまでもなく、その兜と甲かつ冑ちゆうには値が付かない」

「え……なんで？」

「説明しなければわからないのか、無礼者」

　ヨロズは初めて会った日からずっとハルヒロを無礼者呼ばわりしている。ひどい話だ。

「その兜と甲冑は使い物になるまい。費用をかけて修理しても使えるようになるかどうか。まあ、鍛か冶じ屋やにでも行って、屑くず鉄てつとして引きとってもらうことだな」

「おい、おまえっ！　口の利き方に気をつけろよ……！」

　カウンターを乗り越えようとしたランタを、ハルヒロは一応、取り押さえはした。でも、気持ちはランタと一緒だった。屑鉄。屑鉄って何だよ、屑鉄って。仲間の、モグゾーの鎧なんだぞ。形見なんだ。屑鉄はないだろ。何も知らないくせに、ふざけるな。でも、そうじゃなかったのだ。ヨロズは目をすがめて、華きや奢しやな肩をすくめてみせた。

「仲間の遺品なのであろう？　ヨロズのところには様々な情報が集まってくるのでな。事情は承知しているが、当商会にはこの四代目ヨロズでさえ曲げること能あたわぬ掟おきてがある。いかなる理由があろうとも、規定から外れる扱いはできかねるということだ。当商会は無価値の品を預かることはできない。倉のスペースも有限の資源なのだからな。価値がなかろうと処分しかねる大切な代物なのであれば、君ら自身の手で大事に保管することだ」

　ぐうの音も出ないとはこのことだった。そんなに大事なら自分たちでなんとかすればいい。というか、するべきだ。まったくそのとおりで、ヨロズを責めるのは筋が違う。

「……じゃあ、剣は……？」

　シホルが訊くと、ヨロズはうなずいて、

「そちらはむろん預かれる。ただ、それはあの死の斑の所有物であろう。安くはないぞ」

　専門の番頭に鑑定してもらったところ、実際、ものすごい値段が出た。なんと、二十五ゴールド。預かり料はその五十分の一だから、五十シルバーということになる。払えなくはないものの、しりごみしてしまう金額だ。

「今、決めなくても、いいのとちゃうかなあ……？」

　ユメの言うとおりだと思った。現実的には、先送りするぶんだけ処置に困るわけだし、最終的には預けるしかなさそうな気がしている。だけど、何も今、決めなくてもいい。明日とか、あさってとか、その先でいい。

　やらないといけないことは他ほかにもあるのだ。ヨロズが教えてくれた。

「ついでに、老婆心ながら君らに訊いておくが、故人の資産はどうする？」

「しさん？」

「当商会は故人の金を預かっている。本人以外が引き下ろすことはできないが、死亡した場合は所定の手続きを踏むことでそれが可能になるのだ」

「え……そうなの？」

「具体的には、義勇兵団事務所を通して辺境伯が発行する死亡証明書と代理人証明書を受けとり、当商会がこれを確認したのち、代理人に故人の資産を返却することになる」

「事務所……証明書……」

「ちなみに現時点では、故人の資産の内容を明かすことも当商会としてはできない」

　モグゾーはいくら貯ためていたのだろう。金があれば鎧を買っていたし、食費もけっこうかかっていたから、貯金はそれほど多くないはずだ。かといって、そのままにしておくのも雑なやり方のように思える。マナトのときは右も左もわからなくて、ちゃんとしてあげられなかった。今回はきちんとしたい。しないといけない。

　そんなふうに考えているのは、ハルヒロだけなのか。

　ヨロズ預かり商会に行った次の日、ハルヒロは一人で義勇兵団事務所を訪ねた。ランタはベッドから起きあがろうとしなかったし、ユメとシホルにも声をかけてみたのだが、はっきりした返事がなかった。メリイはそもそも宿が別だ。一人で行くしかなかった。

　事務所の所長ブリちゃんことブリトニーに手続きのことを話そうとしたら、先に声をかけられた。

「あら、あんた。いいところにきたわ。賞金よ、賞金。なんか、あれなんだって？　分け前を決める話しあいにも出なかったんだって？　微妙に困ってたっぽいわよ。あのレンジとカジコが。まあ、それどころじゃないってことなんでしょうけどねえ、あんたたち的には。だけどそういうときでもピシッとしとかないと、損するだけよ？」

「……賞金――って。え……？」

　兵団指令オーダーの報酬は作戦終了後、オルタナに戻ってから受けとった。薄い銅製の割り符、辺境軍用手票――軍票の形で、後あと金きん八十シルバーを五人分。

「あ。……もしかして、砦守キーパーゾラン・ゼッシュと、呪術師アバエルの……？」

「そう。それよ」

　ブリちゃんは真っ黒い唇をぺろっと舐なめて、片目をつぶってみせた。やめてくれないかな、とハルヒロは思った。こんなときに、ふざけないでくれよ。

「ゾラン・ゼッシュが百ゴールドで、アバエルが五十ゴールド。あわせて百五十ゴールド。聞いたところだと、とくにアバエルはあんたのパーティがほぼ単独でしとめたっていうじゃないの」

「あー……まあ、そう……っすね。言われてみれば、そんな感じかも」

「とはいえ、ああいう場合はだいたい山分けっていうのが相場なんだけどね。揉もめるじゃない？　そうしないと、やっぱり」

「そう……かもしれないっすよね。よくわかんないけど」

「何よ。大手柄を立てたのよ？　嬉うれしくないの？」

「嬉しい……？」

　笑ってしまいそうになった。もちろん、おもしろくて笑うんじゃない。そうじゃなくて。なんていうか。笑うしかない？　それも違う。わかんねーのかよ、馬鹿だな、みたいな。ぶっ飛ばすぞこら、みたいな。――ハルヒロはうつむいて、拳こぶしを握りしめた。

「……嬉しくは、ない、かな」

「でしょうね」

　ブリちゃんはため息をついた。ハルヒロは下を向いているので、ブリちゃんがどんな表情をしているのかはわからない。べつに見たくもない。

「とにかく、あんたたちには賞金を受けとる権利があるし、分け前はアタシが預かってるわ。で、カジコが言うにはレンジに押しきられたみたいだけど、六十ゴールド」

「ろくじゅっ!?」

　さすがにこれには仰天して、夢から覚めたような心地がした。ぜんぶ悪い夢だったら、どんなにいいだろう。

「……六十ゴールドって――金貨六十枚……？」

「そうね。銀貨に換算したら六千枚ね。六人――じゃなくて、五人で割れば、一人頭十二ゴールドってことになるわね」

「十二……」

　ブリちゃんが六人を五人に訂正したあたりは気に障ったが、それにしてもにわかには実感がわかないほどの大金だ。

　でも、嬉しくない。

　ちっとも嬉しくなんかない。

「……もらえるものは、もらっておきますけど」

「けど？」

「いや……もらいます。ありがたく。金は、ないよりあったほうがいいんで。あればあるだけ、困らないし。あ、だけどその前に――」

「死亡証明書と代理人証明書、でしょ？」

「はい」

「ちょっと時間かかるわよ」

「そうなんですか？」

「役人の仕事だからねえ。十日は覚悟しときなさい。早くて七日ってところかしら。六日以内に発行されることはまずないわ。何？　さっさと片づけちゃいたいって顔ね」

「……正直、それはあるかも」

「そう簡単にはいかないのよ。肉親なら、直接、天望楼に行って書類に署名しちゃえばいいんだけどね。義勇兵は身内じゃないから。結婚してれば別だけど」

「結婚……」

　これまた現実感のない言葉だが、もうモグゾーは結婚とかもできないんだな、とハルヒロは考えずにいられなかった。絶対、できないんだ。死んじゃったから。嘘うそみたいだ。この手で動かないモグゾーを持ちあげて、焼き場まで連れていって、焼かれたあとの骨と灰を目の当たりにしたのに、まだ信じられない。信じたくない。

「してなかったでしょ、彼はまだ。結婚」

「……してなかったっすね」

「独身の義勇兵の場合、天涯孤独ってことだから、この義勇兵団事務所が身元を保証することになってるわけ。あんたたち全員の署名がいるわ」

「え？　おれだけじゃなくて……？」

「そ。パーティ全員。しかも、アタシの前で署名してもらわないといけない。法でそう定められてるのよ」

「てことは」

「出直してらっしゃい」

　すごすごと事務所をあとにして、ハルヒロは途方に暮れた。ランタとユメ、シホルはいい。でも、メリイは……？

　考えてみれば、これまではとくに示しあわせなくても毎朝、当然のように北門前に集合していた。モグゾーが死んだあと、明日はどうする的な話なんてしたっけ？　というか、あれだ。当日は埋葬だの何だのがあって、メリイはユメとシホルの部屋に泊まったんだった。明けて、昼ごろだったか。宿舎で顔をあわせたら、モグゾーの遺品をどうしよう、みたいなことになって、ヨロズ預かり商会に行ったりして――あの日は夕方くらいに解散して、やっぱり次の日の話題は出なかったような気がする。

　メリイ、どうしてるのかな。ユメとシホルだったら、メリイが部屋を借りている貸し宿を知っているかもしれない。訊きいてみるしかないか。むしろ、ユメとシホルに行ってもらったほうがいいかな。こういうときは女の子同士のほうが。どっちにしても、なんとか連絡をつけて会わないと。ハルヒロは六十ゴールドの軍票を持っているのだ。五人で分けないといけない。――五人、か。五人。一人、足りない。五人で分ける……？　軍票は分けられない。換金してもらわないと。たしか、ヨロズ預かり商会で換金できるはずだ。ヨロズ預かり商会の前に、事務所に行けばよかったんだ。でも、手続きのことはヨロズに教えてもらって知ったわけだから、無理か。

「あー……」

　宿舎へと戻る道をのろのろ歩いていると、何もかもぜんぶいやになってきた。

「めんどくせ……」

　立ち止まりたい。しゃがんで、頭を抱えたい。ずっとうずくまっていたい。

　ふっ――と、チョコのことが思いだされた。すっかり忘れていた。自分はひどいやつだとハルヒロは思う。マジでひどい。ひどすぎて、なんだかもう笑ってしまう。チョコも死んじゃったんだよな。チョコのパーティはおそらく、全滅した。チョコはどうなったのだろう。ちゃんと埋葬してもらえたのか。もともと辺境軍主体の作戦だし、戦死者の遺体が放置されるなんてことはないだろうけど。埋葬。

　埋葬か。

　焼かれて、骨と灰だけになって、あんな丘に埋められて、それでどうなるっていうんだ。べつにどうにもならない。ただ、ちゃんと火葬しないと、不死の王ノーライフキングの呪のろいでゾンビになってしまう。チョコがゾンビになるなんてぞっとしない。それはいやだ。絶対、だめだ。

　死んでしまった者には、残った自分の身体からだを自分自身でどうにかすることはできない。まだ生きている者がなんとかしてやらないといけない。

　自分はちゃんとできただろうか。できているだろうか。どうかな、モグゾー。もっと何かない？　こうしてほしいとか、ああしてもらいたいとか。逆に、こんなのはいやだとか。間違ったこと、しちゃってないかな。

　尋ねても、答えはない。モグゾーはもういないのだ。チョコもいない。死んだ。

　嘘みたいだが、死んでしまった。

　嘘じゃない。

　本当だ。

「やめればよかったな……」

　兵団指令オーダー。受けるべきじゃなかった。チョコたちだってそうだ。荷が重かった。

「誰だれだよ、言いだしたの……」

　ランタだ。あいつめ。

「……だけど、決めたのは、おれだ」

　ハルヒロが賛成しなければ、兵団指令オーダーを受諾することにはならなかったかもしれない。いや、かもしれない、じゃない。たぶん、ならなかった。そして、チョコから彼女のパーティが兵団指令オーダーを受けるという話を聞かなければ、ハルヒロはその気にならなかっただろう。あのとき、是が非でもチョコを止めるべきだった。危ないから、と。無謀だ。行っちゃだめだ。パーティの仲間がどうしても考えを変えないなら、抜けてしまえばいい。そう説得するべきだった。ハルヒロは反対に回るべきだった。ランタがどれだけ騒ごうと知ったことか。だめなものはだめだ。危険すぎる。リスクが大きすぎる。

　でも、ハルヒロは、リスクはそんなに高くないと見積もって、賛成したのだ。

　わかっている。結果論だ。こんなことになったから、すべて間違いだったと思ってしまう。自分を、誰かを責めたい。無駄なのに。

　何をしたって、モグゾーは帰ってこないのに。

　ハルヒロは空を仰いだ。今、何時かな。午後三時ごろか。やけに晴れている。まいったな。晴れてるよ、モグゾー。

「……前、向くしかないんだよな。他ほかに、どうしようも……」

　冗談かってくらい、すっげーきれいな空だよ。

　ハルヒロは右手で顔の上半分を覆った。目に、染みる。
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　ユメはふにゃふにゃしている。ふにゃふにゃって何だろう。ユメ自身、よくわからないのだが、とにかくふにゃふにゃしてしまっているので、ふにゃふにゃしているとしか言いようがないのだ。

　ふにゃふにゃしているので、起きあがるのも億おつ劫くうだ。だからユメは、義勇兵宿舎の部屋の二段ベッドの下の段に寝そべっている。

　たまに寝返りを打つ。でも、何しろふにゃふにゃしているもので、寝返りを打つのも一苦労だ。

　じつは、ずいぶん長い間、おしっこを我慢している。

　トイレに行ったほうがいい。というか、行かないといけない。それは間違いなくそうなのだが、ふにゃふにゃしているせいで行く気になれない。

「ユメ」と、シホルに声をかけられた。

　返事をしたい。でも、ふにゃふにゃしているので、声を出すのも大変だ。

　結局、ユメは「……んー？」とだけ言った。

「……おなか、すかない？」

「んー……」

　どうかなあ、と考えてみる。まったくすいていないわけではないと思う。何か食べたら食べたで、それなりに食べられそうだ。かといって、そんなに食べたいわけでもない。まあ、食べなければ食べなくて平気かなあ、という感じだ。

「……んー」

「食べないと……身体によくないと、思うけど……」

「んー……」

「ユメ？」

「んー？」

「聞いてる……？」

「んー……」

　だめやんなあ、とふにゃふにゃしながらもユメは思っている。ちゃんと返事をしないといけない。わかっているのだが、どうしてもちゃんとできないのだ。

　べつにふざけているわけじゃない。身体に力が入らないのだ。身体だけじゃない。気持ちもふにゃふにゃしている。

「……いいかげんに、してよ」

　ぽつりと、かなり小さな声で、シホルが言った。本当に小さい声だったから、ユメに聞かせるつもりで言ったのか、そうじゃないのか、よくわからない。

　だけど確実に、シホルはいらいらしている。怒っている言い方だった。シホルがそういう物言いをするのは初めてだ。少なくとも、ユメは今まで聞いたことがなかった。

　ユメは身体を転がして、隣のベッドに腰かけているシホルを見た。シホルはうつむいているというか、うなだれている。

「……ごめんなあ」

　ユメが謝ると、シホルは頭を揺するように横に振った。

「……あたしこそ……ごめんなさい」

「シホルが謝ること、ないやんかあ」

「だって……」

「シホルは、悪くないもん」

「そんなこと……ない」

「悪くないよ」

「そうは……思えないの」

「そっかあ」

「……これから……あたしたち、どうすればいいのかな……？」

「んー……」

　ユメは考えようとする。でも、頭が回らない。ぴたっと停止してしまう。

　それでも、考える。ユメにしては必死に、考える。言葉を見つけようとする。

「あのなあ、シホル」

「うん」

「ユメなあ、こういうの、苦手なん。なんていうかなあ……つらいのとかな、苦しいのとかなあ、大っ嫌いなん。みんなそうやんなあ」

「……そうだね」

「あのなあ、たとえばやけどな、すっごい、雨とか降ったとするやんかあ」

「うん」

「めっちゃ雨降ってなあ、外とか歩かれんかったらなあ、中にいるようにするやんか。だって雨はなあ、やんでほしいって頼んでもな、やんでくれるもんでもないやんかあ」

「うん」

「誰に頼めばいいねんって話やしなあ。だからな、こういうのはなあ、もうしょうがないと思うねやんかあ」

「……しょうがない……のかな」

「んーとなあ、こうなってしまったのがしょうがないっていうかな、こうなってしまったらしょうがないっていうか、そういう意味なんやけどなあ。嘘うそやんって感じやけどな。こんなんなるなんて、ユメ、これっぽっちも思ってへんかったもんなあ」

「それは……あたしも、同じ」

「なんで思わなかったんやろなあ。こういうこと、あってもおかしくないのにな。わかってたはずやんかあ」

　初めてじゃないのだ。

　二度目だ。

　それなのに、想像だにしていなかった。

　仲間を失うなんて。

　モグゾーが死んでしまうなんて。

「バカやんなあ、ユメ」

　ユメはうつぶせになった。全身がふにゃふにゃしていて、いやに重たい。

「……ユメ、バカすぎるやんなあ。ユメがバカすぎるせいで、こんなんなってしまうんやろなあ」

　シホルは何も言わない。

　なんだか眠たくなってきた。だけどきっと、眠れはしないだろう。ユメは仰あお向むけになろうとした。さっきより身体がふにゃふにゃしていて、重い。動きたくない。しばらくは動けそうにない。
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「おいオヤジ！　ソルゾ、もう一丁追加……！」

　ランタは麺めんや汁を口から飛ばしながら左手の人差し指を立てて叫んだ。

　南区職人街のそばにある屋台村に、オルタナでもここだけでしか味わえないソルゾという麺物を出す一軒の屋台がある。ソルゾは、煮込み肉をぶちこんだしょっぱいスープに小麦粉などを練って細切りした黄色い麺が浸っている料理だ。めちゃくちゃ美味なのかと言われれば、間違いなくそうだとは答えづらい。たぶん、人によって好き嫌いが分かれるだろう。とくに一口目は。しかし、食べ進めるごとにうまく感じられてくる。しばらくすると、また食べたくなる。何度も食べているうちに、すっかり魅了される。十日にいっぺん、いや、五日に一度、いやいや、できれば三日に一食は食べたい。

　ランタの前には大きめの椀わんがたくさん積み重ねられている。

　その数、七つ。

　ランタは八杯目のソルゾを平らげようとしていた。間もなくさっき注文した九杯目が運ばれてくるだろう。

　できたてのソルゾは熱い。クソ熱い、といっても過言じゃない。それをフーフーして冷ます手間も惜しんで、ランタはかっこむ。

　口の中が火傷やけどしてべろべろだ。正直、味なんてもうよくわからない。腹もきつい。膨らんで妊婦みたいなことになっている。食べるのはほとんど苦痛でしかないが、ランタは止まらない。八杯目はこの一口で終わりだ。

「――ぶはあぁっ……！　食ったぁっ！」

　同時に九杯目がきた。大量の湯気を浴びた瞬間、目がくらむ。鶏とりガラやら豚の脂身やらタマネギやらにんじんやらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった食欲をそそってやまないはずの香りが、今のランタには胸焼けしかもたらさない。

「にいちゃん、大丈夫かい……？」

　屋台のオヤジがランタの顔をのぞきこんできた。ランタはうなずいて、手で顔をぬぐう。汗やら鼻水やら汁やらでぐちょぐちょになっていた。とんでもねー顔してんだろうな、と思う。気にしてられっかよ、そんなこと。

「――うしっ……！」

　ランタは九杯目にとりかかった。麺をすするたびに吐き気がする。リバースしそうになって、慌てて手で口をふさいだ。――吐かねえ。

　絶対、吐かねーぞ。

　吐いてたまるかっつーの。

　食うんだ。食って、食って、食いまくる。食い尽くしてやる。

『いつかさ。やろうね。お店』

　仲間の――いや、相棒の顔が浮かんだ。

　あのときのあいつ。

　マジで……マジで、見たことねーくらい、めっちゃいい表情してたんだよ。

『でも、ぼく、ソルゾじゃなくて、ラーメンのお店にしたい。お金を貯ためて、研究して、これっていう味のラーメンができたら、やろうよ、お店』

「……おう」

　返事をしたところで、相棒には届かない。

　食うしかない。今はとにかく食うのだ。相棒が好きだったソルゾを、ずるずるずるずる食う。食えるだけ食うのだ。食えなくても食ってやる。腹一杯でも、食いたくなくても、ひたすら食え。食え。食えったら食え。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　だってよォ。

　だって。

　――だって。

「おばえばぼおくえでえんだがら……！」

　そうだろ、相棒。いくら食いたくたって、おまえはもう食えねーんだから。

　相棒の代わりに、このランタ様が食ってやる。そんなことをして、いったい何の意味がある？　知ったことか。意味なんぞ知らない。どうだっていい。ただ、こうするべきだとランタは思うのだ。思わずにいられなくて、やらずにはいられないのだ。

「ぐへぇぁあっ……！　オヤジィ……！　もう一杯……！」

「で、でもなあ、にいちゃん」

「いいから、早くよこせ……！」

「わ、わかったよ」

「九杯目……！」

　あと一息で九杯目が食べ終わる。ランタは己を加速させる。自分ではスピードアップしているつもりなのに、なかなか麺が減らない。手が止まる。リバースのどす黒い衝動が襲いかかってくる。息ができない。窒息してしまいそうだ。

　ふと、気づいた。周りがざわついている。見ると、職人だの義勇兵だの何だのがランタを遠巻きにしていた。何だ？　こっちじろじろ眺めて、何だってんだ……？

「おい、あいつ、次、十杯目だぜ……？」「うわ……マジかよ……」「ありえねえ」「いけるか、普通？」「俺は無理だな……」「すげえ……」「ていうか、やばくねえか」「でも、そろそろつらそうだぞ」「だな」「そりゃそうだ。十杯はな。いけねえだろ。どう考えても。十杯はなあ。厳しいよな」「さすがにな」「十杯はなあ」

「ふん……」

　ランタは鼻で笑った。異物感がある。鼻の穴に何か引っかかっているのか。指を突っこんでつまんでみたら、ソルゾの麺だった。捨てようかと思ったが、相棒ならそんなことはしないだろう。ランタは自分の鼻の穴から発掘した麺の切れ端を口に放りこんだ。

「おい、よーく見てろよ、おまえら。十杯なんてなあ、オレにとっちゃー壁でも何でもねーんだよ。余裕なんだっつーの。これくらい」

　――行くぜ。

　気合いを入れなおして、ランタは九杯目を一気に食べきった。十杯目がくる。眩め暈まいを覚えたが、たいしたことじゃない。

「おりゃあああああ……！」

　ランタは立ちあがって椀に口をつけ、クソ熱い麺を汁と一緒に胃の中へどんどん流しこんだ。野次馬どもがどっと沸いた。その歓声に励まされるというか煽あおられて、ランタは物の数十秒で十杯目を完食した。麺や具のみならず、汁まで飲み干した。

「どうだ、おらあっ……！　オヤジ、次だ次……！」

「あいよ！」

「うおおおお！」「やりやがった！」「ものすげえぞ、あいつ！」「とんでもねえ！」「もっといけ！」「いけるとこまでいっちまえ！」「いけえ！」「やれえ……！」

「あったりめーだ！」ランタは中指を立ててみせた。「オレはランタ！　このオレ様の名を呼んでみやがれ……！」

「ランタ！」「ランタ！」「いいぞ、ランタ！」「ランタ！」「ランタ……！」

「オヤジ、早くしろ！」

「ほいさ！　一丁あがり！」

「うわっはっはっはっはっ……！　十一杯目だ……！」

　ランタは笑いながら十一杯目のソルゾにとりかかった。一瞬、なんでこんなことやってんだ、と思ったが、なんでもクソもへったくれもない。食え。食うのだ。

　見てっかよ、相棒。

　こんなことしかできねーけどよ。

「ぶふっ……！」

　と、ランタはいきなり噎むせた。鼻から麺がドバーッと飛びだして、野次馬が爆笑する。キレそうになったが、ランタは逆に大笑いしてみせた。

　いったいどこまで食えるだろう。限界まで、ぶっ倒れてしまうまで食ってやる。

　店、いつか出すからな。相棒の望みどおり、ソルゾじゃなくてラーメンの店にする。店名はもう決めた。

　ラーメンショップ・ランタ＆モグゾー、もとい、モグゾー＆ランタ、だ。
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　――そろそろやめておいたほうがいいんじゃねえの？

　そんなことを言われたような気がする。誰だれに？　たぶん、隣にいる男だ。何者なのかはわからない。どんな顔をしているのか。目を凝らして見てみた。ひどくぼやけている。何なのだろう、この男は。なぜ隣の席に座っているのか。意味がわからない。

「……あなた、誰？」

「ああ？　誰って――」

「なんで、そこにいるの……？」

「いや、なんでも何も、一緒にきたんじゃねえか。この店に」

「誰と……？」

「あんたとだよ、メリイ」

「どうして？」

「……だから、飲みすぎだって」

「誰が？」

「そりゃ、あんただろ」

「そうなの……？」

　メリイは息をついて、コップを持ちあげる。呷あおろうとしたが、空からだった。――店？　ここは店なのか。何の店だろう。見まわす。ああ、どうやら酒を飲む店らしい。カウンター席だけの、狭苦しい――見覚えのない、知らない店だ。

　カウンターの向こうにいる店主らしい男にコップを突きだして、もう一杯、と頼もうとしたら、隣の男に手首をつかまれた。

「もうやめとけって」

「……ほっといて」

「ほっとけねえだろ。あんた、自分がどれだけ飲んだか、わかってるのか？」

「知らない。で……？」

「で、じゃねえよ」

　隣の男は辟へき易えきしている様子だ。なんでこんな見知らぬ男に迷惑そうな顔をされないといけないのだろう。頭にくる。

「……じゃあ、いい」

　メリイは席を立った。ふらついて、隣の男に支えられたが、その手を振りほどく。

「さわらないで！」

「転びそうだったじゃねえか」

「いいでしょ……？　転んで……何が悪いの……？」

「よくはねえだろ」

「押しつけないで」

「何をだよ」

「あなたの、考え……あなたがどう思うかなんて、知ったことじゃない……」

　自分は何を言おうとしているのか。言っているのか。どうでもいいか。本当にどうでもいい。メリイは店を出た。

　気がついたら、どこかにいた。暗い。道だ。

「……あれ」

　錫しやく杖じようがない。忘れてきてしまったのか。どこに？　見当もつかない。

「おい、大丈夫かよ！」

　誰だろう。さっきの男か。なんでいるのか。どうしてついてくるのだろう。

「何なの……？」

　尋ねると、男は「はあ!?」と声を荒らげた。

「人に二軒も奢おごらせといて、何なのとはご挨あい拶さつだな」

「奢らせて……？　何のこと？」

「酒代だよ。あんた、払ってねえだろ。ぜんぶ俺が持ってやったんだぜ、メリイ」

「なんでわたしの名前を知ってるの……？」

「あんたに聞いたからに決まってんじゃねえか」

「わたしが……？　払って……」

　よくわからないが、そんなことでぐだぐだ言われたくない。メリイは金を出そうとした。有り金を渡せば男も納得するだろう。でも、手がおぼつかない。手だけじゃなくて、足あし許もともだ。立っていられない。

　倒れそうになったら、男に抱きよせられた。

「そうじゃねえよ、メリイ。俺は何も、金を払えって言ってるわけじゃねえんだ」

「……放して」

「いやだね」

「放せって――」

　メリイは男の腕から逃れようとする。押しのけられない。男は両腕でメリイの身体からだを締めつける。顔を近づけてくる。メリイは男の顎あごに手をあてて押しあげる。

「言ってるの……！」

「黙れよ、クソアマ！　ここまできて、放すわけねえだろうが！　そっちだって、その気だったんだろうが！」

「何!?　その気って!?」

「むしゃくしゃしてて、俺と遊ぶ気だったんだろ!?　わかるんだよ、それくらい！」

「遊ぶ……？」

　この男は何を言っているのか。意味不明だ。遊ぶ？　そんな気分じゃない。何があったか、この男はわかっているのだろうか。

　不意にすっと胸が冷たくなった。

「……わたし、あなたに何をしゃべったの？」

「ああ!?　何って、名前と、あとは――まあ、話ってほどの話は……」

「よかった」

　心の底から安あん堵どした。こんな男に何か打ち明けてしまっていたら、最悪だ。酔っぱらっていたとはいえ――そうだ。メリイは酔っている。それも、並大抵じゃない。そうとう、かなり、ぐでんぐでんに酔っぱらっている。

　危ない。

　この状態で、この状況。間違いなく危険だ。逃げないと。

「っ……！」

　メリイは思いきって男に頭突きを見舞った。男は「がっ」と怯ひるんだが、メリイを放そうとはしなかった。

「やりやがったな！　てめえ、もう容赦しねえぞ……！」

「あっ――」

　持ちあげられた。地面に足がつかない。メリイは死にものぐるいで暴れた。でも、男は腕をゆるめない。どうするつもりなのか。男はメリイをどこかに運ぼうとしているようだ。暗くてよく見えないが、細い路地に入ろうとしている。大声で叫ぼうとしたら、手で口をふさがれた。メリイはとっさに男の手を噛かんだ。男は「うっ……！」と呻うめいて、メリイを突き倒す。メリイは腰を打って、それから後頭部をどこかにぶつけた。

「……いった……ぃ……」

　目の前がぐるぐるする。逃げないと。這はい進もうとしたら、腕をつかまれて路地に引きずりこまれ、力ずくで仰あお向むけにされた。組み敷かれて、また口をふさがれてしまった。

　やられちゃうのかな。

　こんな場所で、こんなやつに。

　いやだ。ふざけないで。メリイは膝ひざで男の股こ間かんを蹴けりあげる。

「この……！」

「はうっ――……く、くっそ！　こいつ……！」

　殴られた。顔を、拳こぶしで。一瞬、意識が飛んだ。

　我に返ると、神官服を脱がされそうになっていた。

　だめかもしれない、とメリイは思った。

　これは罰なのかもしれない。

　だって、死なせてしまった。

　また、仲間を死なせた。

　神官なのに。

　仲間の命を守らないといけないのに。

　できなかった。

　メリイは最善を尽くすことさえできなかったのだ。ミスを犯した。

　まさしく致命的なミスを。

　光の護法プロテクシヨン。

　初級から抜けだして、中級に差しかかった神官にとっては基本中の基本といってもいい、身体能力や抵抗力、自然治癒力を高める光魔法。とりわけ、戦闘中に光の護法プロテクシヨンを切らすことがあってはならない。わずかな差が生死を分ける。戦いの場では、そんなことがいくらでも起こりうるのだ。ゆえに効果が持続する約三十分が過ぎたら、すかさず光の護法プロテクシヨンをかけなおす。神官ならば必ず肝に銘じておかないといけない。それだけは何があっても忘れてはいけないのだ。それなのに――、

「いいかげんあきらめろよ……！」

　男が下卑た笑い声をあげて、神官服を引っぱる。縫い目が裂ける音が響いた。

「まさか初めてってこたぁねえだろ！　あんたも楽しんだほうが身のためだぞ……！」

「いや、楽しめるわけないじゃん」

　だしぬけに別の男の声がして、クソ男が振り向いた。

「あ……？」

「悪いけど俺、手加減とかしねーよ？」

「って――」

「おら！」

　クソ男が倒れこんできた。メリイは下敷きになったが、別の男がすぐにクソ男を引っぱってどかしてくれた。

「……え？」

　何がどうしてどうなったのか。

　どうも助けられたようだが、なぜ？　誰が？

「ヘーキ？　起きれる？」

　そう問われて、メリイが黙っていると、クソ男から助けてくれた男はため息をついて頭を掻かいた。

「なんてーか……あやしい者じゃないんで。服とか大丈夫っすかね？」

　やけにぶっきらぼうな口調だ。でも、危ないところを救ってくれた。それは間違いない。この男が現れなければ、どうなっていたことか。まあ、やられていただろう。

　メリイは身体を起こして、乱れた着衣を整えた。神官服の袖そでがちぎれかけている。汚れてもいるだろうが、それ以外は問題なさそうだ。

「……ごめんなさい。ありがとう」

「うん。あ。大丈夫なら、いいんだけど」

　路地は暗くて、男の顔はほとんど見えない。だけど、何か――声、だろうか。なんとなく聞き覚えがあるような。それと、背恰かつ好こう。男はずいぶん上背がある。メリイはこの男を知っているのか。

「えーと……」男は半歩ほどあとずさった。「言わないんで。このことは、誰だれにも。そのほうがいいよね、やっぱり」

　この男もたぶん、メリイを知っている。そういう言い方だ。

「……あなたは」

「俺？　ああ。俺はクザクっていうんだけど。名乗ってもな……」

　たしかに、クザクという名に心当たりはない。メリイが立ちあがると、クザクはさらに後ろへ下がった。メリイから一定の距離をとろうとしているようだ。自分は何もしない、とアピールしているのか。

　メリイはクソ男を見おろした。クザクに殴られるか蹴られるかして、気を失っているらしい。一発か二発、蹴け飛とばしてもよかったが、やめておいた。

　路地から出た。クザクは離れたところにいる。月明かりのおかげで、さっきよりは顔が見えた。やっとわかった。

「……デッドヘッドで、同じ緑りよく嵐らん隊だった――」

「あ。もしかして、覚えてる？」

「でも」

「死にかけたんだけど」クザクは下を向いた。「……死ななくて。誰かが治してくれて、気がついたら俺一人、みたいな」

「……そう」

「あの」

「何？」

「ごめん。もっと早く助けられたらよかったんだけど。じつは、見てて。あんたらが出てくとこ。店で。なんか気になって、追っかけて。そしたらって感じで」

「……ひどかったでしょ。わたし」

「いや。べつに、そんな。俺も飲んでたし」

「クザクくん」メリイは頭を下げた。「――もう一回、謝らせて。ごめんなさい。それから、ありがとう」

　クザクはしばらくの間、黙りこくっていた。

　ようやく「……はい」とだけ、短く返事をした。

「さよなら」

　メリイは顔を上げて、早足でクザクの脇わきを通り抜けた。当然だが、酔いはまださめていない。吐き気がする。どれだけ飲んだのか。まるで覚えていない。飲みすぎた。前後不覚に陥るまで飲むなんて、生まれて初めての経験だ。

　わけがわからなくなっている間に、めちゃくちゃにされてしまえばよかったのに。

　そうなっていたら、少しは気がすんだかもしれない。そうなりたくて、浴びるように酒を飲んだのかもしれない。あんなクソ男が隣にいても追い払わなかったのかもしれない。

　クザクは邪魔をしたのだ。余計なことをしてくれた。でも、本当にあのクソ男にやられていたら。考えただけで寒気がする。気持ち悪い。他人にふれるのも、さわられるのも、もともと苦手だ。だいぶさわられた。まさぐられた。最低だ。何もかも、最低だ。

「うっ……」

　耐えがたい嘔おう吐と感が襲ってきて、メリイは足を止めた。吐きたい。でも、吐いたことなんてない。吐けない。しゃがみこむ。苦しい。死にたい。死んでしまいたい。実際、死んでしまった人がいるのに。一度ならず二度までも仲間を死なせた無能な神官が、死にたい、死んでしまいたい、なんて。そんなことを思うなんて。

「……最低なのは、わたしだ」
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　真夜中だということは間違いないにしても、今、何時なのか。定かじゃない。

　でも、もうずいぶん長い間、ここにいる。

　オルタナ北区花園通り。なぜ花園などという名前で呼ばれているのか。ハルヒロにはわからないが、ひょっとすると昔、花壇とかそれに類するものがあったのかもしれない。

　市場からのびている花園通りと裏通りの両側には、宿屋がずらっと建ちならんでいる。通りの入口付近には一時滞在者用といった趣の宿が何軒かあり、市場から離れるに従って大きい建物が増え、いかにも高級そうな宿が威容を誇っている一帯を抜けると、まあまあの宿、そこそこの宿をへて、ぼろっちい宿が集まっているあたりがいわゆる場末だ。

　ハルヒロたちは、花園通りから裏通りに入ってすぐの場所にある、まあそこそこ、それなりの宿の前にいる。

　最初は立っていたのだが、今は宿の外壁に背をもたれさせて座っている。ハルヒロは。

　連れは、まだ立ったままだ。

　お互い黙っている。最後に口をきいたのって、いつだっけ？　かなり前のような気がする。そのとき何を言ったのかも覚えていない。ハルヒロも連れも、自分からべらべらしゃべるほうじゃないのだ。控えめというか、受け身というか。

　背中を丸め、片方の膝ひざを抱えこんで、だから――と、ハルヒロは思う。あんまり相性がよくないんだよな、たぶん。ハルヒロも相手も、押すことも引くこともしないのでは、何も起こらない。会話が始まらない。

　気まずい。何でもいいから相手が話の口火を切ってくれれば、こっちはがんばって応じるのに。おそらく、連れもそう思っていることだろう。なんでずっと黙ってるの？　何か言ってよ、みたいに。

　よし。わかった。やるよ。やってやる。やってやろうじゃないか。

「あの――えっと……シホル？」

「……え。はい……？」

「疲れてない？」

「……大丈夫」

「そっか」

「うん」

　終わってしまった。

　気力を振りしぼって仕掛けた会話が、あっという間に。

　何だよそれ。そりゃないよ。もうちょっと努力しようよ。コミュニケーションだよ、コミュニケーション。大事でしょ、やっぱり。

　だいたい、なんでシホルと二人でいるのか。いや、理由というか、経緯は明確だ。手続きやら分け前やらの件で、メリイと連絡をとる必要があった。ランタは信じられないことに食いすぎで動けないというし、ユメはなんだか知らないが「ふにゃふにゃであかーん」らしくてダメ。それで、体調が問題なくてメリイの宿を知っているシホルと一緒に宿舎を出た。メリイはたしか女性客専用の貸し宿で部屋を借りているはずだから、ハルヒロ一人で訪ねるわけにもいかない。その点では、シホルがついてきてくれて助かった。あくまで、その点だけだ。

　べつに、シホルが嫌いなわけじゃない。でも、二人で行動する相手としては、なかなか厳しい。

　組みあわせの問題なのだと思う。ハルヒロとシホルは合わない。そういうことだ。つまり、相性が悪い。

　シホルもハルヒロと同じように感じているだろう。ハルヒロとしても、相性が悪い、だからしょうがない、このままでいいと思っているわけじゃないが、シホルだって少し歩みよってくれてもよさそうなものだ。この貸し宿にきて、メリイはいなくて、シェリーの酒場に行ってみて、そこにもいなくて、ここに戻ってきて――今にいたるまで、シホルはほとんど言葉を発していない。ハルヒロが何か訊きけば、一言二言答える。それだけだ。どうなんだよ、そういうのって。

「はあ……」

　つい、ため息をついてしまった。

　感じが悪かっただろうか。ただ結果的には、それがきっかけになったのかもしれない。

「……あたし」とシホルが小声で言った。

　ハルヒロはシホルを見上げた。シホルは自分の肩を抱いて、かすかに震えていた。

「……あたし……ね。こんなこと、言ったら……ひどいと思われるだろうけど……けっこう、平気なの」

「平気――って……？」

「みんなとは……違うの。みんなほど、ショックを受けてないっていうか……」

「そう……なの？」

「ひどいでしょ。ひどいと思う……自分でも。どっちかっていうと……モグゾーくんが死んじゃったことより……モグゾーくんが死んでも、そんなに悲しんでない……そういう自分がショックで、落ちこんでる。あたしって……やな人間だなって……」

「そんな、こと――」

　ない、と否定できるだろうか。モグゾーが死んだのに、ショックを受けてない？　そんな馬鹿な。だって、仲間だ。文字どおり苦楽をともにしてきた。モグゾーは大事な、あまりにも大事すぎる仲間で、パーティの軸だった。なんでショックじゃないんだよ……？

　でも、シホル自身、戸惑っているみたいだ。胸が引き裂かれるほど、頭がぐちゃぐちゃになるほどの悲しみを、喪失感を味わって当然なのに、そうじゃない自分を、異常だと感じている。そんな自分が許せなくて、苦しんでいるようだ。――ああ、そうか。

　マナトだ。

　これはハルヒロの推測にすぎないが、おそらくマナトのことがあったから。

　シホルはたぶん、マナトに恋をしていた。好きで好きでたまらなかったマナトが死んだ。シホルは誰だれよりもつらかったはずだ。もちろん、モグゾーが死んで、シホルだって痛手を受けただろうが、あのときほどじゃない。

　苦痛には、慣れる。慣れたくなくても、自然と慣れてしまう。

　そうしないと生きてゆけないから。

　生きていれば、こんなことが起こるものだから。こんなことの繰りかえしだから。

　そのたびに打ちのめされて、立ちあがれなくなっていたら、とても生きてゆけない。

　げんに――げんに、ハルヒロはもう、モグゾーを失った直後みたいに茫ぼう然ぜん自じ失しつとしてはいない。なかなかうまくはゆかないが、前を向こうとしている。みんなに前を向いてほしいと思っている。そうしないと、モグゾーも浮かばれない。そんなふうに、死んだ仲間を利用して、生きる力に変えようとしてさえいる。

　ハルヒロは、生きようとしている。ずるく、意地汚く、しぶとく、生きたがっている。

　シホルもそうなのだろう。マナトの死がシホルを強くしたのだ。強くなって、シホルは生きようとしている。

「シホルは、ひどくないよ。いやな人間なんかじゃない。シホルが一緒にきてくれて、よかった。シホルがいてくれて。おれはほんとに、そう思ってる」

　シホルは何か言おうとしたが、口をつぐんで顔をそむけた。肩がまだ、小刻みに震えている。涙をこらえているのかもしれない。少ししてからシホルは一度、鼻をすすって、

「……ハルヒロくんがいて、よかった。あたしも……そう思う」

「いやあ、まあ……うん。いないほうがいい、よりは……」

　ハルヒロは両手で顔を覆った。なんだか、えらく恥ずかしい。照れている自分に罪悪感を覚える。正直、飯を食っても、水を飲んでも、ぐっすり眠っても、モグゾーに謝りたくなる。謝ったってしょうがないんだけど。

　いつかはこの胸をちくちくと刺す痛みも薄れて、消えてしまうだろう。

　苦痛には、慣れる。

　生きたくて、生きるために慣れるから、生きてゆける。

「メリイ、遅いな。どこ行ってるんだろ」

「……結局、あたし、メリイのことはあまり知らないから……なんとも」

「そうなんだよなあ。でも、おれなんか男だし。仲よくなるっていってもさ」
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「……同性だからって、仲よくなれるわけでもないと、思うけど……」

「そういうもの？」

「あたし……こういう性格だから。ユメみたいに明るかったら、違うだろうけど……」

「うーん。明るきゃいいってものでもないんじゃない？　や、ユメはね。誰とでも親しくなれそうな感じはするけど。相手がランタみたいなやつじゃなければ」

「……ランタくんは、例外かも」

「あいつ、アホだよ。マジで。何だよ、食いすぎって。意味わかんないんだけど」

「……ソルゾを、食べたんじゃない？」

「え？」

「たぶん、だけど……モグゾーくんの分まで、食べようとしたのかなって……」

「あー……」

　ハルヒロは髪の毛を引っかきまわした。そっか。それか。自分は何もわかっていない、見えていない、と思うしかなかった。ランタなりの供養ってことか。ハルヒロはちょっとだけ笑った。胸が、軋きしんだ。

「やっぱり、シホルはいやな人間じゃないって。人の気持ちがわかるのって、すごいよ」

　シホルは首を横に振った。それからしゃがんで、「……メリイは」と声を絞りだすようにして言った。「……誰よりも、後悔して……苦しんでると思う。神官だから……」

　ハルヒロはうなずいた。それくらいのことはハルヒロも一応、理解しているつもりだ。

　何しろ、二度目だし。

　メリイは一度、仲間を、仲間たちを失った。それで自責の念に駆られて、メリイは昔のメリイじゃなくなってしまったらしい。

　ハルヒロたちと組むようになって、やっとたまに笑顔を見せてくれるようになった。その矢先、と言ってもいいだろう。また仲間をなくした。しかも、メリイは神官だ。傷を癒いやす光魔法の使い手で、パーティの生命線なのだ。とりもなおさずそれは、仲間の命に責任を負う立場だということになる。ぜんぶ自分のせいだ、自分が悪い、と思いこんでしまってもしょうがない。

　おこがましいかもしれないが、ハルヒロが今、一番心配しているのは、メリイだ。

「……変なこと考えてなきゃいいけど」

　口に出したら、余計に気がかりになってきた。

　だから、足音が聞こえて、そっちに目をやったら白い服を着ている人影が見えたときは、ものすごくほっとした。

「メリイ」

「……なんで」

　メリイはそこまで言うと、踵きびすを返した。

「――え……？　ちょっ、メリイ、逃げ……っ!?」

「ハ、ハルヒロくん、追いかけないと……！」

「あっ、うん！」

　メリイの逃げ足が速くなくて助かった。というか、メリイの足どりはかなり頼りなくて、走るというよりも倒れそうになりながらなんとか前進しているという体ていだった。

　つかまえると、すぐに手を振りはらわれたが、メリイはもう逃げようとしなかった。逃げようにも逃げられないのかもしれない。メリイはハルヒロたちに背を向けて、崩れ落ちるように座りこんでしまった。

「……何。何か用」

「用――は、あるんだけど。ていうか、メリイ、酒、飲んでる……？」

「悪い？」

「や、悪くはないけど」

「……ほっといて。わたしのことは」

「放って、おけない」シホルはそう言うと、メリイの隣にしゃがんだ。「……そんなこと、できない」

「……どうして」

「気になる……から。メリイのそんな姿を見て……知らないふりなんて、できない」

「……見られたくなかった。こんなところ。なんで、ここにいるの」

「あたしたちは……メリイに、会いにきたの」

「わたしは……会いたくなんか、ない」

「あたしたちは、そうじゃないの」

「……会いたくなかったの！」

　ろれつは回っているが、明らかにメリイはだいぶ酔っ払っている。そりゃあ見られたくないよな。当然だ。ハルヒロだって、こんなメリイは見たくない。見ないほうがよかったのかもしれない。だけど見てしまった。今さら見なかったことにはできない。

「メリイ」

「……何よ」

「朝八時に、北門前。ちょっと無理っぽいかな。その様子だと」

　ハルヒロは待ってみた。メリイはいつまでたっても返事をしない。うんともすんとも言わない。代わりに立ちあがって歩きだした。宿に戻るつもりらしい。

　シホルがメリイのあとを追おうとした。ハルヒロはシホルを止めて、メリイの背中に声をかけた。

「おれたちは、終わってない。立ち止まってもいいけど、進むしかないんだよ」

　メリイは一言も答えないで宿に入っていった。
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　翌朝、というかその日の朝は、時鐘一つ分、十時まで待ってみたのだが、メリイは北門前に現れなかった。

　その次の日も二時間待って、メリイはこなかった。ランタがメリイの宿に突撃するべきだと声高に主張して、ハルヒロとシホルが強く反対した。ユメはまだふにゃふにゃしていたが、いくらかましになってきた。

　そして、三日目。

　八時の鐘が鳴りはじめる前に、ハルヒロたちは北門前に到着した。

「お……」とランタが声をもらした。

「……っ……」シホルは静かに息をのんだ。

　ユメは「うにゃっ」と言った。

　ハルヒロはほんのちょっとだけ笑って、口くち許もとを手で隠した。まだまだ笑うたびに胸が鈍く痛む。

　神官服を着た女が一人、手にしたショートスタッフにもたれるみたいにして、北門前の隅っこのほうに立っている。下を向いて、足の指の数でもかぞえているかのようだ。彼女はべつに小柄なほうじゃない。それなのに、ずいぶん小さく見える。

「メリイ」

　ハルヒロが呼びかけると、メリイは顔を上げてこっちを向いた。すぐにうつむいてしまったが、あるいはうなずいてみせたつもりなのかもしれない。

　どうだっていいか。

　そうだ。どっちでもいい。メリイはきた。強制はしていない。懇願したわけでもない。メリイは自分の意思できてくれた。

　ハルヒロたちはメリイのそばまで行った。シホルがまずメリイに歩みよって、何も言わずにそっと手を握った。メリイは拒まなかった。

　ユメはいきなりメリイに抱きついた。

「きゃっ!?」

　メリイは度肝を抜かれたようだ。まあ、ハルヒロも仰天したし、それは驚くだろう。

「ごめんなあ、メリイちゃん」ユメはメリイをきつくきつく抱きすくめて、よく懐いている猫みたいにその頬ほおだの首だのに自分の顔をこすりつけた。「ほんと、ごめんなあ」

「え――な、何が……？」

「ひとりにしてしまって、ごめんなあ。ユメはシホルがいてくれたのになあ。メリイちゃんはひとりやってんもんなあ。こんなときになあ。ごめんなあ。もうひとりにしたりしないから、許してほしいねやんかあ。ユメがメリイちゃんのそばにいるからなあ」

「……わたし、は……」

　メリイは目を白黒させている。初めはただまごついているだけなのかとハルヒロは思った。どうやら違うようだ。メリイの顔がすごい勢いで紅潮してきた。もう耳まで赤くなっている。メリイは歯を食いしばった。我慢しているみたいだ。精一杯こらえている。

　もしかして、泣いてしまいそう――なのか。

「わたし、は……」

「いいねん。メリイちゃんがなあ、なんてゆってもなあ。ユメなあ、決めたん。メリイちゃんのこと、もうひとりにはしないってなあ。ユメ、今度からな、メリイちゃんとおんなじ宿屋さんに泊まるからなあ。そうするって決めたん。シホルも一緒やしなあ」

　ハルヒロはシホルを見た。「……そう、なの？」

「なんと……なく？」シホルは苦笑いと困惑の中間くらいに位置しそうな、じつに微妙な表情を浮かべた。「……そういう話を、昨夜、したような……気も。漠然と……」

「漠然と、ね……」

「へっ」ランタが親指で鼻をこすった。「そういうことならしょうがねえ。だったら、オレもメリイと同じ宿に部屋借りてやっか！」

「それは無理」メリイは一転して冷ややかな眼まな差ざしをランタにそそいだ。「わたしが泊まってる宿は、基本的に男子禁制だから」
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「な、何ぃっ!?　そ、そこをなんとか……！　つーか、基本的ってことは例外があるっつーことだろ!?　オレは存在からして特別なんだから例外扱いだろ、当然！」

「例外は、小さい子供だけ。親子ならいいっていうこと」

「ぃよしっ！　じゃあ、オレは今日からメリイ、おまえの子供になってやる！　実の息子っつーと若干あれだから、養子だ、養子！　どうだ！　これで問題なしだな!?」

「問題ありまくりだろ……」

「うっせーぞ、パルピロッ！　おまえごときが判断することじゃねえ！　つーわけでメリイ、今日からおまえはオレのママだ！　よろしくな、ママ！」

　メリイはユメの背中をさすりながら、ため息をついた。「帰ろうかな……」

「あかーん！」ユメはメリイを抱く両腕に力をこめた。「メリイちゃん、帰らんといて！　バカランタのゆうことなんてなあ、いっこも気にしなくていいんやからな！　ランタはどうせ、アンポンタンのパッパラパッパーやねんからなあ！」

「だーれがアンポンタンだ、ちっぱいの分際で！」

「ちっぱいゆうな！」

「事実ちっぱいなんだからどうしようもねーだろ！」

「ランタなんか、ユメよりずーっとぺったんこやんかあ！」

「オレは男だっつーの！　端はなからチチの大きさでは勝負してねーんだよ！」

「それだったら、なんの大きさで勝負してるん!?」

「ああ!?　そりゃおまえ……」ランタは自分の股こ間かんに目を落としてから、ハルヒロをちらっと見た。「……なあ？」

「なあ、とか言われてもさ……」

「ふぬぅ？」ユメは首をひねっている。

「……あの」メリイはユメの腕の中で窮屈そうに身じろぎした。「……帰ったりしないから。とりあえず、放してもらえると……」

「にょぉ!?　苦しかった!?　ごめんなあ。ユメ、けっこう力持ちやからなあ。腕とか最近むきむきしてきて、そのうち腹筋とか割れるかもって、シホルと話しててん。そしたらなあ、シホルがな、胸の筋肉がはったつしたら、おっぱいも大きくなるかもよってなあ」

「……ユ、ユメ。そういう話は、いいから……」

「のぇ？　なんで？」

「男の子の前で、するような話じゃないし……」

「そうなん？」

「ハッ」ランタは鼻で笑った。「デリカシーがねーんだよ、ユメ。おまえはよ！」

「テレパシーなんて、ユメじゃなくても、ランタだって使えないやろ！」

「使えるか、アホッ！　つーか、テレパシーじゃなくてデリカシーだ、デリカシー！」

　まったく、賑にぎやかというかなんというか。ハルヒロは首筋のあたりを掻かいた。まあでも、ランタとユメのおかげでだいぶ空気がゆるんだ。

　ハルヒロはまずメリイに事務的な話をして、あとで手続きのためにみんなで義勇兵団事務所に行くことに決めた。それから、六十ゴールド分の軍票をヨロズ預かり商会で現金化して、等分しないといけない。ぶった斬りの剣ザ・チヨツパーも預けてしまったほうがいいだろう。

「――で、これからどうするか、なんだけど」

　ハルヒロはできるだけ軽い口調を心がけた。ただでさえハルヒロたちが直面している現実は重たくて、全員、押おし潰つぶされそうになっていたのだ。これ以上、重苦しくする必要はない。

「おれなりに、いろいろ考えたんだけどさ。とりあえず、ダムローに行ってみるのはどうかなって」

「うぉー」ユメは鼻息を荒くした。「ゴブちんやなあ」

「へっ」ランタは顔をしかめて腕組みをした。「今のオレらの相手としては、ちょっと役不足だけどな」

「……それを言うなら、力不足じゃ……」

「ん？　なんか言ったか、シホル？」

「なんでもない……気にしないで……馬鹿につける薬はないし……」

「おい、今のはバッチリ聞こえたぞ？」

「ダムロー……」メリイは目を伏せた。

「おれら、もともとゴブリンスレイヤーだし」

　ハルヒロは冗談めかして言ってみたが、メリイの表情は明るくならなかった。いきなりは無理だ。時間がかかる。一歩一歩だよな。焦ってもしょうがない。

「最近はサイリン鉱山に通ってたからコボルド慣れしてるけど、あそこって結局、三層あたりまでは下りなきゃいけないだろ。やっぱりリスクがあると思う。ダムローの旧市街は一時の厳戒態勢みたいな感じじゃなくなったって話だし、ほとんど隅から隅まで知ってる。しっかり場所を選んで無理さえしなければ、そんなに危なくないと思うんだ」

「相変わらず、思考形態が消極的だな、ハルヒロ。おまえはよ」ランタは肩をすくめてみせた。「いいんじゃねーか？　とりあえずのアイディアとしては、悪くねーと思うぜ」

「……ランタくんが、文句をつけないなんて……」

「オレを何だと思ってやがんだよ、シホル。もともとオレは是々非々の男だぞ？　いいものはいい！　だめなものはだめ！　言いたいことは言う！　やりたいことはやる！　つまりだな、男の中の男っつーことだ！」

「はいはい」

「ハルヒロォッ！　あらため、パレピルロォッ！　流そうとするんじゃねえ！」

「むしろ、おまえ自体をどっかに流しちゃいたいくらいだけどな」

「上等だ！　やってみろ！　やってみせろよ！　このオレを、流せるもんなら流してみやがれってんだ、ちくしょうめ！」

「いや、いいわ。めんどくさいし」

「ばびょーん」

　ランタは身体からだを一直線にして跳ねた。奇妙な動作で笑いをとろうとしたのかもしれないが、当然のことながら誰だれも、くすりともしない。ランタは、でも、あきらめないで何回も繰りかえした。

「ばびょーん。ばびょーん。ばびょーんっ」

　何度やってもウケないどころか白ける一方なのに、よく心が折れないものだ。ランタはばびょーんジャンプに変顔まで加えはじめた。

「はあ……」ユメが呆あきれ果てたように頭を振った。

　メリイはなんだかもはや悲しそうな眼差しをランタに向けている。

　シホルがぶるっと身を震わせた。「……気持ち悪い」

「ばびょーんっ。ばびょーんっ。ばびょーん、ばびょーん、ばびょーんっ」

　ランタはうれしそうだ。気持ち悪がられて喜ぶなんて、マゾなのか。それにしても、今日のシホルはよくランタにツッコむ。シホルなりに考えてのことなのかもしれない。

　ハルヒロはランタを無視して、ユメ、シホル、メリイを見まわした。

「他ほかに、意見とかあれば」

「ユメはオッケーかなあ」

「……あたしも、それでいいと思う」

「わたしも」メリイは胸に手を当てて、小さく息をついた。「――それでいい」

　前と同じようにはいかない。あたりまえだ。ハルヒロたちは失ってはならないものを失ってしまった。モグゾーの代わりはいない。どこにもいない。いるわけがない。

　ハルヒロたちの中に、それからハルヒロたちの間に穿うがたれた大きな、大きすぎる穴を、何かで埋めあわせることはできないだろう。

　じゃあ、だったら、いったいどうすればいいのか。

　今のハルヒロにはわからない。でも、わからないからそのままでいい、というわけにはいかないだろう。わからないなら、求めて、探して、見つけるしかないのだ。

　ハルヒロはうなずいた。

「行こう」
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　探すんだ。

　なんとかして見つけるんだ。

　この状況で、現在の自分たちでも、どうにかできるやり方を。

　最初からうまくいくなんて、もちろんこれっぽっちも思っていない。そんなに簡単なものじゃないだろう。

　そうはいっても、ここまでとは。

「――っ！　ランタ……！　離れるなって……！」

　ハルヒロは蠅叩スワツトでゴブリンＡの攻撃をしのぎながら、戦況を把握しようとしていた。

　ゴブリンＡは革兜かぶとと鎖くさり帷かた子びらと短めの剣と小さい盾で武装しているが、オークみたいに身体が大きくて一撃一撃が重いわけじゃない。一対一でもそこまできつくはないものの、問題はランタだ。

「べつに離れてなんかねーだろうが……！」

　ランタはそう言った先から「排出系イグゾーストォッ……！」と急後退した。ゴブリンＢが引きこまれるようにランタを追う。ランタはすかさずロングソードを突きだした。

「くらぁっ！　忌避突アヴオイド……ッ！」

　でも、やや体格がよくて重武装のゴブリンＢは、紙一重の差でランタのロングソードをよけた。というか、ロングソードは鎧よろいの首と肩の中間あたりのところをガッとかすったのだが、あの程度ではたいしたダメージを与えられない。ゴブリンＢは怯ひるまずに距離を詰める。ランタはゴブリンＢの剣にロングソードを叩たたきつけて、

「赫怒払リジエクト……ッ！」

　すぐさま弾はじき飛ばして下がらせたところまではよかったが――、

「キランッ！　もらったぜ！　憎悪斬ヘイトレツドォォ……ッ！」

　力強く踏みこんで放った渾こん身しんの斬ざん撃げきは、ゴブリンＢの左の肩口にちゃんと命中するだけはした。だけど、足りない。鎧だ。ランタのロングソードは装甲をへこませただけで、斬きり破ることはできなかった。

「強引なんだよ……！」

　ハルヒロがゴブリンＡの剣を受け流しつつ罵ののしると、ランタは「うっせえ！」と怒鳴り返してゴブリンＢに連撃を浴びせた。

「おりゃおりゃおりゃおりゃおりゃあ……！　うらうらうらうらうらうらうらぁ……！」

　ゴブリンＢはたじたじになっているが、なんとか防ぎきっている、という見方もできる。だから、力押しじゃ無理なんだって。わかってるのかよ、ランタ。

「おまえは――」

　モグゾーじゃないんだから。

　ハルヒロはそう言いかけて、すんでのところでのみこんだ。それは言っちゃいけない。だって、ランタはランタでがんばっている。パーティの盾役タンクを務めようとして、真っ先に敵のど真ん中に突っこんでいった。ただ、ランタはもともと、モグゾーみたいにどっしり構えて敵と打ちあうタイプじゃない。そもそも暗黒騎士の戦い方の要よう諦ていは、機動力をいかして相手を翻ほん弄ろう、幻惑することにある。動きまわるのはしかたない。そうしないと、ランタは力を発揮できないのだ。ランタは違う。盾役タンクじゃない。ハルヒロたちは根本的に戦術を変えないといけない。で？　その新戦術って……？

「おっ……」

　ハルヒロはゴブリンＡの剣を蠅叩スワツトしようとして、手が滑った。ゴブリンＡが押しこんでくる。やばっ――、

「つぁ……っ！」

　メリイ。メリイが飛びだしてきた。ショートスタッフをゴブリンＡめがけて突きだす。ゴブリンＡは盾でメリイのショートスタッフを受け止めて、跳びすさった。

「考えごと……!?」

「ご、ごめん、メリイ！」

「集中して！」

　はい――と内心で答えながら、ハルヒロはゴブリンＡを攻めた。まあ、正確には攻めるふりだ。ゴブリンＡが反撃に転じたら即、蠅叩スワツトに切りかえる。なんとか蠅叩スワツトから腕捕アレストに繋つなげてゴブリンＡを無力化したいところだが、どうも成功する気がしない。ゴブリン、ちょっと小さすぎなんだよな。ゴブリンには腕捕アレストを仕掛けたことがないし。何だよ、くそ。オークを殺やってめでたく童貞を卒業しても、ゴブリン一匹、正面から堂々とは倒せないのかよ。弱すぎじゃないか。知ってるけどさ。自分が弱いことなんて。

「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　シホルが魔法を使った。影縛りシヤドーボンドだ。影のエレメンタルが飛んでいって、地面に固着する。ユメと斬り結んでいたゴブリンＣの右足がそれを踏んだ。うまい、シホル。ゴブリンＣは慌てて左足で踏んばり、右足を抜こうとしたが、影のエレメンタルにぴったりとくっついていて離れない。

「ふにゃーっ！」

　ユメがゴブリンＣに躍りかかって、刈り払いと斜め十字の連続技コンボを浴びせた。手て斧おののような武器を持っているゴブリンＣも鎖帷子を着こんでいるから、致命傷にはならない。とはいえ、剣けん鉈なたで肩や腕、胴を思いっきりぶっ叩かれたら、そうとう痛いはずだ。ゴブリンＣはめちゃくちゃに手斧を振りまわす。いかにも苦し紛れだが、ユメは後退した。革の服を身につけているだけのユメは、攻撃を食らったらやばい。

「ユメ……！」

　呼んだだけで、ユメはハルヒロのほうをちらっと見て、了解してくれたみたいだ。ユメがこっちにくる。ハルヒロはゴブリンＡの剣を蠅叩スワツトするなり駆けだした。ゴブリンＡはハルヒロについてこようとしたが、ユメが引き受けて止めてくれた。

　ゴブリンＣはまだ、影縛りシヤドーボンドに右足をとられている。ハルヒロに気づいて向きなおろうとしたが、遅い。というか、片脚の自由が利かない状態だから、移動できないのはもちろん、方向転換もままならない。そんな相手なら当然、背中をとるのも簡単だ。

　ハルヒロはゴブリンＣの背後に回りこんで飛びついた。羽交い締めにして即、ダガーでゴブリンＣの喉のどを一気に掻かき切きる。飛び離れると、ゴブリンＣはがくっと膝ひざを折った。右足が地面にくっついているので、倒れようにも倒れられないのだ。

「――っし！　やっと一匹……！」

　ユメがゴブリンＡ、ランタはゴブリンＢとやりあっている。ハルヒロはどっちの背後を狙ねらってもいい。ＡかＢか。ゴブリンＢはよさげな鎧で身を固めていて厄介そうだし、まずゴブリンＡを始末するか。

　走りだそうとしたら、どっ――というような鈍い衝撃を左の脇わき腹ばらに感じた。たとえば、蹴けられたみたいな。

「う……つぁ……？」

　見ると、左脇腹に矢が刺さっている。何、これ。

「なんで――どこから……!?」

　痛みより驚きのほうが大きい。少なくとも、現時点では。

　ハルヒロはあたりを見まわした。方向からいって――あそこか。左やや後方。八割方崩れた塀がある。人間だとちょっと身を隠せそうにないが、ゴブリンなら。

「増援がいる……！」

「ハル、治療を！」メリイが駆けよってこようとした。

「だめだ！」ハルヒロは首を振って、塀のほうへと向かう。「メリイはシホルを……！」

　メリイがハルヒロを光魔法で手当てしている間に、敵はシホルを狙い撃ちするかもしれない。もしくは、メリイに矢を射かけてくる可能性だってある。それはまずい。

「くっ……！」

　走るとやっぱり、脇腹がそこそこ痛んだ。でも、動けないほどじゃない。我慢できる範囲だ。もっとも、ハルヒロが一人で行ってどうにかできるのか。微妙だ。だけど、今、メリイに治療してもらうのはよくない気がする。ハルヒロだったら、必ずその隙すきを突くからだ。ゴブリンは人間より小柄だが、決して馬鹿じゃない。

　ハルヒロは全速力で塀の裏側に踏みこんだ。愕がく然ぜんとした。

「――いない……!?」

　と、右方向から矢が飛んできた。とっさに伏せてよけたが、間一髪だった。小振りの弓を持ったゴブリンＤが、七、八メートル離れたところにある瓦が礫れきの山から、身体からだを半分くらい出している。ゴブリンＤはハルヒロが駆けつけてくることを予想して、ここからあそこに移動したのだろう。本当に、まったく、馬鹿じゃない。

「もう逃がさないけどな……！」

　ゴブリンＤは弓に矢をつがえようとしている。でも、この距離なら矢を射るタイミングだけじゃなくて、どこを狙っているのかもわかる。たとえ撃たれても、かわせる。そのはずだったのに。

　眩め暈まいがした。

　心臓がおかしい。激しく足踏みでもしているみたいな鼓動が聞こえる。すごい動どう悸きだ。

　ゴブリンＤが矢を放った。ハルヒロはむろん、よけようとする。だけどちょっとなあ。思うように動けない。

　矢が左胸の、肩の近くに突き刺さって、ハルヒロは尻しり餅もちをついた。うっわ。二本も食らってるよ。

「毒矢だ……！」

　ハルヒロは声を振りしぼって叫んだ。ゴブリンＤが弓を捨てて短剣を抜き、飛びかかってくる。どうしよう。蠅叩スワツト？　無理か。とうてい無理だ。

　ゴブリンＤはハルヒロを押し倒して、馬乗りになった。短剣をハルヒロの顔面にぶっ刺そうとしている。落としたのか何なのか、ハルヒロはダガーを持っていなかった。両腕で顔を庇かばうことしかできない。腕を、手を、ゴブリンＤの短剣がズサズサ刺す。ハルヒロは必死だ。物を考える余裕なんてないはずなのに、しまったなあ、と思ったりしている。自分でくるべきじゃなかったかもなあ。ユメに任せたほうがよかったかも。でもそこまで頭が回らなかったし。結果論かもしれないし。結果。これが結果か。呆あつ気けないよな。ミスしちゃうと、こんなものか。だけど、ゴブリンにやられるなんて。いやいやいや。まだそうと決まったわけじゃないし。だよな。そうだ。そうだよ。ゴブリンＤがまた短剣を振りおろす。ハルヒロはゴブリンＤの短剣を右腕の骨で打ち払った。肉を切らせて骨を断つじゃなくて、肉を切らせて骨で防いだのだ。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　あれ。魔法？　シホル？　シホルだ。シホルはゴブリンＤに杖つえを突きつけるようにして至近距離から影鳴りシヤドービートを放った。ヴヲォンッ、という特徴的な音がして、その直後にゴブリンＤはのけぞった。黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルが、ゴブリンＤの横っ面に命中したのだ。ハルヒロを助けにきてくれたのはシホルだけじゃなかった。

「はぁ……っ！」

　メリイがショートスタッフでゴブリンＤを殴打した。

　ゴブリンＤは吹っ飛んだが、すぐに起きあがった。逃げる。ちゃんと自分の弓を拾って、逃げてゆく。シホルがゴブリンＤの背中に杖を向けた。

「オーム・レル・エクト・ヴェル・ダーシュ……！」

　もう一発、影鳴りシヤドービート。ゴブリンＤは、しかし、ひょいと物陰に飛びこんで影のエレメンタルをかわした。場所にもよるが、ダムロー旧市街にはちょっとした建物や塀の残ざん骸がいがそこらじゅうにある。このへんはわりと多めだ。なんでここを狩りの場に選んだのか。そこからして失敗だったんじゃないのか。

「ふう……はあ……ふう……ふう……」

　ひどい、呼吸。誰だれ？　自分か。ハルヒロ自身だ。ハルヒロは仰あお向むけになっていた。空が見える。それから、メリイの顔。矢を引き抜かれた。――ああ……痛え。

「まず解毒するから……！」

　ハルヒロはうなずいた。間に合うかな。死ななきゃいいけど。他ひ人と事ごとみたいに、そんなことを思った。

「光よ、ルミアリスの加護のもとに……浄化の光ピユーリフアイ！」

　解毒。毒を消すってことか。消えたのかな、今ので、毒。よくわからない。ランタとかユメとかは大丈夫なのかな。逃げたゴブリンＤは。

「ハル！　気をしっかり持って！　光よ、ルミアリスの加護のもとに……癒し手キユア……！」

　気。気を。持つ。しっかり。うん。わかった。わかったよ、メリイ。そうだよな。無様だけど。めちゃくちゃかっこわるいけど。死ぬわけにはいかないんだ。死ねない。死んだら、終わりだ。自分だけじゃない。仲間が。みんなが。

　だんだん楽になってきた。

　魔法って、すごい。

「そっちはどうだ……!?」とランタがどこかで叫んだ。

「おらーん！」ユメが遠くで返事をした。

　何、やってるんだろ。二人は。

　ハルヒロを手当てしているメリイの隣に、シホルがいる。シホルと目が合った。

「……シホル、敵は？」

「逃げた一匹だけ、まだ……」

「そっか」

　あとは片づけたのか。ランタとユメ、シホルが頑張ってくれたんだ。

　ハルヒロは目をつぶって、笑った。

「……何、やってんだろ、おれ」

　口に出してから、そんなことを言うべきじゃなかったと後悔した。シホルもメリイも無反応で、余計に恥ずかしい。

　どうやら治療が終わったみたいなので、ハルヒロは目を開けて起きあがった。メリイに礼を言おうとしたら、ランタがすっ飛んできた。

「こーのヴァッカヤロウが！　なぁーにくたばりかけてんだよ！　ゴブリンごときにやられてんじゃねえ！　どれだけ間抜けなんだ、おまえは！　クソ以下の鼻クソめ！」

「……返す言葉もないけどな」

　そこまで罵ば倒とうしなくたっていいだろ。いや、でも、今回ばかりは罵倒されてもしょうがないか。

　やっちまった、という感じだ。

　しかも、どういうわけか、よりにもよってここでやらかすか、という今日このときに、やってしまった。

　このパーティの再出発だったのだ。大事な日だった。絶対に失敗できない。そのためにここを選んだ。ダムロー旧市街。かつてゴブリンスレイヤーの称号をえた土地。からかい半分というか、九割の揶や揄ゆと一割の呆れでできた称号ではあったが、そう呼ばれるくらいハルヒロたちはダムロー旧市街に通いつめた。もしかすると、ハルヒロたちがあまりにもゴブリンを殺しすぎたせいかもしれない。ゴブリンの警備が厳しくなったのでサイリン鉱山に狩り場を移したが、ここは勝手知ったる庭のようなものだ。モグゾーという柱、いや大黒柱を失ったこのパーティでも、なんとかなるだろう。

　油断があったのか。あったのかもしれない。なかったかもしれない。正直、ハルヒロにはわからない。冷静に判断できない。

「逃げたゴブちん、どうしたらいいん……!?」

　ユメが遠くで叫んだら、ランタが目を剥むいて、

「もうほっとけ！　どっか行ったんだろ！　戻ってこねーよ、きっと！」

「……それは、安易な考えなんじゃ……」

「ああ!?　なんか言ったか、シホル!?」

「安易な考えなんじゃないかって、言ったんだけど……聞こえなかった……？」

「どういう意味だよ。オレが浅はかだって言いてーのか？」

「……ようするに、そういうことかも」

「ずいぶん挑戦的じゃねーか。オレに楯たて突つくっつーことは、それなりの覚悟はできてんだろうな？」

「……脅すような言い方、しないで」

「脅してなんかねーよ。おまえが生意気なことぬかすから、ちょっとむかついただけだ」

「……言い訳になってないと、思うけど」

「なんでオレが言い訳しなきゃなんねーんだよ。ふざけてんじゃねーぞ。いくら心が広いオレでも、限度ってもんがあるからな。いいかげん――」

「こらあぁぁぁっ……！」

　ユメが駆けつけてきて、ランタの頭をぽこんと殴った。

「あいだっ！　てめっ、ユメ！　この、何しやがる……!?」

「シャガールって何やねん！　そうやってわけわからないことゆうてなあ！」

「わけわかんねーのはおまえだよ！　徹底的におまえのほうだっつーの！」

「うっさいわあ、ぼけぇっ！」ユメはシホルを抱きしめた。「今、シホルをいじめてたやろ！　ランタのくせに、何さらしてんねんっ！　いてこますぞ、ばかぁっ！」

「い、いじめてねーよ！　意見交換してただけだろ！」

「……どこが」とシホルが呟つぶやいた。

　ランタはシホルを睨にらんで、チッ、と舌打ちをした。「気にくわねーことがあるなら、はっきり言えっつーの！　頭にくるんだよ、そういうの！」

　メリイが口を開きかけたがうつむいて、自分の左手首をちらっと見た。そこには光る六ろく芒ぼうが浮かんでいる。光の護法プロテクシヨンの効果がつづいている証拠だ。そういえば、メリイは事あるごとに光る六芒を確認しているような気がする。というか、武器がショートスタッフだ。前に使っていた錫しやく杖じようはどうしたのだろう。――いやいや。こんなこと考えてる場合じゃなくね？　でも、何すればいいんだっけ。頭がぼうっとしている。毒が残っているとは思えないし、怪け我がだってメリイに治してもらったはずなのに。

「……えーと」ハルヒロは頭を振って、まばたきをした。「何だろ。だから……おれがミスったのは謝るからさ。今は、とりあえず……そうだ。さっきのゴブリン、やられたから言うわけじゃないけど、普通じゃないと思う。ああいう動き方するやつって、たぶん今まで見たことないし。なんていうか――あー……そっか、うん、そう、ずっとここにいたらやばいかも。また弓矢で狙そ撃げきされるかもしれないしさ。仲間を連れてきたりとかも、ありえなくはないし」

　ランタは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔つきで顎あごをしゃくってみせた。「だったら、さっさと立てよ」

「大丈夫？」メリイが手を貸してくれた。

「……うん」

　ハルヒロは立ちあがった。立っていられなくはないが、やっぱり調子が変だ。身体にうまく力が入らないし、めちゃくちゃだるい。

「ぬぅー……？」ユメは腰をかがめてハルヒロの顔をのぞきこむと、目を瞠みはった。「ほゎらぁっ!?　ハルくん、むっちゃ顔色わるっ」

　シホルもハルヒロを見つめて眉まゆをひそめた。「……ほんと」

「そうとう出血が多かったから――」メリイはハルヒロを支えてくれた。「傷は魔法でふさいだけど、流れた血まで戻るわけじゃない。今日はもう……」

「おいおいおいおいおぉーい」ゴブリンたちの死体を漁あさろうとしていたランタが、青筋を立てて顔全体をゆがめた。「まさか、オルタナに戻るっつーんじゃねーだろうな？　まだぜんぜん稼いでねーんだぞ？　こんなんで帰ったら、赤字じゃねーか、赤字！」

「お金はたっくさんあるやんかあ！」

「だぁーまれ、ユメッ！　金なんかなあ、いっくらあってもすぐなくなるんだよ！」

「……無駄遣いするからでしょ」

「シホルゥゥゥ。巨乳を無駄遣いしてるやつに言われたくねーな。揉もむぞ、てめえ！」

「っ……！」シホルは自分の胸を両腕で隠すように押さえた。「……最低」

「はっはははーっ。痛くも痒かゆくもねえ！」

「ランタ、おまえな……」

　ハルヒロはため息をついた。なんだか頭が痛い。何もかも億おつ劫くうで、本当に心の底から帰りたいが、それでいいのかな。よくない――ような。

「……ごめん。まず、休ませて。どっか、ここから離れた場所で……休憩すれば、いくらかはマシになると思うし。どうするかは、それから決めない？」

「いいんじゃねーの。それで。けどな」ランタはハルヒロを指さした。「これだけは言っとくぞ、ハルヒロ。今のはおまえがぜんぶ悪い。しっかり自覚しろよ。曲がりなりにも、おまえはリーダーなんだからな」
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　結局、そのあとゴブリンを四匹殺して身ぐるみを剥はいだが、やはりハルヒロの体調が思わしくないので、早めにオルタナに帰還した。

　どうせ、事務所に行って手続きをしたりしないといけないし――と、ユメやシホルが慰めてくれたものの、ハルヒロとしては悔しかった。自分を責めずにはいられなかった。

　とはいえ、いじけていても始まらない。失敗をなかったことにはできないが、さいわい命拾いしたので、反省材料にして今後に活いかすことはできる。というか、活かさないといけない。

　そんなわけで、用事を済ませてからみんなでシェリーの酒場に繰りだしたのだが、反省会はのっけから荒れ模様だった。ランタが荒らした。

「――だから最初に言ったよな？　オレはオレのやり方でやるって。だいたい盾役タンク向きじゃねーわけだし、オレ流盾役タンクでいくしかねーだろ？　盾役タンクっつーのは一番前に出るわけで、後ろは見えねーんだからよ。おまえらのことはわかんねーわけ。てことは、おまえらがオレに合わせるのが道理だろ？　オレ、なんか間違ったこと言ってるか？　あん？　言ってねーだろ？　つまり、ハルヒロのヴァカがあーしろこうしろってオレにガーガー言うこと自体、おかしーんだよ。オレに指示するな。オレに合わせて、周りを動かせっつーの」

「……おまえの言い分もわかるけどさ」

「わかるんだったら、そのとおりにしろ！　以上！　これで終わりだろ？」

「終わりなわけないやんかあ！」ユメは半分立ちあがって卓を両手で叩たたいた。「全員、ランタに合わせるとか、アホちゃう!?　そんなんできるわけないやんかあ！」

「できねーんだったら、やめろ！　やめっちまえ！」

「やめるとかやめないとか、ランタが決めることじゃないやろ！」

「パーティの戦術に合わせられねーとかほざいてるやつは、戦力外通告されたってしょうがねーだろうが！」

「ユメじゃなくて、ランタが出てけっ！」

「オレがいなくなったら、困るのはおまえらだぞ！　今はこのオレがパーティの核なんだからな！」

「……その前提からして、おかしいと思うけど」

「おお？　きたな、シホルゥゥゥ。おとなしいふりして、今まで隠れ巨乳の裏側に鋭い牙きばを隠してやがった魔獣め」

「……牙なんか、隠してないし……太ってるだけだし……」

「だったら見せてみろよ。オレがバッチリ判定してやる」

「……見せるわけないでしょ」

「ケッ。ケチケチしやがって。つまんねーやつだな。あーつまんねー」

「……ランタくんをおもしろがらせたいとか、まったく考えてないから」

「わかってるっつーの。んーなことは。その程度の言葉で、オレが傷つくとでも思ってんのかよ。オレの心臓は鋼鉄製だぜ？　びくともしねえっつーの。とにかく、これからの戦術はオレ。オレが中心。オレで始まって、オレで終わる。わかるか？　つーか、わかれ。みんな、オレを研究しろ。オレを熟知して、オレ色に染まれ。そうすりゃあ、何もかもすべて、うまくいくようになるんだよ」

「……それでうまくいくとは、思えないんだけど」

「ユメもシホルに賛成っ！　メリイちゃんは？」

「え――あ、わたしは……」

「メリイちゃんだって、ランタなんかに合わせたくないやろ？　だって、ランタやし」

「それは……」

「ふん」ランタは頬ほお杖づえをついて顔を横に向けた。「何とでも言え。だけどな。オレだって、パーティにとってどうするのが最善か、ちゃーんと考えた上で話してんだよ。ただオレが好き勝手にやりてーからとか、そういうことじゃねーんだからな。おまえらが同意しねーんだったら、それはそれでいいけどよ。だったら代案を出せ、代案を。何かあるんだったら、言ってみろ。ハルヒロ、どうなんだよ？」

「代案」

　ハルヒロは馬鹿みたいに呟いて、陶製のコップを両手で握った。コップの中のミードはほとんど減っていない。

「……まあ。そうだな。代案――っていうか……ランタに盾役タンクをやってもらうとしたら、ある程度、こっちが合わせるしかないっていうのは、事実っていえば事実だし。もちろん、ランタにも、もっと盾役タンクっぽい立ち回りっていうか、そのへんは考えてもらわないとまずいと思うけど。このままっていうのは、なかなか厳しい感じもするし……」

「はっきりしねーなあ、おい！」ランタは小指で鼻くそをほじりはじめた。「そんなんでリーダーとか、臍へそで茶ァー沸かすぞ、実際。昼間もひどいもんだったしな」

「あれは、おれが悪かったって。もう謝っただろ」

「おほっ。逆ギレですかあ？　パルピロン、それがかの有名な逆ギレですねえ？　この期に及んで逆ギレするとか。反省してねーだろ、おまえ」

「……してるって」

「どーだかなあ。とてもそうは思えねーけどなあ。その態度はなあ」

「やめえな！」ユメはほっぺたをふくらませた。「そうゆうなあ！　鳩尾みぞおちに血を送りこむようなことしたらあかんやんかあ！　人の気持ち考えたらなあ！」

「アホか！　それを言うなら、傷口に塩を塗りこむ、だろうが！」

「るぉ……？」

「だいたい、どうやって鳩尾に血なんか送りこむんだよ！　不可能だっつーの！」

「で、できるかもしれないやんかあ！　やってみたらなあ！」

「じゃあ、やってみろ！　今すぐやってみろ！　ここでやってみろ！　できたら土下座してやっからよ！　全裸で踊りながら土下座してやるから、早くやってみせろ！」

「ぬぬぬぬぬぅー……」

　ユメは湯気が出そうなくらい顔を真っ赤に染めている。

　代案――か。

　ハルヒロはミードを飲もうとして、コップに口をつけかけたところで、やめた。代案。そうだよな。考えないと。代案。ランタの言いなりになんか、やっぱりなりたくないし。でも、そのためには、ちゃんとしたアイディアを提示しないといけない。仲間全員の役割をきっちり定めて、こういうときはこうする、こうなったらこうする、といった具合に、ある程度は決めておかないといけない。

　モグゾーがいたときは、そこまで細かく詰めなくてもよかった。ハルヒロたちは、マナトを失って、メリイが加わり、そこから実戦を通してみんなで少しずつ積みあげてきたのだ。誰だれが何をやるべきかなんて、わかりきっていた。頭より身体からだで覚えている。染みついているのだ。

　そのほとんどが、今はもう通用しない。

　モグゾーはただの盾役タンクじゃなかった。モグゾーは敵の注意を引いて、攻撃を防ぎながら、敵に楔くさびを打ちこみ、決定的な打撃を与えることができた。モグゾーは最大の盾であり、同時に最強の矛でもあった。文字どおり攻守の要かなめだった。

　防御力も、攻撃力も、どう考えてもモグゾーが一番だった。パーティの誰も、モグゾーにはかなわない。

　ようするに、ハルヒロたちはモグゾーにおんぶにだっこの状態だった。モグゾーの仕事はあまりにも多くて、その責任は重かった。

　モグゾーは、弱音を吐くことも、文句一つもらすこともなく、ぜんぶ背負ってくれていた。そして、成長していた。

「モグゾーは」

　ハルヒロがその名を口にすると、仲間たちは皆、息をのんだ。

「本当に、すごかったんだよ。でもさ。モグゾーは、もともとすごくて、だから順当に強くなったってわけじゃないと思う。いや、もちろん素質はあったんだろうけど、きっとそれだけじゃなくてさ。怖くないはずないのに、いつも誰よりも前にいて、やばい敵、相手にして。だけどモグゾーは逃げなかったし。たぶん、おれたちのために。そうやってるうちに、モグゾーは強くなったんだよな。おれは、モグゾーに頼りすぎてたんだ」

　気づくべきだった。

　もっと早く。

　絶対に気づかないといけなかった。

　ランタの言うとおりだ。こんなのでリーダーなんて、臍で茶を沸かす。

「モグゾーの負担を減らしてやらないといけなかった。そのために打てる手はあったはずなんだ。もう遅いけど。モグゾーが一人で持ってくれてたでかい荷物を、これからは全員で分担して運ばなきゃいけない。おれたちは一人一人、自分にできることを増やさなきゃいけないんだ。今の力じゃ、ぜんぜん足りないと思う」

「……あたしは」シホルは一度、唇を噛かんでから、うなずいた。「……威力のある魔法を、一つでもいいから覚えないと、だめかなって……」

「ふぅむー」ユメは身体を倒して卓に顎あごを押しつけた。「ユメはなあ。むつかしいねんけど、やっぱりユメも、こーげきりょくかなあ。狼おおかみ犬けんも欲しいけどなあ……」

　ランタは「ハッ」と吐き捨てて、腕組みをした。「んーなこと言ってもな。人間っつーのはできねーことはできねーし、できることをやるしかねーんだよ。暗黒騎士のスキルは移動系か移動してからの攻撃系が多いし、一箇所にとどまってたら真価を発揮できねえ。暗黒騎士から、たとえば戦士に鞍くら替がえするっつーわけにもいかねえ。一回、スカルヘルに忠誠を誓っちまったら、死ぬまで暗黒騎士でいるしかねーからな」

「鞍替え、か……」ハルヒロは唇をさわりながら、ユメに一いち瞥べつを投げた。

「にゅあ？　ユメがどうかしたん？」

「いや……」

　ユメは意外と力が強い。腕相撲をしたら、相手が男でもけっこういい勝負をしそうだ。度胸もある。狩かりゆ人うどなのに弓矢より剣けん鉈なたを振るって敵と打ちあうことのほうが多いくらいだし、いっそ狩人ギルドを辞めてもらって、戦士になってもらえば――だめ、かな。ユメは狩人にこだわっていて、狼犬を飼うという目標もある。無理やりパーティの都合を押しつけるのもどうかと思うし、モグゾーの戦いぶりを見てきた身として、あれを女の子にやらせるっていうのは、ちょっと。ちょっと、というか、かなり。

　怖い、よな。

　だめだ。この手はない。だいたい、誰かが戦士になって盾役タンクを務めるとしたら――シホルは間違いなく戦士向きじゃない、メリイは神官でいてくれないと困る、ランタは鞍替えできない、だとしたら――、

「……おれ？」

　ハルヒロは小声で呟つぶやいて、念のために一応、想像してみた。自分が重い鎧よろい兜かぶとで身を固めて、ぶった斬りの剣ザ・チヨツパーを振りまわしているところを。

　――すっげー弱そう。

　少なくともハルヒロは、そんなひょろい、へたれんぼうの戦士に盾役タンクを任せる気にはなれない。――へたれんぼう。

　チョコ、死んじゃったんだよな。

　いや、忘れろ。今はそれどころじゃない。自分たちのことに集中しないと。

　つまるところ盾役タンクだ。まともな盾役タンクがいないとお話にならない。パーティで絶対に外せないのが、盾役タンクと、それから治療者ヒーラーなのだ。極論すれば、盾役タンクと治療者ヒーラーさえしっかりしていれば、あとはどうにでもなる。

　現状で盾役タンクをやるとしたら、もともとモグゾーに次いで重装備だったランタ、ということにならざるをえない。今は思わしくないが、経験を積むうちに恰かつ好こうがついてくるのなら、それでもいいだろう。だけど、どうなんだ？　いけるのか……？

　マナトのときには新しく治療者ヒーラーを迎え入れた。メリイを。

　それしかないのか。

　ハルヒロだって当然、その選択を考慮に入れていないわけじゃない。頭の隅にはある。

　ただ、考えたくない。

　ハルヒロはランタの、ユメの、シホルの、そしてメリイの顔つきをうかがった。表情は四人四様だが、それぞれ考えこんでいるようだ。たぶんみんな、多かれ少なかれそれについて検討してはいるだろう。でも、言いださない。誰も。

「あの、わたし」と、メリイが右手をちょっとあげた。「……いい？　みんなに、話しておきたいことがあって。――話しておかないと、いけないと思って」

　ハルヒロはランタ、ユメ、シホルと視線を交わした。何だろう。胸が苦しくなった。悪い予感がしたのだ。メリイは神官で、モグゾーが死んだことにそうとう責任を感じているみたいだし――ひょっとして、抜けるとか言いだすんじゃ。

「い、いいよ」声が震えてしまった。「もちろん。何……？」

「わたしは、取り返しのつかないことをしたの」

　メリイの美しいとしか言いようがない顔が凍りついている。唇だけ動いて、低く言葉を紡ぐ。

「あのとき、光の護法プロテクシヨンの効果が切れていた。かけなおさないといけなかったのに、わたしはすっかり忘れていたの。ああいう激しい戦いではとくに、ほんの少しの差が生死を分ける。光の護法プロテクシヨンを切らさないでかけていれば、モグゾーは死ななかったかもしれない。ううん。きっと死ななかった。モグゾーはわたしのせいで死んだの。わたしがモグゾーを死なせてしまった」

「違うだろ!?」ランタが卓を殴りつけた。「――それは違うだろうが！　おまえのせいとかじゃねーよ。つーかな。おまえだけのせいじゃねえ！　オレだって……あいつはオレの相棒だったのに、オレはあいつと肩を並べて戦えなかった。オレは弱かったんだ！」

「違わない」メリイはかすかに首を横に振った。「どう考えても、わたしが光の護法プロテクシヨンを切らしてしまったのは初歩的な、弁解しようがないくらい稚拙なミスで、モグゾーはそのせいで死んだの。わたしは前に仲間を三人も死なせた。もう二度と死なせたくなかった。でも、またやってしまった。わたしには神官の資格がない。そうとしか思えない」

「メリイちゃん……」ユメは涙目になった。「そんなこと……そんなことなあ！　ゆうたらあかんて！　資格とかやなくてなあ！　ユメは、そうじゃなくて……」

「……あたしは、わかる」シホルは卓の上できつく両手を組みあわせた。「……メリイの気持ちが……なんて言うのは、さしでがましいかもしれないけど……あたし、いつも思ってるから。ここにいていいのかなって。みんなの役に立ててるのかって……ここにいる資格が、あたしにはあるのかなって……」

「ねーよ」ランタは、へっ、と笑ってみせた。「あるわけねーだろ。資格なんてな。そもそも、オレらはあぶれ者の集まりじゃねーか。何をする資格も最初っから誰も持ってねーんだよ。だから何だっつーんだ。知ったことじゃねーよ。関係ねえ。なくたって、やるんだよ。今日までやってきたじゃねーか」

「ランタの言うとおりだよ」

　ハルヒロはメリイを見すえた。メリイは卓に視線を落としていて、目をあわせてくれない。遠いな、と思う。メリイはここにいるのに、ひどく遠い。

「資格なんかないし、いらない。メリイはおれたちの仲間だよ。それで充分なんだよ」

「ありがとう」

　メリイは口くち許もとをわずかにゆるめた。微笑と呼ぶにはほのかすぎる。それでも、メリイは微笑ほほえもうとしてくれたのだ。

「――でも、時間が欲しい。ダムローに行ってみてわかった。今のままのわたしじゃ、みんなと一緒には進めない。怖いの。怖くてしょうがない。自信がないの。そんなに長い時間じゃなくていい。十日で――七日でもいいから、わたしに時間をちょうだい」

「いいんじゃねーか」ランタは卓に肘ひじをついて肩をすくめた。「オレも新しいスキルを覚えてーしな。まあ、十日もありゃあ、かなりパワーアップできんだろ。そんで最強ランタが爆誕っつーことになったら、場合によっちゃーおまえらの出番自体、なくなっちまうかもしれねーぞ。ふひひっ」

「ユメも、お師匠にスキル教えてもらおうかなあ。お金はあるしなあ」

「……あたしは、影魔法ダーシユマジツク以外の魔法に、挑戦してみようかと……」

「わかった」

　ハルヒロは目をつぶった。時間。

　時間だ。なんにせよ、時間が必要なんだ。どんなときも急ぎ足で駆けつづけられるほど、ハルヒロたちは強くない。







[image: ]







　目を開ける。

　見える風景はまったく変わっていない。

　残酷なほど。

　この変わらない世界で、ハルヒロたちは少しずつでも、変わっていかないといけない。

「十日後の朝八時、北門前で会おう」
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　勝手が違う、という言葉がある。

　まさしくそれだ。

　花園通りの近くに、マライカ、と称されている店がある。看板が出ているわけではないのだが、マライカさんが切り盛りしている料理屋なので、そう呼ばれているのだ。

　マライカの客は九割、というかほとんどの場合、百パーセント女性だ。男性客お断り、と掲げられているわけじゃないが、女性の客だらけだから男性は入りづらいだろう。

　逆に、女性にとっては足を踏み入れやすく、居心地がいい。こういう店は少ない、というか、シホルは他ほかに知らないし、料理もおいしくて手ごろなので、女だけで食事をとるならマライカが第一候補になる。

　むろん、頻繁に外食をするような女性――だいたいは義勇兵か、接客業に携わっている人たち――の多くがマライカを利用するので、いつも混こんでいる。

　今日は混雑する時間帯をさけて、ちょっと早めにきたので、席があいていた。それでも、大テーブルの隅っこのほうに、ユメと二人、押しこまれるようにして横並びで座る羽目になった。注文した食べ物が運ばれてきて、半分くらいまで食べた今の時点で、もうほとんど満席だ。

「それでなあ、どうなん？　シホルは」

「……うん。四日かけて魔法を一つ、学んだけど……やっぱり、なかなか慣れない……かな。今まで、影魔法ダーシユマジツクしか、使ってこなかったから……」

「だーしゅまじっくなあ」

「魔法には、統御法マスタリーっていうのが、あって……」

「にぅ？　まったりぃ？」

「……えっと。マ、ス、タ、リー」

「あぁ。ますたりい、かあ。ますたりいなあ。何なん、それ？」

「魔法使いの、魔法の力の源は、エレメンタルっていう……魔法生物なんだけど、種類が四つあって……」シホルは指折り数えてみせる。「アルヴ、カノン、ファルツ、ダーシュ、なんだけど……」

「あんぷと、まろんと、ふぁっくと、だーしゅ？　んっんー。むつかしいなあ」

「……とにかく、エレメンタルは四種類いて、それらに関する知識と……それをうまく扱うための技術全般、それから……経験からえられる実感までふくめて、統御法マスタリーって呼ばれているの。エレメンタルごとに、癖があって……似てる部分もあるけど、まったく違うところもあるから……」

「そんならなあ、ますたりいも、四つあったりするん？」

「そうなの。たとえば……ダーシュとアルヴの統御法マスタリーは、別。あたし……ダーシュの魔法はずっと使ってきたから、ちょっとは蓄積があるけど……他の魔法はそうじゃないから、一から、みたいな……」

「そっかあ。難儀やなあ。ユメはなあ。狩かりゆ人うどやから、やること決まってるしなあ。弓と、剣けん鉈なたと、あと、狩猟術？　しかないもんなあ。あれ？　三つもあるやんなあ。でも、ユメ、狩猟術はさっぱりやしなあ」

「……狼おおかみ犬けんを飼うのは、狩猟術？」

「うん。でもなあ、今回はあきらめるしかないかなあってな。お金は足りてるんやけどなあ。飼うってなったら、子犬からやしなあ。ちゃんと世話とかしてあげたいやんかあ。預かってもらうこともできるんやけどな、そんなん、あんまりしたくないしなあ」

「今の状況だと、つきっきりで子犬の面倒を見るのは、ちょっと難しいかも……」

「なんかなあ、ユメもそう思うねやんかあ。そしたらなあ、せっかく飼っても、かわいそうやしなあ」

「生き物を飼うのは、簡単じゃないよね……」

「そやなあ。かくご？　がいるかもなあ。そやけどな、狼犬、しっかりしつけたらなあ、絶対に飼い主を裏切らないんやって。命懸けで飼い主を守ってくれるんやって」

「……そういう人がいるといいよね」

「ほぉ？　シホルは狼犬よりも、人を飼いたいん？」

「え……あ、そういう意味じゃ、なくて……」

　シホルは木のフォークで残りわずかとなった皿の中身を引っかきまわした。ユメはそっちの方面に疎いというか、まったく興味がないようで、たまに話が噛かみあわない。ユメを見ていると、自分が異常なのだろうかと不安になることがある。どうしても恋愛感情を抱けるタイプかどうかで異性を分けてしまうのだ。シホルはそんな自分がちょっと気持ち悪い。ユメみたいに、さっぱりした女の子になりたい、と思う。

　男の子を好きになったりしても、苦しむだけだ。

　恋なんて、しないほうがいい。

「ねえ、あんたたち」

　誰だれかに声をかけられるなんて思ってもみなかったから、かなりびっくりした。

　シホルは声のしたほうを見た。知っている――というほどじゃないが、見覚えのある顔、というよりも恰かつ好こうだった。けっこう体格のいい女の人で、白い羽ストールを首に巻き、髪を留めているバンダナにもやはり、白い羽根飾りをつけている。

「あたし、キクノっていうんだけど――わかんないか。べつに挨あい拶さつもしてないしね。だけど、あたしは知ってる。あんたたちのこと。デッドヘッドで一緒に戦っただろ」

「ああ！」ユメがキクノを指さした。「わるいどえんげるすの人やんなあ！」

「……荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズだよ。あと、人を指さすのはやめな。失礼だよ」

「むひょぅっ。ご、ごめんなあ。ユメ、これから気をつけるよ」

「そうしな。あたしは寛容だけど、気性の荒いやつもたくさんいるからね。まあ、そんなことはどうだっていいんだ。――カジコ！」

　キクノは振り向いて手を振ってみせた。誰かを呼ぼうとしているのか。誰かも何も。

「うぉおっ」とユメが変な声を出した。

　シホルは全身が硬直してしまい、大おお股またで近づいてくる背の高い女を凝視しつづけることしかできなかった。

「席、あけてくれるかい。悪いね」

　キクノがシホルとユメの向かい側に座っていた女性客を三人ほど追い払った。あいた席に、キクノと、それから長身のすさまじい美人が腰を下ろした。

　すさまじい美人。本当に、カジコはすさまじい。すごい美人で、なおかつ怖いのだ。こうやって向かいあっているだけで圧倒される。正直、シホルは逃げたい。でも、逃げられない。逃げだしたりしたら、一刀のもとに斬きり捨てられてしまいそうだ。いつでもどこでものほほんとしているユメでさえ、借りてきた猫みたいにおとなしい。

「久しぶり――ってほどでもないか」カジコが微笑むと、心臓に冷たい刃を押しあてられたような心地がした。「荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズの頭を張ってるカジコだ。シホルとユメ、だっけ」

　シホルは操り人形みたいに無言でがくがくうなずいた。

「……おょ？」ユメは首をかしげた。「なんでユメたちの名前、知ってるん……？」

「気になった女のことは調べるようにしてる」カジコは微妙に恐ろしげなことをさらっと言ってのけた。「あの戦士、男にしてはいい根性だった。残念だったね」

　シホルは唇を噛んだ。どうしてだろう。不思議だ。仲間たちのように悲しむことができず、泣くことすらできなかった自分が、今、カジコにモグゾーが褒められた途端、胸が一杯になった。うれしくて、誇らしくて、せつない。自分はかけがえのない、すばらしい仲間を失ったのだと、ようやく実感した。

「……モグゾー、強かったもんなあ」とユメがうつむいて呟つぶやいた。

「そう思う」カジコは一瞬、横目でどこか遠くを見た。「おまえたちはまだ経験が浅い。ほとんど新兵ルーキーだ。のびしろは大きかった。あの戦士は、順調に成長すれば名を成していたかもしれない。少なくとも、おまえたちと同期の、あの派手な男と肩を並べるくらいにはなっただろう」

「……あの、レンジくんと……」

　シホルは歯を食いしばった。カジコはたぶん、お世辞を言うような人じゃない。それくらいはなんとなくわかる。名うてのクラン荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズを率いている人物の率直な評価なのだ。信用できる。モグゾーは強かった。もっと強くなることができた。もっと、ずっと。

「まあ、よくあることだ」カジコはわずかに肩をすくめた。「素質のある者が、花開く前に死ぬなんて、めずらしくもない。むしろ、才能があるやつほど早死にしやすいものだ。弱くて臆おく病びような者は矢面に立とうとしない。そうやって生きのびる。私もそうだった」

　キクノが呆あきれたような顔をした。「……カジコは違うだろ」

「いや。おまえたちは私を過大評価してる。たしかに、今の私は凡庸じゃない。ソウマやケムリには勝てないが、〝赤鬼レツドデビル〟ダッキー、〝タイマン〟マックス、シノハラあたりには負けはしないだろう。でも、最初からそうだったわけじゃない。義勇兵になりたてのころなんてみじめなものだった。このとおり見てくれがいいから、私を守ろうとする馬鹿な男はいくらでもいたけどな。連中を利用して、私は生き残ってきたんだ。まったく反へ吐どが出る。とはいえ、事実は事実だ。私は馬鹿で下劣で屑くずで滓かすな男どもを踏み台にして、少しずつ強くなった。もちろん、資質がなかったとは言わない。あったんだろう。ただ、そんなものは誰にでもある。何がしかは。肝心なのは、死なないことだ。どうあっても生きて、すべてを糧にして、自分の能力をのばすことだ。シホル。ユメ」

「……は、はいっ」

「はにゃ……？」

「おまえたちは、あの戦士を失った。彼はおまえたちのパーティの要かなめだったはずだ。パーティの戦力は、控えめに言っても半減してるだろう。このままだと生き残れないぞ」

　シホルは唾つばをのみこもうとしたが、口の中が乾いていて、のみこめるような唾なんて一滴もありはしない。隣を見ると、ユメは大きく目を見開いて、唇をへの字に結んでいた。

「おまえたちは見所がある」カジコは少しだけ表情をゆるめた。「ゾラン・ゼッシュは強敵だった。オークは手て強ごわい種族だが、はっきり言って、単体であそこまで強いオークはめったにいない。あれを一対一で討てるのは、おそらくソウマかケムリくらいだろう。キャリアからいっても、おまえたちは全滅してもおかしくなかった。それなのに、生き残った。たいしたものだ。ただし、残念ながら、おまえたちのパーティはもうだめだ。あの戦士なしではとても戦えない。遠からず、また誰か死ぬ。一人死んだら、二人、三人。だいたいそういうものだ。もしあの戦士が生きながらえていたら、おまえたちのパーティは今後の注目株になっていただろう。すでに評判になっている同期のパーティとあわせて、いずれ黄金世代と呼ばれるようにさえなったかもしれない。でも、その可能性はなくなった。いつまでもあのパーティにしがみついていたら、シホル、ユメ、おまえたちを待っているのは、無残な死だ」

「……パーティを、抜けろ……と？」

　シホルが声を震わせて尋ねると、カジコは即座に「そうだ」とうなずいた。

「荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズに入れ。今すぐ決めろとは言わないが、今すぐでもいい。魔法使いと狩人なら、明日からでも加われるパーティがある」

「うちらのクランは全員、女だよ」キクノは妙に人懐っこい笑みを浮かべた。「くそったれな男は一人もいない。誰もあんたらを利用しない。うちらは結束して、切せつ磋さ琢たく磨まして生き残って、人生を楽しむ。男は御法度だけど、あんなやつら、いなきゃいないで問題ないもんさ。というかね。いないほうがいいんだよ、男なんて。どんなふうに装ってたって、やつらは一皮剥むけば同じだからね。うちらのことを汚らしい性欲のはけ口にすることしか考えてない」

「キクノ。熱くなりすぎだ」

「あ、ごめん、カジコ。つい……」

「男が御法度だってのは本当だが、あくまでクランの中に持ちこむなってことだ。プライベートで何してようと関係ない。ただし、仲間に傷をつけた者は、私が絶対に許さない。逃げても隠れても必ず見つけだして、相応の報いを受けさせる。そうとうな間抜けでもなければそのことは知ってるだろうから、荒野天使隊うちの女に遊び半分で手を出すやつはまずいない。それでも寄ってくる男がいたら、そいつは真剣マジってことだ。そんな男まで半殺しにすることはないし、安心していい」

「どうだか……」

「何か言いたいことがあるなら、私の目を見てはっきり言え、キクノ」

「な、なんでもないって」

　死。

　無残な、死。

　このままでは、死ぬ。

　シホルは下を向いて目をつぶる。――マナトくん。モグゾーくん。

　思いだしてしまう。二人の死に顔を。シホルたちもあんなふうに……？　いや、そうと決まったわけじゃない。カジコはシホルたちを荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズに誘い入れようとしている。そのために、大おお袈げ裟さに言っているのではないか。きっとそうだ。

　でも、実際、パーティの戦力は半減した。シホルが新しい魔法を覚えて、ユメたちが別のスキルを身につけたとしても、それでモグゾーの穴を埋められるのだろうか。モグゾーなしで、たとえばデッドヘッド監視砦とりで攻略戦のような厳しい戦いを切り抜けられるだろうか。シホルはだいたいパーティの最後列にいて、全体を見渡しているから、これは断言できる。無理だ。前にモグゾーが、あの大きな後ろ姿がいない風景は、どうしようもないほどすかすかなのだ。魔法使いのシホルは防具らしい防具を身につけていないが、モグゾーがいないと素っ裸で戦場に立っているような心地がする。心細くて、恐ろしくて、逃げだしたくなる。みんな無理だとわかっていながら、必死でなんとかしようとしているのだ。茨いばらの道を歩もうとしている。

　荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズに加われば、シホルとユメはそんな道を歩かなくてよくなるのだ。

　シホルは目を開けて、ユメの表情をうかがった。ユメはおそらく、この場で断るだろう。ごめんなあ、せっかく誘ってもらってあれやけどなあ、とかなんとか言って。そうしたら、シホルもつられて同じ結論を出すだろう。そう思ったのだ。だけど、ユメは。

　ユメは眉み間けんに皺しわを寄せて、タコみたいな口をしていた。

　考えこんでいる。迷っているのだ。

　ユメでさえ、迷っている。

「あの……」

　シホルは頭を下げた。自分がいったい誰に向かって謝っているのか、シホルにはわからなかった。

「……考えさせて、ください」
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「やべー……」

　ハルヒロはベッドの上で寝転がった。身体からだの向きを変えるだけで、あちこちに耐えがたい痛みが走る。

「死ぬかも……」

　呟いて、いやいやいや、と否定する。そんな軽々しく使っちゃいけないだろ。そういう表現。でも、本当に痛い。

「……鬼だよ、バルバラ先生。知ってたけど……」

　強襲アサルト、というスキルがある。盗賊の、喧けん嘩か殺法の一つだ。

　けっこう強力そうな名前だが、どういうスキルかというと、まあようするに捨て身の攻撃だ。反撃されることを覚悟した上で相手に連打を浴びせる。防御や回避は一切考慮しない。ただひたすら攻めて攻めて攻めまくる。かといって、闇やみ雲くもに武器を振りまわすわけじゃない。効率のいい武器の使い方をして、攻撃と攻撃の間まをできるだけ作らない。防御や回避のための行動をとらない代わりに、絶え間なく攻めつづけることで、逆襲されるリスクを減らすわけだ。それで反撃されたら、もうしょうがない。甘んじてやられるしかない。殺やられる前に殺やれ。潔いスキルだ。

　ハルヒロは義勇兵宿舎のもう薄暗い部屋の二段ベッドに疲れて痛んだ身体を横たえているわけだが、手て許もとには買い換えた新品の良質なダガーと、それからサップという殴打用の武器を置いてある。サップは三十センチくらいの、先端が重くなっていて、しなう素材でできている短い棒だ。全体に革かわ紐ひもが巻きつけてあって、紐ひもは持ち手の先で輪になっている。新しいダガーもサップも、強襲アサルトを習うにあたって用意した。つまりハルヒロは、攻撃力を強化するための方法として、強襲アサルトの習得と両手構えデユアルウイールドを選択したのだ。

　ハルヒロはもちろん、両利きじゃない。右利きだ。左手で武器を扱うのは簡単じゃない。さらに、右手と左手で別々の武器を同時に使うとなると、もっと難しくなる。

　バルバラ先生は、とにかく慣れることだ、と助言してくれた。起きている間はあたりまえで、武器を握りしめたまま眠るくらいのことはしろ、と。

　ハルヒロはダガーとサップを手にとった。さすがに四六時中武器を持っているわけにはいかないが、暇さえあればこうやってさわっている。

　六日間に及んだ強襲アサルトを覚えるための訓練はいつもどおり過酷だった。最初の二日間はバルバラ先生の強襲アサルトをしこたま受けさせられて、次の二日間は強襲アサルトの型をほぼ不眠不休でなぞらされ、最後の二日間はバルバラ先生とさんざん打ちあいをして――結局、ハルヒロの強襲アサルトは一度もバルバラ先生に当たらず、ハルヒロはバルバラ先生の木剣で数えきれないほど殴られた。何度も気絶して、バルバラ先生が呼んだ神官に治療してもらった。

　だから、怪け我がは一応していない。というか、治った。それなのに、身体中が痛い。あと、重い。だるいなんてものじゃない。

「ランタ、帰ってこないな……」

　シホルとユメも宿舎にいない。それぞれ魔法とスキルを習いに行っている。ランタもそうなのか。何のかの言って遊んでるんじゃないかと疑ったりもしたが、そんなことはないらしい。

　ハルヒロも明日、別のスキルを身につけるべく、また盗賊ギルドに赴く予定だが、こんな体調で大丈夫なのだろうか。自信がない。

「――とか、言ってる場合じゃないか」

　身体は恐ろしくだるいが、腹はすいている。寝る前に何か食べたほうがいいだろう。ハルヒロは思いきって起きあがり、ダガーを鞘さやに納め、サップをベルトに留めた。

　ベッドから下りてすぐ、ダガーとサップを素早く抜いて構えてみる。

「……遅い」

　これじゃだめだ、と思う。もう一度、ダガーとサップをしまって、抜く。何度か試してみたが、しっくりこない。

「あー……ま、いいか。焦ってもね……」

　気合いが足りないんだよ、とバルバラ先生に何回も叱しかられた。気迫。気概。気骨。

　わかってるんだけど。変わりたくても、変わろうとしても、そうそう変われるもんじゃないって。なりたいけどさ。こう――ポジティブで？　いつも明るくてさ。みんなをぐいぐい引っぱっていけるような。それでいて注意深くて、でも、いざってときにはガツーン、ドーンといっちゃえるような、リーダーに。

「……年寄り猫オールドキヤツトだしな、おれ」

　チョコの通り名は、生意気猫チーキーキヤツトだった。

　ふとそんなことを思いだして、座りこみたくなった。座りこんでどうする。チョコはもういない。ひょっとしたら仲よくなれたかもしれないが、それは完全に絶たれた望みだ。考えても意味がないのに、折にふれて考えてしまう。

「やめ、やめ……」

　ハルヒロはダガーとサップをしまった。飯だ、飯。飯にしよう。うまいものでも食えば、きっと少しは気が晴れる。

　部屋を出る間際に、気配を感じた。

　廊下に何かいる。

　ランタ？　いや、ランタなら部屋に入ってくるだろう。シホルかユメ？　それだったら、声くらいかけるはずだ。メリイでも同じだろうし、じゃあ誰だれだ？　どうにも気味が悪い。用心するに越したことはないだろう。盗人かもしれないし。ありそうにないけど。

　忍び歩きスニーキングで足音を殺してドアに近づく。さて、どうするか。一瞬で決めた。右手でダガーを抜いて左手でドアを開ける。そいつはドアのすぐ向こうに立っていた。かなり背が高い。ハルヒロはそいつの鳩尾みぞおちに肘ひじ打うちを見舞った。

「がっ……」

　間を置かずに背後に回りこんで、そいつの首筋にダガーを突きつけようとした――って、こいつ。

「……え？　生きて……？」

「いっ……っ……」

　手で腹を押さえて顔をしかめているが、間違いない。

　ノッポ君だ。チョコのパーティの。幽霊……？

　違うか。そんなわけがない。デッドヘッド監視砦で死んだと思っていたのに。チョコのパーティは全滅したものとばかり。違ったのか。

「……悪かったっすね。生きてて」

「いや――悪くはない……けど。えっと、他ほかには……？」

「俺以外は、誰も」

　ノッポ君は深呼吸をした。

「……てか、今、殺されるかと思った」

「そ、そんなとこに立ってるからだろ。あやしまれてもしょうがないって」

「そういうもんすかね」

「そういうもんだよ」

「以後、気ぃーつけます」

「そうしたほうがいいと思うけど。じゃあ、おれ、行くから」

「あ」

「え？」

「……と、話が」

「おれに？」

「ここには、俺とあんたしかいないっすよね」

「そりゃそうだけど――え？　何？　おれに、話って」

「あのー……何だろ」ノッポ君は頭をボリボリ掻かいた。「えーと……相談？」

「は？」

「だめっすか」

「や、だって――」

　先輩と後輩といえばそうかもしれないが、ろくに口をきいたこともないのだ。べつに話したくもない。まあ、気の毒ではあるけど。

　チョコのパーティは六人いた。ノッポ君は五人の仲間をいっぺんに失って、一人きりになったのだ。その後、どうしたのか。わからないが、ハルヒロに相談なんか持ちかけてくるところを見ると、新しい仲間と仲よく楽しくやっている、というわけではなさそうだ。

「……飯、食いながら、ちょっとなら」

「それでいいっす」

「わかった。奢おごるよ」

　ノッポ君に先輩風を吹かせてどうするんだという気もしないではなかったが、同情しても罰は当たらないだろう。つらさは、わかるし。

　宿舎からだと職人街の屋台村が近いので、そこで適当に店を探すことにした。とりあえず、ソルゾの店だけはなしだ。二度と食べることはないかもしれない。

　各種の肉と野菜を串くし焼やきにして売っている屋台で、何本か食べた。ノッポ君はハルヒロがすすめるまま熱々の串焼きを口に運ぶだけで、何もしゃべろうとしない。

「いいんだけど。いや、よくないか。相談したいんじゃなかったの？」

「あぁ。そっすね」

　しかし、ハルヒロもあまり人のことは言えないが、ぶっきらぼうな男だ。すさまじくやる気がなさそうで、世を拗すねているような顔をしている。百九十センチくらいはありそうだが、姿勢が悪い。

「……けど、なんか。相談っていうか」

「うん」

「お願いっていうか」

「おれに？　お願い？　え？　何……？」

「すげー言いづらいんだけど」

「ここで引っぱられても……」

「そっすよね」

「言っちゃなんだけどさ。めんどくさいよ、きみ……」

「クザク」

「名前？」

「そう。俺の名前。あんたはハルヒロくんだよね」

「まあ……そうだけど」

　タメ口になってきてない？　いいけど。これは本当に、べつにかまわない。ノッポ君あらためクザクはたしかに後輩だが、義勇兵歴が一年も二年も違うわけじゃないし、見た目だってたぶん、ハルヒロのほうが年下に見える。それに、堅苦しいのは好きじゃない。

「くん、はいらないよ。で、お願いって？」

「パーティのことなんだけど」

「うん。誰の？」

「ハルヒロくん……じゃなくて、ハルヒロの」

「うちの？」

「俺は今、一人だし」

「そっか」

「どっか入れてもらうしかねーかな、とかも思ったんだけど。食ってかなきゃだし」

「稼がないと、どうにもならないしね」

「だけど、なんかこう……何だろ。違うっていうか」

「何が？」

「厳しくないっすか。俺は仲間が五人死んで、一人になったわけで。そうじゃないやつらと、やれんのかな、みたいな」

「自分の気持ち、わかってくれないんじゃないかって？」

「うーん……そっすね。あぁ。ちょっと違うかな。でも、同じか。あー……」クザクは顎あごを押さえて、舌を出した。「口、疲れた。俺、久々に長くしゃべってる」

　知るかよ、そんなこと。

　どうもだめだ。クザクとは馬が合いそうにない。どうしてだろう。何が引っかかっているのか。――そうか。

　あのとき、クザクは壁を背にしてオークと斬きり結むすび、チョコを庇かばおうとしていた。でも、庇いきれなかった。クザクはオークにやられて、チョコは殺された。

　クザクの境遇には同情する。だけどおまえ、チョコを守ってやれなかったよな？　それなのに、おまえは生きのびて、チョコは死んじゃったって、どういうことだよ……？

　明確にそう思っていたわけじゃない。ただ、釈然としないものがあった。おそらく、これだったのだ。チョコが死んで、クザクが生きている。クザクは最善を尽くしたのかもしれない。誰よりも忸じく怩じたるものがあるのはクザクなのかもしれない。どうにもならなかったのかもしれないが、わだかまりがまったくないとは言えない。

「何してた？　あれから、今まで」

「スキル覚えたりとか。金は、あったんで。遺産っていうか」クザクは耳たぶを引っぱって、口くち許もとにかすかな苦笑いを浮かべた。「あと、いろいろ考えたりとか」

「それで、おれのパーティに入れて欲しいって？」

「そっすね。ようするに」

「クザクは戦士？」

「いや、聖騎士」

「おれのパーティはモグゾーが死んで盾役タンクがいなくなったから、自分がその代わりをやってやろうって？」

「そこまでは思ってねーよ」クザクはむっとしたみたいだ。「……できると思わねーし。あんたら、先輩じゃん。違うし。経験とか」

「盾役タンクは欲しいけどね。正直――」

　盗賊ギルドでバルバラ先生にしごき抜かれて、たまにひと息ついたときに考えることはだいたいそれだった。

　やっぱり、新しい盾役タンクが必要なんじゃないか。パーティに入ってくれる戦士か聖騎士を探す以外ないんじゃないのか。

　ハルヒロは頭を振りながらため息をついた。

「でも……これはおれの考えだけど、まだ早すぎるよ。みんな、心の整理がついてない。それに、どっちにしても、おれ一人で決められるようなことじゃないし。いい返事はできないかな。悪いけど」

「そっすか」クザクは軽く頭を下げた。「こっちこそ」

　胸が痛まないわけじゃない。それでも、二度とクザクとは会いたくないというのが正直なところだ。

　モグゾーがいない。

　なんて大きな、大きすぎる痛手なんだ。
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「ぐぁっはっはっはっはぁー……！」

　久しぶりに陽ひの光を浴びたような気がする。というか、事実、久しぶりだ。暗黒騎士ギルドはオルタナ西町にごちゃごちゃと広がっている貧民街の地下にある。ランタはそこに泊まりこんでスキルを二つ習った。九日間、ひんやりと湿った牢ろう獄ごくのようなギルドから一歩も出なかったのだ。牢獄のような、というか、出たくても出られない、出してもらえない、是が非でも出たかったら死体になるしかないという点では、まさしく牢獄そのものなのだが。ランタは陽光にあたためられているはずの身体からだを、ぶるるっ、と震わせた。

「……ったく、毎度毎度のこととはいえ、おっかなかったぜ、導師ロードの方々……」

　暗黒騎士ギルドには導師ロードの地位にある暗黒騎士が複数人いる。正確な人数はわからないが、ランタが会ったことがあるのはたぶん、七人だ。なぜ、たぶんか。導師ロードは顔を隠しているし、名乗ることもしないからだ。声と背恰かつ好こうで識別するしかない。ランタが区別できているのが七人、ということだ。全員、とてつもなく怖い。やさしさの片へん鱗りんすら見せてくれなくて、容赦がなさすぎる。はっきり言って、ランタはどの導師ロードも人間とは思えない。暗黒騎士道を極めると、人はあんなふうになってしまうのか。

「めっちゃかっけーけどな。オレもなりてえ。導師ロードランタか。ふっふっふっ……」

　ランタは喉のどを押さえて「えっ、えんっ！」と咳せき払ばらいをし、声色を使ってみた。

「私のことは導師ロードと呼べ。貴様はスカルヘルに仕える隷僕であり私は貴様を教え導くスカルヘルの隷僕である。私に名は必要なく貴様の名も必要ない。……おほっ。かっけえ！　かっけーよな、今の？　めっちゃかっけえ！　いだっ！」

　いきなり後頭部を殴りつけられて、振り返ったが誰だれもいない。何だ？　気のせいか？　そんなわけねーよな……？　殴られたところをさすりながら前に向きなおると、黒い衣をまとった導師ロードがゆらゆらと黒い陽かげ炎ろうのように歩いているではないか。

「げっ……い、今の、聞かれた……!?」

「愚かなる隷僕よ」

　導師ロードが立ち止まって、赤黒い仮面で隠した顔を振り向かせた。

「スカルヘルに抱いだかれるか？」

「い、いえっ！　だ、大丈夫ですっ！」

「大丈夫とは？」

「えっと、いや、その、ま、まだなんつーか、スカルヘル様のために働きたいっつーか、働けるっつーか、これからっつーか、バリバリやれるぜ的な！　オレはもっともっと役に立てると思うんで、ど、どうか、み、みみみ見逃してもらえると！　こ、この通り！」

　ランタはジャンプして、ひざまずいた。地面に額をこすりつける。土下座を決めた。

「すんませんっしたぁ……っ！　オ、オレが悪うございぁっしたぁ……っ！　これからもスカルヘル様の御心に添えるように誠心誠意粉骨砕身犬馬の労を厭いとわず全身全霊を捧ささげて励みまくりますんで、どうか！　どうかどうかどうか一つ！　い、命だけはぁ……っ！」

「滓カスめ」

　導師ロードはそれだけ言い残して行ってしまった。

　ランタは立ちあがり、「ふーっ」と顔を濡ぬらしている大量の冷や汗をぬぐった。

「……や、やばかったぜ。し、しっかし、あれだな、導師ロードと外で会ったの、地味に初めてじゃねーか……？　導師ロードもああやって普通に外、歩いたりするんだな。そりゃそうか。ずっと地下にいるわけにもいかねーだろうしな。つーか、服と仮面とったら、誰かわかんねーしな。意外と、飲み屋とかで会ってるかもしれねーよな。あの導師ロード、女だろ。胸あったし。女の導師ロードは一人しか知らねーから、あの人か？　じつは、素顔は美人だったりしてな。超絶おっかねー美人か。それはそれで……ぐひひっ……」

　入り組んだ西町を歩きながら、ついに導師ロードとなったランタとあの女導師ロードとの間に芽生える愛と欲望の日々の妄想にふけった。暗黒騎士ギルドでの監禁生活は禁欲を強いられるので、明けるとどうしてもいろいろな意味でむらむらしてしまう。

「健全な男子だからな。しょうがねーだろ。うん」

　天空横丁の手前で、ランタは空を仰いだ。

　地上に出たときはあれほどまぶしく、あたたかく感じたが、もう夕方だ。日はだいぶ傾いている。

「――おまえのぶんも、オレはがっつり生きるぜ、相棒。そりゃあ、おまえがいてくれたほうがよかったけどな。いなくたって、オレはなんともねえ。これからオレの最強伝説が本格的に始まるんだからな。遠くで見物してやがれっつーの。アホが……っ」

　ランタは目の周りをゴシゴシこすり、鼻をすする。腰の両側に手をあて、思いっきり胸を反らせて「カカカッ」と高笑いすると、無敵になったような気がしてきた。気がしてきたというか、完全に無敵だ。

　ランタは悠然と天空横丁に足を踏み入れた。今日はシェリーの酒場なんかには行かない。きれいなオネーチャンが大勢いて酌をしてくれるような店で飲むと決めている。あわよくば、オネーチャンの一人や二人、お持ち帰りして、フィニッシュまで持ちこんでやる。

「今のオレなら……いける！」

　ランタは、フィニッシュ、フィニッシュ、と腰を動かしながら、店を物色する。よさそうな店の中には辺境軍の正規兵御ご用よう達たし、義勇兵お断り、みたいなところもあったりするので、慎重にチョイスしないといけない。ランタとしては、若くて胸がでかいメリハリボディの持ち主で話し上手で気配りができて性根からやさしくて二人きりになると大胆にエッチでランタを導いてくれるような、そういう女の子をとりそろえている店がいい。

　しばらく天空横丁を行き来して、ランタは一軒の店の前で足を止めた。

　キャバレークラブ・ルンルンパラダイス。

　建物の外装はちょっと浮ついているが、二階のバルコニーにあられもない恰好のオネーチャンたちが立っていて、道行く男たちに熱い視線を送ったり手招きしたりしている。むろん、ランタも誘われている。いや、ランタが誘われている。

「くっくっくっ……興奮度マァーックス……！」

　今にも沸騰しそうな血のたぎりを抑えて、ランタはルンルンパラダイスに突入しようとした。

　後ろから肩をつかまれた。

「おい、天パ」

「ああ……!?」

　水を差されるとはこのことだ。ランタは人の肩なんぞをつかみやがったふてぶてしいクソ間抜け野郎に三千発のパンチと七千発のキックを叩たたきこんでやろうとしたが、その顔を見て即座に方針を転換し、跳びあがって土下座した。本日二度目のジャンピング土下座と相成ったわけだが、相手が相手だけに恥じてなどいられない。

「す、す、す、すいませんっしたぁ……っ！　つーか、オレ、何かしましたっけ!?　したんですよね、してなかったらアレですもんね、とにかくマジでマジでごめんなさいっ！」

「……何を謝ってるんだ、おまえ」

「いやまあ、なんで謝ってんのかはオレにもわかんねーんですけど！　……あれ？　違うの？　謝らなくていいパターン……？　つーか、なんでレンジがここに……？　いや、レンジじゃねーや、レンジサンがここに？　ひょっとして、レンジサンもルンルンパラダイスに？　それどころか、ルンルンパラダイスのご常連だったりして……？」

「ルンルンパラダイス？」

　レンジが二階のバルコニーに視線を投げると、オネーチャンたちがキャーだのワーだのヒャーだのと大騒ぎした。それだけじゃない、ランタは見た。目撃してしまった。一人のオネーチャンに至ってはなんと、もともと大きく開いているドレスの胸元をぺろっとアレして破壊力満点のニューボウをコンニチワさせた。ケバいがけっこうきれいなオネーチャンにそこまでされても眉まゆ一つ動かさずに「いや」と落ちつきはらって否定してみせるレンジサンってば、ホントマジで信じられないほど男前。

「この店には入ったことがない」

「……そ、そうなんですね。え？　でも、それだったらなんで……？」

「たまたまおまえを見かけたから、声をかけた」

「えっ!?　だ、だから、なんでレンジサンがオレに……？」

「一度、話したいと思ってた」
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「オ、オレと……!?」

「そうだ」レンジは灰色の髪を軽く押さえて、ため息をついた。「――少し、気が削そがれたけどな」

「……ルンルンパラダイスのせいで？」

「違う。おまえの言動のせいだ」

「でっすっよっねー」

　ランタは「てへへ」と笑いながら立ちあがって、素早く息の匂においチェックをした。いや。相手は女の子じゃねーし。男だし。むしろ男の中の男っつー感じの男だし。こんなことする必要ねーし。というか、女の子より百万倍緊張する。

「え、え、え、え、え、えっと……は、は、は、は、は、話って……？」

「こい」

　レンジは顎あごをしゃくってみせて、歩きだした。ランタは「はいっ！」といい返事をしてレンジを追いかけた。

　連れて行かれたのは天空横丁の外れにある狭苦しい酒場だった。じつに狭いが店内はこぎれいで、カウンターの向こうに酒瓶や酒さか樽だるがびっしりと並んでいる。客はいなかった。たぶんまだ時間が早いせいだろう。夜が深まってきてから、酒好きが集まってきて、しっとりと飲む。そんな店に違いない。つまり、ランタとは無縁の店だ。

「い、いい店ですね。はは、は……」

「ブランデーを適当に、二杯」

　レンジはランタには訊ききもしないで注文した。酒はすぐに出てきた。背の低いガラス製のコップに、茶色っぽい液体が入っている。ランタは「……いただきまーす」と断って飲んでみた。噎むせそうになったが、なんとか我慢した。

「こ、これ、きっつぅ……」

　レンジは低く鼻を鳴らして、一気に飲み干した。――うおっ。かっけぇ……。

「調子はどうだ」

「へ？　ああ……まあ、そこそこ……っつーか。知ってのとおり、オレら、アレだから」

「モグゾーか」

「まあ、そういうことっつーか……」

「やつのことは見誤った。でかかったな」

　レンジの話は明めい瞭りようじゃない。モグゾーが、でかかった。どういう意味だろう。思ったより強かった、ということか。それとも、モグゾーが死んだのは大きな損失だ、というようなことか。どっちにしても、レンジはモグゾーを認めている。――おまえ、あのレンジに認められてんぞ、相棒。

　死んじまってから認められたって、しょうがねーけどな。

「けどまあ、あいつはいなくなっちまったし。そのことでうだうだ言ってたってどうにもならねーし。オレらはオレらでやってくっつーかね。そんな感じで……」

「ハルヒロはどうだ」

「どうって――どうってこともねーけど。まあ、やつなりにやってんじゃねーの。リーダーなんて柄じゃねーけど」

「たしかにな」

「レンジサンみてーにはできねーよ」

「サンはよせ」

「うっす。レンジ」ランタはブランデーを少しだけ口にふくんだ。「……ちょっとずつならうめーな、これ。けど、あんたとこんなふうに話すなんて、奇妙だよ。一人なの？」

「仕事は仕事だ」

「分けて考えるっつーか、分けたい感じ？」

「まあな」

「いつもいつもってなると、うぜーもんな。一人になりてーよな」

「おまえでもか」

「オレは一人でも平気だからね？　寂しいとか、あんまねーし。この稼業だと、一人でっつーわけにはいかねーから、仲間は必要だけど」

「俺のところにくるか」

　思わずうなずいてしまいそうになって、待てよ、と考えた。何……？

　レンジは今、何つったんだ？　オレノトコロクロニクル？　違うか。違うよな。オレノトコロテン？　いや、違うって。

　俺のところにくるか。

　レンジはそう言ったのだ。

「……は？」

「うちは今、五人だ。一人ぶん、あいてる」

「ああ――光の護法プロテクシヨンが六人までだからってやつ……？」

「盗賊は他ほかの盗賊の縄張りを侵さない。やつらなりの仁義ってやつだ。弓をろくに使えない狩かりゆ人うども、火力不足の魔法使いもいらない。おまえのところの神官はだめだ。モグゾーを死なせた」

「それは……っ」

　頭に血が上った。でも、なぜランタがメリイを弁護しなければならないのか。パーティの仲間だからか。仲間であっても、いいことはいい、悪いことは悪い、それがランタのスタンスだ。馴なれあいは御免だ。

「……まあ、そうだよな。腕は悪かねーけど、メリイはミスをした。大きなミスを」

「うちのチビは、ああ見えて使える」

「マジで、マジでびっくりだよ。なんつーか……そういうふうには見えねーし。けど、あんたのパーティを支えてるってことは、すげーんだろうな」

「ランタ」

　おそらく、初めてだ。

　天パ、じゃなくて、レンジは名前でランタを呼んだ。

「おまえは使えるようになる。デッドヘッドでおまえを見て、そう思った。でも、ハルヒロはおまえを活いかせない」

　レンジは見てくれていたのか。

　ランタもレンジたちを見た。ものすごいのはレンジだけだ。とはいえ、平然と危地に飛びこんで敵を薙なぎ倒たおすレンジがおかしいのであって、ロン以下、他の連中だって充分すごい。今までレンジと行動をともにしてきて、生きている。それだけで尋常じゃないことなのだ。義勇兵歴がランタたちと変わらないなんて、とても信じられない。

　自分が、あのパーティに。

　もし、そうなったら――きっと、もっと思いきって戦える。仲間のことを気にせず、縦横無尽にスキルを駆使し、敵を手玉にとって。それが暗黒騎士の本来の姿だ。今は違う。いろいろなことを気にしないといけない。制約が多すぎる。モグゾーがいれば。

　相棒が生きていたら、暗黒騎士としての戦い方に専念できたはずだ。もちろん、それはもう叶かなわない。パーティのことを考えれば、ランタが盾役タンクをやるしかないのだ。向いていないが、できなくはないだろう。ランタなりに工夫して取り組むつもりではいた。ある程度、自分を殺すことになったとしても、しかたない。――本当にしかたねーのか……？

「俺は身勝手だ」レンジは二杯目のブランデーを、やはり一息で飲んでしまった。「俺にとって役に立つ者は重んじる。他はどうだっていい。結局、だいたいのやつは同じだと思ってる。他人のために生きるやつは、他人のためにくたばるだけだ」

「オレも、よく言われるよ。我わが儘ままで、自分勝手だってな」

「それでいい」

「強くなれんのかな、オレ」

「俺に使われればな」

「あんたの手て駒ごまになればってことか」

「そうだ」

　レンジは嘘うそをついていない。少なくとも、ランタには見込みがあるとレンジは思っている。引き抜いて、仲間にしようとしている。あのチーム・レンジに。マジかよ。笑いがこみあげてきた。すげーな。ようやく運が向いてきたってか？　で、どうする？　こんなの、どうするもこうするもねーよな。考えるまでもねーよ。だろ？
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「いやー……」

　八時の時鐘が鳴ってから、どれくらいたっただろう。五分？　十分？　携帯できる時計などという高価な代物は持っていないので、ハルヒロにはわからない。

「こない、ね……」

「そうね……」

　メリイはさっきからずっと、ハルヒロの隣で落ちつかなげにショートスタッフの先で地面をつついている。

　ハルヒロが北門前に到着したのが、たぶん七時三十分ごろだ。ランタは夜遅く宿舎に帰ってきたようで、叩たたき起こそうとしたら先に行けと言われた。シホルとユメには声をかけなかった。そんなことをする必要はないように思えた。今朝はだいぶ早く目が覚めたし、手持ち無ぶ沙さ汰ただったので、ハルヒロはさっさと宿舎をあとにしたのだ。

　メリイはハルヒロに遅れること十分かそこらで北門前に姿を現した。もちろん、ほっとした。心の底から、よかった、と思った。

　メリイは光の奇跡サクラメントを習得した。かなり重い負傷も一瞬で治療してしまえる最高峰の治療魔法で、中級以上の神官には必ひつ須すといってもいい。

　まだメリイは一日に二回程度しか使えないようだが、光の奇跡サクラメントは間違いなくパーティの力になる。いざというとき、死の淵ふちからでも生還できるのだ。メリイ本人も、光の奇跡サクラメントという奥の手があることで、余裕を持って戦いに臨むことができるはずだ。

　ハルヒロも一応、強襲アサルトに加えて、膝砕シヤターのスキルをバルバラ先生に教えてもらった。これは主に蠅叩スワツトから繋つなげて相手の膝ひざに打撃を与える技だ。蠅叩スワツトのあと、腕捕アレストと膝砕シヤター、二つの選択肢ができたことで、攻撃にバリエーションが生まれる。蠅叩スワツトでひたすらしのぐだけじゃなくて機を見て反撃に転じ、強襲アサルトでしとめるところまで持ってゆくというのが、ハルヒロが思い描いているパターンだ。

　まあ、そんなにうまくはいかないだろうが、各人ができることを増やして、やれるだけのことをやる。

　そうすればおそらく、きっと、いや、必ずや活路を開くことができるはずだ。

　ハルヒロは前向きだった。少なくとも、前向きになろうとはしていた。

　へっぽこだが、ハルヒロはこのパーティのリーダーなのだ。リーダーがしっかりと顔を上げて一歩ずつでも半歩ずつでも前進しないと、誰だれもついてこない。というか、リーダーが進まなければ、ついてゆきようがない。やれるのか、やれないのか、じゃない。まずはやるのだ。何事も、踏みださなければ始まらない。始めなければ結果が出ない。何らかの結果が出たら、それを受け止め、糧にして、またちょっとずつでも進むのだ。

　――ところが。

「おっそいな、あいつら……」

「ええ……でも……」

「うん……」

「寝坊とか……」

「……だね」

「スキルを習ったりとかで、疲れてたりとか……」

「あー。ありえるよね……」

「だと、いいけど……」

「や、あると思うよ……？　普通に……まあ、おれもね……？　疲れがすっかりとれてるかっていえば、そんなことないし……バルバラ先生、厳しいしね……はは……」

　笑ってみた。

　間抜けな笑い声がひどく空虚に響いて、いたたまれなくなった。

　やばいなあ。

　何だろ、この雰囲気。雰囲気っていうか――なんで？　あいつら、なんでこないんだよ。この大事な日に遅刻とか。ありえなくない？　おかしいって、絶対。遅れないでしょ。どう考えても。そこはちゃんとしようよ？　それとも――もしかして、違う、とか？

　ただの遅刻じゃない、とか……？

「いやー……ははは……」

　ハルヒロはこみあげてくる不快な不安をごまかしたくて、もう一度笑った。まるでごまかせなくて、走りだしたくなってきた。走らないけど。そんなことしたら変なやつだし。

「こない、ね……」

「そうね……」

　どうしよう。メリイもだいぶ心配そうだ。何だよ。何なんだよ。ランタならわかる。朝、起きようとしなかったし。ランタだし。だけど、シホルとユメまでって。ユメはそんなにきちきちしているほうじゃないが、シホルは真ま面じ目めだ。待ちあわせの時間に遅れたことなんて一度もない。なかった。今回が初めてだ。ということは、何か特別な事情があって、それでまだきていない。そう考えるのが自然だろう。あんなことがあって、こんなふうになって、そしてこうなっているわけだから。

「あ――」と、メリイが小さな声をもらした。

　見れば、メリイは通りの向こうに目をやっている。ハルヒロもそっちに視線を投げた。シホルかユメかランタがきたのだ。やっときたのかよ。そう思った。違った。

　ずいぶん背が高い、でも姿勢の悪い男が歩いてくる。板金の胸当てや手甲をつけているが、どのパーツも見るからに中古品だ。胸当てにはルミアリスの六ろく芒ぼうが刻まれている。

「ども」

　男はハルヒロたちの前で立ち止まると、ひょこっと頭を下げてみせた。しかし、ハルヒロも人のことは言えないが、なんとも辛気臭い面ツラだ。朝が似合わない。

「……クザク」

「なんでっ……」

　メリイはうつむいて、もじもじしている――ていうか、顔、赤くない？　え？

　何？　どうしたの……？

「あぁ」クザクは大きな右手を額にあてて、小指の先で眉まゆのあたりを掻かいた。「えー。なんてーか、あれはなしってことで」

「だったら、言わないで！」

「あ。そっすよね」

「え？　え……!?」ハルヒロは黙っていられなくなって口を挟んだ。「な、何!?　ちょっ、何だよ、何かあった――の……？」

「何もないから！」メリイは完全にうろたえている。

「ない、ない」クザクの表情は茫ぼう漠ばくとしていて、どうにもとらえどころがない。

　――あったな。

　これは確実に何かあった。
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　でも、何かって？　そもそも二人の関係は？　前からの知りあいだった？　クザクはハルヒロたちの後輩なので、それは考えづらい。が、百パーセントないとは言いきれない。メリイは夜、一人で飲んだりするみたいだから、そのとき出会ったとか。それで、何かあった、とか。何かっていったら、やっぱり――そういうこと……？

　メリイは下を向いてショートスタッフを両手で握りしめている。一方のクザクはいくらか気まずそうだが、まあべつに、とでも言いたげな態度だ。それくらいたいしたことじゃねーし、みたいな。よくあることだし、みたいな？　一回きりのアバンチュールだし、みたいな……!?　アバンチュール……!?　何それ!?　やっちまったってこと……!?

　ハルヒロは自分の胸を叩いたりさすったりしながら、何度もまばたきをした。――うん。まあね？　メリイが何しようとメリイの勝手だし？　制限する権利も、詮せん索さくする権利すら、こっちにはないわけだし？　クザクは背が高くて、不景気な顔をしているものの、その顔の造作自体がまずいわけじゃない。見ようによっては、それなりにかっこいい。かもしれない。知らないけどさ！　ヤローの顔がいいか悪いかなんて！　判断できないって！　したくもないって！　知るか……！

　よし。落ちついてきた。もう大丈夫だ。冷静だ。ハルヒロの心は氷のように冷たくて、凍いてついた湖の上のように静かだ。

「――で、何？　たまたま通りかかっただけ？　そんなわけないよな」

「ないっすね。それは」

「じゃあ、何だよ」

「……微妙に怖いね。今日のあんた」

「そうかな。そんなことないと思うけど。で？　質問の答えは？」

「あらためて、頼みにきたっていうか」

「はぁ……？」

「パーティ。入れてくんないかって」

「なっ――」

「言ってたよね。一人で決めらんねー的なこと。他ほかの人もいれば、意見？　とか聞いて、決められんのかな、とか。あんたら、どっかに集まりそうな気配だったからさ」

　――しつこい。

　断ったよな？　わりとはっきり、ノーって言ったよな？　そっちも「そっすか」って言ったよな？　了解、あきらめますって意味だよな、あれって？

　渦巻く反感や苛いら立だちや敵意のようなものをハルヒロはいったん咀そ嚼しやくする。そのままぶつけるのはだめだ。よくない。リーダーなんだ。リーダーだから、なのか？　よくわからないが、何はともあれ体裁を取り繕うべきだと、内なる声がハルヒロに命じている。

「……言ったけどね。たしかに。言ったけど、それとこれとは別っていうかさ」

「何が別？」

「え？　や、だから……それとこれとは」

「それとこれって何すか」

「そ、それっていうのは……」

　やばい。頭が回っていない。体裁、取り繕えてないって。どうなってんの、これ？　もしかして動転してる？　しすぎてる？　否定はできない……？

「ハルヒロ、あんたさ」クザクはちらっとメリイを見た。「仲間に話してくれた？　俺のこと。話したら、賛成する人だっているかもしれないよね。わかんねーけど」

「……話しては、ないけど」

「わたしはっ」メリイが声を荒らげかけて、咳せき払ばらいをした。「……あ、あまり、賛成じゃない……かも」

　ハルヒロは思わず破顔した。「ほらあ！」

「ほらって、何がだよ？」

「え!?　何がって――」ハルヒロは飛びのいた。「うわぉっ!?　ランタ……!?」

「そんなにびびることねーだろ。どうかしてんじゃねーのか、おまえ」

　ランタ。いつの間にランタがこんなに近くに。すぐそばに。いや、ランタだけじゃない。シホルとユメもいる。なんかびっくりしてる。びっくりしてるのはこっちだって。

「何だぁ？」ランタは耳の穴をほじくりながら目をすがめてクザクを眺めた。「誰だ、おまえ。いや、見覚えのある面ツラだな。ん……？　後輩クンか？　あれ？　おまえ、デッドヘッドで死んだんじゃねーの？　ゾンビ？」

「息してるし、生きてんじゃね？」

「おっと。後輩の分際で生意気だな。やるか、おお？　タイマンなら受けて立つぞ」

「いや。いいっすわ。やる理由ねーし」

「ほぉー。そうきたか。そうきなすったかよ。オレよりちょっと背が高ぇーからって、見おろしてんじゃねーぞ、こら？」

「ちょっとかな」

「だいぶやんなあ」ユメが呆あきれ顔でランタとクザクの背を比べてみせた。「にじっせんちくらい、ちゃうのんとちゃうかあ？」

「バッカ、そんなには違わねーよ！　どこに目ぇーつけてんだ、ヴァカッ！」

「俺、たぶん、百九十一とか二とかだけど」

　シホルがくすっと笑った。「……ランタくんは、百七十ないでしょ……二十センチ以上、違うんじゃ……」

「あるわーっ！　百七十以上、余裕であるわーっ！　あるに決まってるわっ！　百八十はあるわっ！　つーか、独う活どの大木、なんでおまえ、ここにいるんだよ!?」

「や、ていうか、その前に――」

　ハルヒロはランタとシホル、ユメを順々に見つめた。心なしか三人とも、ハルヒロの目をまっすぐ見返してくれなくて、何か後ろ暗いところがある――ように思えた。

「なんで……なんで、こんなに遅れてきたんだよ。北門前に八時って約束しただろ。ランタはともかく、シホルとユメまで……」

「あー、それな」ランタはさらっと、とんでもないことを打ち明けた。「じつはオレ、レンジに誘われちまってさ。チーム・レンジに入らねーかって」

「ふーん……」ハルヒロは倒れそうになった。「へっ……？」

「ユメとシホルもなあ」

「もっ……？」

「荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズにくわわったらいいよってなあ。カジコちゃんに勧誘されてなあ」

「――かっ……」

　やばいやばいやばい。膝ひざにも足首にも腰にも力が入らない。

　倒れる。本当に。というか、落ちる。奈な落らくの底に。

「ハ、ハル……！」

　メリイがとっさに支えてくれたのでなんとか持ちこたえたが、ちょっとなんかもういろいろ無理かもしれない。かもしれないっていうか、無理。
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　何だったんだろう。今までの苦労は。何のためにがんばってきたんだろう。知るかってこと？　がんばったからどうしたんだよって話？　いくらがんばったって、だめなものはだめだってこと？　所しよ詮せん、あぶれ者の集まりだし。いやでも、ランタとシホルとユメは必要とされたのだ。ランタが。あのランタが。しかも、あのレンジに。ハルヒロはランタより下だということだ。ハルヒロこそが本当のあぶれ者だったということだ。メリイもか。でも、メリイは神官だ。黙っていればお呼びがかかるだろう。盗賊と神官では需要に圧倒的な差がある。ハルヒロはお先真っ暗だ。真まっ暗くら闇やみだ。闇やみの中にいる。

「うぁ……」クザクがランタたちを見まわして、眉をひそめた。「なんか、俺入れてもらうとか、そういう次元じゃないっぽいね」

　そうですね。まったくもってそのとおりです。それどころじゃないです。

「……ごめん。ありがと、メリイ」ハルヒロはメリイから離れて、「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁー……」と大きく息をついた。

　さーて。

　どうしようかな。これから。身の処し方、考えないとな。あれだな。義勇兵なんてもともと向いてないし、職人にでもなろうかな。弟子入りとかして。きつそうだけど、商売とかはできそうにないし。一生懸命コツコツやれば、なんとかなるんじゃないかな。何か失敗しても命を落とすわけじゃないし、気楽だよな。そっちのほうが。

「はーん。加入希望かよ」ランタはクザクの頭のてっぺんから足の先までねちねちじろじろ見た。「聖騎士か。なるほどな」

「ほー」ユメはなぜか、硬さでも確かめるようにクザクの肩や腕をぽんぽん叩たたいた。「せーきしって、具体的に何するん？」

「……まあ、剣で戦ったりとか？」クザクはたじろいでいる。「あと、光魔法も使えるんで、傷を癒いやしたりも少しは。自分は治せねーけど。それから、盾で守ったりとか」

「いろろーんなことができるんやなあ」

「いろろん……？　あぁ……どうかな。そうでもねーと思うけど」

「……基本は、盾役タンク……ですか？」

　シホルがおずおず尋ねると、クザクは曖あい昧まいにうなずいた。

「だいたい、そんな感じっすね」

「ハッキリしねーなあ！」ランタは、ケッ、と吐き捨てた。「パーティに入りてーんだったら、そのへん明確にしねーと、こっちだって判断できねーだろうが」

「え……？」

　メリイが目を白黒させながら、あちこちに視線を巡らせた。

　ハルヒロはまだ頭がぼんやりしていて、なんか変だな、とは思うのだが、いったい何が変なのか、よくわからない。

「ん？」ランタが不審そうにハルヒロを見た。「何だ？　見るからに様子がおかしすぎて、きもいぞ、おまえ」

「……いや、何だって――いうか……きもいとか言われたくないよ、おまえには」

「オレはおまえがきもいからきもいっつってるだけだ。きもいって言われたくなかったら、きもくねーようにすりゃいいだろ」

「きもいかきもくないかなんて主観だし、そんなの――じゃなくてっ！」

「何だよ」

「えぇ!?　や、だからさ、レンジに……誘われたんだろ？　シホルとユメは、カジコに。それで遅れたってことは、ようするに……」

「ごめんなあ」

　ユメに謝られた瞬間、やっぱり――と思ったし、ハルヒロとしてはそう思わずにはいられなかったし、思うしかなかった。ほら。

　ほら。ほらね？　そういうことなんだろ、結局は。もう受け止める覚悟もできてるから平気だけど。覚悟なんかできるわけないし、平気なわけないけど！

「ユメなあ、ほんとのことゆうけど、カジコちゃん本人に勧誘されてな、すっごい迷ってしまってなあ」

「そりゃそうだよ」ハルヒロは作り笑いをした。「カジコだもん。有名人だし」

「……とても、親身になってくれて」シホルは縮こまっている。「……あたしたちのことを思って、いろいろ、話してくれて。条件も、よかったし……」

「オレなんか、おまえは使えるようになるってレンジに言われたぜ？　天パじゃなくて、ちゃんと名前でオレのこと呼んでな！　ランタ……」ランタは声を低くして、レンジの真ま似ねをしているのかもしれないが、変顔をしているようにしか見えない。「おまえは使えるようになる――ってな！　がっはははははははぁーっ！　わかるやつにはわかるっつーことだよな！　このオレのキラめく才能が……！」

「そうなんだな」ハルヒロは目を細めた。「そうだな。うん。おれはおまえのことうまく活いかせなかったよな。そうなんだろうな……」

「ああ。レンジも言ってたぜ。ハルヒロじゃあ、オレを活かせねーってな」

「……そっか」

　ハルヒロは奥歯を食いしばった。使える人材を素早く確保してチーム・レンジを結成してしまい、スター街道まっしぐらのレンジに言われたら、とても反論できない。ハルヒロにはリーダーの適性なんてないのだ。わかりすぎるくらいわかってるけど。そんなこと。

「つーわけで、さすがのオレもめちゃくちゃ考えに考えまくったけどな」ランタはハルヒロの肩を小突くというか、どついた。「感謝しろよ、パルピロォ！」

「いでっ――……って、は……？　感謝？　何を……？」

「ああん？　このオレが！　ランタ様が！　パーティに残ることにしてやったんだぞ？　感謝して感激して涙の三リットルくらい流してみせるとこだろうが、ここは！」

「――え……」

「ユメとシホルもなあ」ユメは両方のほっぺたをごしごしこすった。「よぉーく考えてなあ。二人で話しあったりもしてなあ。ユメたちでほんとにやってけるんかなあって、正直な、自信なくてなあ。そんなんでいたら、みんなに迷惑かけてしまうんちゃうかってなあ。ユメ、怖かってん。今日の朝までなあ、迷ってたやんかあ」

「……あたしは、自分一人じゃ、何も決められなくて……」シホルは魔法使いの帽子をぎゅうっと引き下ろした。「……そんな自分が、情けなくて。どこにも居場所がないんじゃないか、自分なんかいないほうがいいんじゃないかって……そういうことも、思ったりして。こんなあたしが、みんなを支えられるのかって……このパーティでやる以上は、そういう覚悟がないと、だめだろうし……強い人たちの間に紛れてしまえば、楽に生きていけるのかもって……」

「そやけどなあ、シホルと二人で決めたん」ユメは拳こぶしを握りしめてみせた。「ここで、マナトがいて、モグゾーがいて、ハルくんたちがいるこのパーティで、やってこうってなあ。ユメもシホルも、逃げたかってんなあ。苦しくてなあ。でも、逃げたら、あとで後悔すると思うしな、それにやっぱり――みんなと、離れたくないしなあ」

「な、何だおまえ」ランタの頬ほおがほんのりと赤い。「ふだんはアレなくせして、そんなにアレか？　オレのこと……」

「もちろん、ランタはおまけみたいなもんやけどなあ」

「誰だれがおまけだヴォケッ！　ケツわしづかみにして揉もみしだくぞアホッ！」

「変態っ！　ランタなんかおまけ以下や！　ゴミよりひどいわあ！」

　ユメとランタがいつものように罵ののしりあっている。

　ハルヒロはメリイと顔を見あわせた。メリイは夢ゆめ現うつつでまだ信じられない、というような表情だ。ハルヒロもおそらく、似たようなものだろう。

「あの……」

　シホルが前屈でもするみたいに思いっきり頭を下げると、その拍子に帽子がぽとりと地面に落ちた。シホルは慌てて拾って被かぶりなおし、もう一度、頭を下げた。

「……ごめんね。迷ったりして。だけど……嘘うそは、つきたくなかったから。うやむやにしておいたら、いつか必ず、ひずみっていうか……よくないことになるって、思ったから。あたしの、弱さもふくめて……隠さないで、言っておかないと、前に進めないんじゃないかって、思ったから……」

「フンッ」ランタは鼻を鳴らして腕組みをし、そっぽを向いた。「目の前にステップアップするチャンスがぶら下がってたら、食らいついて当然じゃねーか。何、謝ってんだ」

　ハルヒロは首をひねった。「……じゃあ、おまえはなんで、そのチャンスをふいにしたんだよ。その気になれば、レンジのパーティに入れてもらえたのに」

「ステップアップするためだ。あったりめーだろ？」

「よくわからないんだけど……」

「わかんねーのかよ。ヴァカだな、おまえは。あのな。誰かに引っぱりあげてもらったり、こっちにこいって命令されてそっちに行ったりしたって、何の意味もねーだろうが。オレにとっては、そんなの進歩でも何でもねえ。自力で這はいあがるからこそ、おもしれーんだからな。それこそがステップアップなんだよ。真のステップアップ。わかったか？」

「……微妙に？」

「微妙じゃなくて完全にわかれ！　だいたい、レンジだかケンジだかゲジゲジだか知らねーけど、オレを引きあげようなんざ、おこがましーぜ。誰かを引きあげるんだとしたら、それはこのオレじゃねーか。つまり！　オレがおまえらを一段も二段も上げてやるっつーこと！　おまえらはこのオレに恥をかかせねーようにがんばれ！　それがおまえらの義務だ！　返事はイエスッ！　オアッ！　イエスだ！」

「いえす、か、いえす……？」ユメはほっぺたをふくらまして口をひん曲げた。「それやったらな、どっちもいっしょやんかあ」

「だから、そういうことだっつーの！」

「……えーと」クザクが自分を指さした。「俺は？」

「知るかよ！」ランタはゴミ箱をひっくり返すような仕し種ぐさをした。「独う活どの大木のことなんざ！　オレの知ったこっちゃねえ！」

「せーきしなあ」ユメは眉まゆを八の字にした。「ぬーん……」

「……突然のこと、だから……」シホルはクザクのほうを見ようとしない。

　ランタは身長差のことで逆恨みしているのかもしれない。ユメとシホルは、いきなりそんなことを言われても、といったところだろうか。クザクと何かあったらしいメリイも気が進まないようだし、ハルヒロとしてはせっかく整理された状況を複雑にしたくない。

「クザク。悪いんだけどさ、やっぱり――」

「頼む」

　クザクは大きな身体からだを低く、低くした。両手で膝ひざを押さえるようにして、九十度以上、上半身を倒すと、かなり迫力があった。

「――頼むよ。俺だって、生半可な気持ちで頼んでるわけじゃねーんだ。本気なんだよ。俺なりに」

「そりゃあ、本気にもなるわな」ランタは鼻先でせせら笑った。「生きてくためには稼がなきゃならねえ。でも一人きりじゃあ、稼ぐのもままならねーしな。オレらは盾役タンク不在だし、下の下っつったら下の下だ。入れてもらえるとしたら、ここしかねーってか？」

「……そんなんじゃねーよ」

「だったら、何だっつーんだよ」

「あんたらのとこに、入れてもらいたいと思った」クザクは顔だけ上げて、上目遣いでハルヒロの目を見た。「デッドヘッドで、俺、あんたらを見てた。正直、強そうだとは、ぜんぜん思わなかったよ。むしろ、頼りねー感じだった。それなのに、あんたらは俺らを助けてくれたし、最後のほうは最前線にいた。俺、死にかけてて、ぼんやりとしか覚えてねーけど、聞こえてたんだ。あんたらの声とか。すげーと思った。見るからに強ぇーとかだったらわかるけど、そうじゃねーのに、あんなに戦えるなんて。かっこいいなって。俺、あのまま死ぬと思ってたからさ。ああいうふうにやりたかったなって。なんで、適当で、どっか投げやりだったんだろうって。もっと真剣になってりゃよかったなって。そう思ったんだ。あんたらの声を聞きながら。俺は、死ぬはずだったんだ。でも、目が覚めて、生きてた。仲間はみんな死んじまってて、俺だけ生きてたんだ」

　目を、そらすことができない。

　――くそ。

　こいつ、本気だ。

　自分の気持ちをまっすぐハルヒロたちに、ハルヒロにぶつけている。軽くあしらうことなんてできない。拒絶するなら、それ相応の正当な理屈が、強い思いが必要だろう。
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　あるのか。クザクをはねのけるに足る理由が。

　なんだか気にくわないとか、モグゾーを失って日が浅いからまだ早いとか、その程度でクザクが納得するのか。それでいいんだと、ハルヒロは自分を納得させられるのか。

「かっこいい、か」

　ランタは両手で天然パーマの髪をかきあげて、ニヤッとした。まんざらでもなさそう、というか、明らかに得意げな顔つきだ。

「まーな？　事実をありのままに言われたところでうれしくもなんともねーけどな？　オレのかっこよさがわかるあたりは、なかなか見所があるじゃねーか」

「いや。あんただけじゃなくて、あんたら、なんだけど」

「そこは否定するなぁーっ！　肯定しとけーっ！　お互いにとってそのほうがいいことは明白だろうがーっ！」

「……ちゃんとした盾役タンクは」シホルがこわごわと言った。「……必要、だと思う」

「そやなあ」ユメは腕組みをして、うんうんうなずいた。「ランタが盾役タンクやったら、しっちゃかめっちゃかやしなあ。そこはなあ」

　ハルヒロはメリイの表情をうかがった。「……メリイ？」

　メリイは眉をひそめて、唇の端をちょっとだけ噛かんだ。「――それがパーティにとって、必要なら。わたしは、べつに」

「ただぁーし！」ランタはクザクに人差し指を突きつけた。「あくまで、仮にすぎねーからな、仮！　お試し期間中にオレらのレベルにてんで合わねーだとか、オレらのノリにさっぱりついてこられねーだとか、オレのハイレヴェルなギャグを理解できねーだとか、オレを崇あがめ奉れねーだとか、オレに貢げねーだとか、各種問題が発覚して解決できねー場合はクビだ！　クビ！　わかったか！」

「おまえが勝手に決めるなよ……」

「うっせえ、ハルヒロ！　おまえがしゃっきりしねーから、オレが決めてやってんだろうが！　これからも、おまえがキビキビやらねーと、何もかもぜーんぶ遠慮なくオレが仕切るからな！　覚悟しとけ！」

「それ、あかーんっ！」ユメがハルヒロにとりすがった。「ハルくん、しっかりしてな！　ランタに好き勝手されたら、最低最悪やんかあ！　ユメ、耐えられへんもん！」

　シホルが挙手した。「……同じく」

　メリイもうなずいている。

「何だ、おまえら！」ランタは唾つばを飛ばして怒鳴った。「オレはヴォケでダラ男でクソでオタンコナスなパルポロヤローに活を入れるためにだなあ……！」

「わかってるよ」ハルヒロは顎あごをこすった。「それはわかってるって」

「……そ、そうかよ。わかってんなら、まあ――」

「言い方には問題ありすぎると思うけどさ。おまえの場合、もともと性格に難があるから、しょうがないんだろうけど」

「うっせっ！　黙れ！　マジで！　マジで！」

「クザク」

　やかましいランタを無視して呼びかけると、クザクはまだ上体を曲げたままハルヒロに視線をそそいでいた。意外と律儀なやつなのかな。何とも言えない。わからなくて当然か。これから理解すればいい。一緒にやっていれば、おのずと見えてくるだろう。――メリイと何があったのかも。いや、それはいい。プライベートなことは分けて考えないと。

「ランタが言ったみたいな仮ってわけじゃないけど、最初はなかなかしっくりこないと思う。聖騎士だし、盾役タンクをやってもらうことになるから、負担も大きい。大変だよ、きっと。もしかしたら、どうしても無理ってことになるかもしれない。それでもいいかな」

「いいよ、それで。充分」

「わかった。じゃあ、歓迎する」

　ハルヒロが右手を差しだすと、クザクはやっと身体をもとに戻して手を握った。大きくて骨張っているわりに、やわらかい感触の手だった。なんだかこう、がっしりしていなくて、少し心こころ許もとない。盾役タンクっぽくない、というか。大丈夫なのか。それと、ハルヒロはもう力を抜いているのに、どうしてクザクはなかなか手を放そうとしないのだろう。

「……あの。手、放してくれない？」

「あ。悪い」

「いや、悪くはないけどね……」

「よぉしっ！」ランタが北を指さした。「つーわけで、出発だな！　そういえば、どこ行くとか決めてなかっただろ!?　オレに案がある！　心機一転、今日めでたく再出発っつーことになるオレたちにふさわしい、新たな狩り場！　ネクストジェネレーションニュースピリットハンティングワールドだ……！」

　ユメは首をぐぐーっとかしげた。「ぬーすぺるまはんてんわーど……？」

「……ユ、ユメ……」シホルがユメの腕を引っぱった。

「ふぉ？　シホル、どないしたん？」

「……ど、どないしたっていうか……」

「どこなんすか、それ」

　クザクがめんどくさそうな口調で訊きくと、ランタは「わははっ！」と笑った。

「聞いて驚くなよ！　ワンダーホールだ……！」
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　たしかに、見知らぬ新しい場所へと踏みだすことがハルヒロたちには必要だったのかもしれない。

　ハルヒロたちはグリムガルの辺境にしがみついている虫のような存在だ。翅はねはなく、どこかに飛んでゆくことはできない。でも、さいわい脚はついている。歩いて進むことはできるのだ。進めば、見たことのない景色が広がっている。無限の空の下、大地は果てしなくつづいているかのようだ。どこまでも行けそうな気がしてくる。

　正直、またダムロー旧市街やサイリン鉱山に通うのかと思うと、気が重かった。とはいえ、それ以外に選択肢がない。調整しつつ、堅実に稼ぐとなったら、やっぱりサイリン鉱山の一層から三層あたりが妥当だろう。ハルヒロはそう考えていた。

　視野が狭かった、と自分でも思う。明らかに行きづまっていたのに、情報収集をすることさえしなかった。

　自分は凡庸なんだとハルヒロは痛感させられた。盗賊として、義勇兵としても並だが、そもそも人として平凡で、発想力がない。ありふれた視点でしか物を見ることができないし、思考を飛躍させられない。地に足がついているといえば聞こえはいいが、飛び跳ねることもできないどころか、ちょっとジャンプしてみたらどうかと思いつきもしない。

　だから、ランタの奇想は貴重だ。ランタを思うままに突っ走らせるのはまずい。でも、ハルヒロが考えつかないようなランタのアイディアは、適度にとりいれるべきだ。

「オッケェーイ……！　風かざ早はや荒こう野や……！　イェーヤァ……ッ！」

　もちろん、あんなふうにアホ全開で荒野に向かって馬鹿みたいな大声で叫んだりすることを真ま似ねしたりは、何があっても絶対にしない。

「ヤッホォォォォォーイ……ッ！　ハロォォォー……ッ！　風早荒野……！　うははははははは……！　すげえ！　テンション上がるな、おい……！　ぎゃはははははは……！」

「一つ、訊いていい？」クザクがランタを指さして、ハルヒロを見た。「ランタクンって、あれで正常ノーマル？」

「まあね……」

「へえ……」

「あん？」ランタが腰から上をぐるっと振り向かせた。「何だ？　今、オレのことディスらなかったか？」

「ディスってないっすよ」クザクは淡々と言った。「ランタクンって、変わってんなーって。それだけ」

「ぐははははは！　褒め言葉だな！　レア万歳……！」

　みんな呆あきれているのに、当のランタはうれしそうだ。ほんっと、幸せなやつだよな。

　だけどまあ、これだけ開ひらけていると、解放感はものすごい。

　ユメとシホルとメリイはさっきから壮大な景観に見入っていて、言葉もない、といった感じだ。

　オルタナの北六キロにあるデッドヘッド監視砦とりでから、まばらな林を小一時間さらに北上すると、広大無辺としか言いようがない草っ原に出る。

　吹きっさらしだからか、風が強い。

　それで、風早荒野と呼ばれているのだろう。

　荒野といっても、荒れ果てているわけじゃない。自然そのままという印象だ。

　一見、真っ平らな草っ原だが、木立もある。起伏だってないわけじゃない。ただ、広すぎて木々も少し背の高い草みたいにしか見えないし、ちょっとした丘は誤差の範囲だ。

　いったいこの荒野はどこで終わるのか。果てなんかないんじゃないのか。

「んー……」手で庇ひさしをつくってあちこちを眺めていたランタが、首をひねった。「でも、いねーな。動物とか。いてもよさそうなもんだけどな」

「そういえば……」

　ハルヒロは目を凝らして見渡してみた。人影どころか、生き物らしい影がまったく見あたらない。不思議といえば不思議だ。

「隠れてるのかな。いや……隠れられるようなところも、そんなに……」

「はっ！」とユメがのびあがって遥はるか遠くを指さした。「なんか、いてる……！」

「え？」ハルヒロはユメの指の先に目をやった。「……どこ？」

「……もしかして」とシホルが呟つぶやいた。

「あれのこと？」メリイも見つけたようだ。

「あぁ」クザクはわずかに顔をゆがめた。「俺、あんま目ぇよくねーからな」

「何だぁっ!?　どこだよ!?」ランタはひたすらうるさい。「どこだ、どこ!?　オレには見えねーぞ!?　気のせいじゃねーのか!?　目の錯覚だろ!?　このオレに見えねーっつーことはそういうことに違いねえ――って、うおおおおおおおおっ……!?　あれか……!?」

「おっ……」

　ハルヒロもそれらしいものを探しあてた。ずいぶん遠くにある茂みか何かの向こうだ。何かいる。何か、何か。何かばかりでどうしようもないが、何しろかなり距離があるので、はっきりしたことは言えないのだ。

「あれ――って……」

「生き物、なのか……？」ランタは糸みたいに目を細くしている。「うーん。動いてるっぽい気もするから、生きてんだろうな……？」

「動いてるなあ」ユメは一応というか、れっきとした狩かりゆ人うどで、弓矢の訓練を積んでいるから、みんなより遠目がきくようだ。「……動いてる。てゆうかなあ、歩いてるかも？」

「……歩いて？」シホルはほとんど杖つえにしがみついている。「じゃあ、二本脚で……？」

「細長い……」とメリイが呟いた。

　ハルヒロの目にも、それは細長いというか、縦長のシルエットに見える。少なくとも、四つ足の獣ではなさそうだ。

「だけどさ……」

　あの茂み。

　問題のそれの手前にある茂みは――本当に茂みなのか。だって、あの茂みもここからそうとう離れている。茂みというか、それなりの高さの樹木が何本か並んでいる林なんじゃないのか。

　ついでに言うと、あの林がある一帯は少し地面が盛りあがって高くなっている。

　それは、小高い丘の上の林の向こうを歩いている、ということだ。

　ハルヒロは目を瞠みはった。

「で、でかくね!?　あれ!?」

「ぬぉわっ！」ランタが大おお袈げ裟さに飛びのいた。「マ、マジだ！　考えてみたら、むちゃくちゃでけーぞ、あれ！」

「にんげん……」ユメがぽつりと言った。「……あれなあ。ユメにはな、にんげんの形、してるように見えるねんけど……」

「いや……」クザクが苦笑いをした。「ないでしょ、それは」

「巨人」と低い声で言ったのはメリイだった。「――聞いたことがある。風早荒野には、巨人が棲せい息そくしてるって」

「ゥオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォ――――――――――イ……ッ！」

　突然、ランタが両手でラッパを作って声を張りあげた。

　何やってんの、おまえ。

　ハルヒロがツッコミを入れるより早く、メリイがランタの後頭部をショートスタッフで殴った。

「ぐぉあっ――って、何しやがるんだ、メリイ、てめえ……！」

「馬鹿じゃないの!?」

「はあ!?　なーにが馬鹿なんだよ！　つーか、太古からのルールで馬鹿っつったやつが馬鹿なんだぞ！」

「巨人がこっちにきたらどうするつもり!?」

「そんときはそんときだろ！　どうってことねーよ！　このオレがいるんだからな！　相手がその気なら、ぶっ倒しちまえばいいわけだし！」

「ほぅゎ……っ」ユメがあとずさりした。「……な、なんかなあ、巨人がな、たっ、立ち止まった……かも……？」

「逃げんぞ！」ランタはそう言うが早いか駆けだした。

　クザクは呆ぼう然ぜんとしている。「……すげー変わり身」

「ああいう人だから……」シホルはため息をついた。

「に、逃げよう！」ハルヒロは腕を振って移動するように皆をうながした。

　ランタの後ろ姿はもうけっこう小さい。なんて逃げ足だ。

　ハルヒロはユメとシホル、クザク、メリイを先に行かせて、しんがりについた。足を止めずに振り返ってみる。巨人は近づいてきているのか。動いていないのか。ハルヒロの平凡な視力ではよくわからない。でも、遠ざかっている感じはしないので、ひとまず逃げたほうがいいだろう。

　西へ。

　西へ。

　ずっと西へ。

　ここから三十五キロくらい西へ行ったところに、辺境軍の寂さびし野の前ぜん哨しよう基地がある。寂し野前哨基地は、先日の双頭の蛇作戦でリバーサイド鉄骨要よう塞さいの攻略を担当した赤蛇隊の拠点となった。基地といいながら、辺境軍関係者以外にも大勢が住みついていて、ほとんど街のような様相を呈しているという。その寂し野前哨基地の近くに、ワンダーホールの入口があるらしいのだ。

　走りながら振り向いたメリイと目が合った。

　今のところは、巨人に追われていると言いきれるような状況じゃない。全力疾走しているわけじゃないから、余裕がある。

「そういえば、メリイ。杖」

「え？」

「どうしたの？　前に持ってたやつと、違うよね？」

「あっ、これは――」

　メリイはちらっと前のほうに視線を投げた。

　ハルヒロの勘違いでなければ、たぶん、クザクのほうに。

「えっと、ちょっと、なくしちゃって……」

「そう……なんだ」

「どうせ、買い換えどきだったから。あれは、あまり実戦向きじゃなかったし」

「あー。今のやつのほうが、殴りやすそう……？」

「そう。そうなの。前のより、形がシンプルだし！　武器としては、こっちのほうが」

「じゃあ、かえってよかったね」

「よかった」

「そっか。よかったよかった。はは……」

　なんだか、うまくごまかされたような。しかしそれにしても、クザクとの間で何があったのか。だいたい想像はつくが、想像したくない。

　たぶん、十五分か二十分ほども駆け足で進んだだろうか。ユメはまだ巨人が遠くに見えるというが、ハルヒロたちは視認できない。もう大丈夫だろうということになって、徒歩に切りかえた。

　そこからは歩いた。草地の上をひたすら歩いた。

　ぱっと見、平らだが、場所によってでこぼこしていたり、硬かったり柔らかかったりするので、歩きやすかったり歩きにくかったりだ。意外と疲れる。

　一応、どこかに寂し野前哨基地へとつづく道らしきものもあるらしい。でも、ハルヒロたちは発見できなかった。方角は間違っていないはずだが、いささか不安だ。

　やがて動物の群れの姿をちらほら見かけるようになった。さっき何もいなかったのは、きっと巨人のせいだろう。大半は草食動物のようだが、その草食動物を狙ねらう肉食動物もいるはずなので、ちょっと怖い。ただ、動物については狩人のユメがある程度学んでいて、知識がある。中には危険な動物も当然いるとはいえ、過剰に恐れる必要はないらしい。

　三十五キロくらいの道のりなら、時速四キロで歩けば九時間足らずで踏破できる。今日中にたどりつけそうな気もしなくはないが、出発前に野営の準備をしておいた。そのせいもあって、オルタナを出たのは昼近くになったから、やっぱり一日では無理だろう。

　やがて暗くなってきたので、野営することにした。といっても、保存食を食べて、毛布にくるまって寝るだけだ。焚たき火びをしようという話も出たが、燃やす物を集めるのが大変そうだったので、断念した。

　夜の帳とばりはあっという間に風かざ早はや荒こう野やを闇やみに閉ざした。もっとも、赤い月が出ているので、真っ暗ではない。真まっ暗くら闇やみじゃないのに、重苦しいほど暗く感じる。

　風は夕方から弱くなった。今はそよ風と言ってもいいくらいだ。

　どこかで獣たちが鳴いている。遠とお吠ぼえのような鳴き声がすると、シホルがユメの名を呼んで、「あの……あれは……？」と尋ねた。

「んー……ツノタテガミイヌかなあ。たしかなあ、狼おおかみの仲間でな、群れで夜に狩りとかするよって、お師匠がゆうとった」

「……あたしたち、狩られる……？」

「どうかなあ。にんげんはそんなに襲われないよって、お師匠ゆうとったけどなあ」

「……そんなに……」

「しぜんにぜったいはないからなあ、気ぃーつけえって、お師匠がな、ゆうとったよ」

「……絶対は、ない……」

「おまえなあ……」ランタは眠そうだ。「不安を駆りたてるようなこと言うんじゃねーよ。シホルはビビリなんだからよ。なあ、ビビリン？　そうだよな？」

「……ランタくんだけ、ツノタテガミイヌに狩られればいいのに」

「あ？　なんか言ったか、ビビリーナ？」

「……何も言ってない。うるさくて眠れないから、黙っててくれる……？」

「はいはいはいはい。わーかーりーまーしーたっ。どうせ眠いしな。ふぁぁぁぁ……」

　大きなあくびをすると、ランタはすぐに鼾いびきをかきはじめた。こういうときは、あの図太すぎる神経が少しだけうらやましい。

　メリイは無言だ。クザクも。寝ているのか、どうなのか。シホルは何度も寝返りを打っているので、寝つけないようだ。ユメは、すー、すぷー、すー、と寝息を立てている。

　ハルヒロは夜が深まるほどにむしろ、目が冴さえていった。だって、ツノタテガミイヌの吠ほえ声は定期的に聞こえるし、たまにそう遠くないところで何かが動いているような気配もするのだ。こんなの、とてもじゃないけど眠れないって。

　だからといって、寝ている仲間を騒いで起こすわけにもいかないから、こ、こわっ、こえーよ、こえーってマジで、と思いながら、じっとしているしかない。

　そして、決定的な出来事が起こった。ツノタテガミイヌの吠え声じゃない。がおおぉ、というような低い、えらく響きのいい音が聞こえたのだ。音というか、声だ。肉食獣。なんとなくだが、おそらくネコ系統の大きな動物だ。

　けっこう近かった、ような気がする。震えていると、また――がぁぁぁおぉ。

「……っ……！」

　やばい。やばいやばいやばいやばいやばいって。きてるきてるきてる。さっきより近いって。マジでマジでマジで。食べにきてる？　食事ですか？　食べられる？　これはあれじゃない？　みんな起こしたほうがよくない？　ていうか、起こさないとまずいでしょ、これはもう。でもなんかこう、動いたら襲われそうな？　かえってそれがきっかけになってガーッときそうな？　今はまずい？　様子を見たほうが？　わからない。どうなんだろ。どうするのが正しいのか。ていうか、動けないんだけど。おっかなくて。いやいやいや。こんなことしてる間にやられちゃうかもしれないわけだし。ハルヒロはダガーとサップを抜こうとした。その前に起きあがったほうが？　でもやっぱり、派手に動いたらやばそうな気がしてしょうがない。起きるなら一気だ。その前に周りを確認しないと。頭をちょっとだけ、あとは目を動かして、周囲を見まわす。わからない。暗い。暗いって。暗いよ。暗すぎ。いない――ように見えるけど。暗くて見えないから、何とも言えない。耳を澄ます。次だ。次の声で判断する。ああああぁあぁぁぁぁぁぁもうランタの鼾、うるさい。静かにしてくれ。頼むから。声。まだか。まだなのか。きた。

　聞こえた。

　……がぉぉ。

　小さい。遠ざかった？　そうらしい。でも安心するのはまだ早い――と思う。たぶん。

　さらに待ってみたが、いつまでたっても声は聞こえない。いいかげん平気だろう。ハルヒロが身体からだを起こすと、その直後、メリイもむっくりと起きあがった。

「……今――さっき、いたでしょ？　何か……」

「う、うん。いた。聞こえた？　声」

「き、聞こえた。怖かった……」

「だよね。お、おれも……ていうか、みんな、ぜんぜん寝てるし……」

「わたし、一睡もしてない……」

「あ、おれも……」

　何しろ暗いのでお互いの顔もよく見えないが、なんだかおかしくなってきて、ちょっとだけ二人で笑った。そうかと思うとまたツノタテガミイヌの吠え声がして、二人ともびくっとした。

「……ハルは、もう大丈夫だと思う？」

　さあ……と言いそうになって、押しとどめた。「――うん。大丈夫だよ」

「……そう」

「寝たら？　おれは、眠くなるまで起きてるし。あー……そもそも、交代して見張りとか立てたほうがよかったのかな。こういうときは」

「そうね」

「ま、おれが眠くて耐えられなくなったら、ランタか誰だれか、起こすよ」

「わたしでも、いいし」

「うん。頼むかも」

「じゃあ、おやすみなさい」

「おやすみ。――あ、メリイ」

「何？」

「あの……」ハルヒロは頭を振って、ため息をついた。「……ごめん。何、言おうとしたか、忘れた」

「そう。……おやすみ」

「うん」

　メリイは横になった。ハルヒロは座ったままでいた。赤い月を見上げていると、なぜだかモグゾーのことが思いだされた。モグゾーともう会えないなんて、寂しい、悲しいというよりも、奇妙だ。そんなわけなくね……？　でも、それが現実なのだ。

　東の空がほんの少しだけ白みはじめたころ、クザクが起きた。

「あれ。なんで起きてんの」

「ちょっと、寝つけなくて。まあ、あと、見張りも兼ねて」

「寝たほうがよくないっすか。見張りなら、俺がやるんで」

　クザクの言葉に甘えて横になった。すぐに瞼まぶたが重くなって、いくらかは眠ることができた。目覚めると、ハルヒロたちは簡単な食事をとって、朝早く出発した。歩きながら昨夜の肉食獣接近の件を仲間に打ち明けたが、笑い話にされた。メリイは不本意そうだった。

　午前のうちに、かなり広くて低い台地にぶちあたった。上がってゆくと、その先が盆地になっていた。

　平ひら鍋なべみたいなその窪くぼんだ土地こそが寂さびし野のだということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　見ると、鍋なべの縁へりにあたる場所のあちこちに小さな塔が立っている。たぶん、見張り台だろう。

　鍋の底にあたる平地には泉がいくつか、それから、濠ほりと柵さくに囲まれた街がある。街。

　街だ。

　決して立派なものではないが、十や二十ではきかない数の建物が並び、その間に道もできている。人の姿も見える。街としか言いようがない。

「ヘッ……」ランタは親指で鼻の頭をこすった。「ついに――とうとう、きちまったな。寂し野前ぜん哨しよう基地」

　かっこつけているつもりなのかもしれないが、まったくかっこよくないし、何か言えばつけあがるだけだ。ハルヒロたちはランタを無視し、鍋の縁から底を目指してそう急でもない斜面を下りはじめた。ランタがワーワーわめいても、振り向く者は皆無だった。

　前哨基地の濠は遠目で見たよりも幅があり、深そうで、泉から引いているらしい水が通っていた。頑丈そうな柵は、土を固めた二メートル以上ありそうな壇の上に築かれているから、そう簡単には乗り越えられそうにない。

　出入口は一つだけのようで、そこには濠の上に橋を架けてあり、狭く途切れた土壇のところに門が設しつらえてあった。

　橋の手前、濠のそばには、天幕が点在している。天幕といってもけっこう大きい、しっかりしたものも目につく。あるいは、義勇兵が寝泊まりしているのかもしれない。

　門の前に辺境軍の兵士たちが立っていた。門のそばにいるのは二人だが、両りよう脇わきの高楼には十人以上の兵士が詰めていて、そのうちの何人かは弩いしゆみの先をハルヒロたちに向けている。えらく剣けん呑のんな様子だが、義勇兵団の団章を見せると、一応、中に入れてくれた。

　基地内は、門からのびる通りの両側に厩きゆう舎しやや兵舎らしき大きな建物が並んでいて、その一帯を抜けると広場になっていた。広場の向こうには小さな砦とりでといった趣の、なかなか堅固そうな、たぶん司令部か何かがそびえている。司令部の周辺にも、軍と関係がありそうな建物がひしめいていた。

　男たちの規則正しい掛け声が聞こえる。どこかで訓練でもしているのだろう。

　あちこちに立っていたり、巡回したりしている辺境軍の兵士は、ハルヒロたちには目もくれないか、たまに侮ぶ蔑べつ的な視線をよこすだけだ。

　でも、兵舎と兵舎の合間を抜けて裏通りに入ると、雰囲気が変わった。天空横丁の酒場のように飾りたてて、それっぽくしている建物がある。けだるそうな女たちが行き交っている。鍛か冶じ屋やがある。屋台が軒を連ねている。露店も出ている。兵舎よりは造りがよさそうな宿屋らしき建物もある。一目で義勇兵とわかる男女が歩いている。屋台先の椅い子すに座って飲み食いしている。商売人たちと商談している。

　そこは市場であり、盛り場であり、居住区でもあるようだ。ざっと屋台を見ただけでも、武具や装飾品の品しな揃ぞろえはそれなりに豊富で、オルタナの市場よりも粒は揃そろっているかもしれない。日用品や食料品のたぐいは少なめだが、それはたぶん、あまり需要がないからだろう。変わったところでは、見たこともない動物を檻おりに入れて売っている商人がいて、ちょっと話してみたら、基地の外には馬や馬ば竜りゅう、鹿しか馬ばといった大型の乗用、運搬用の動物も繋つないであるという。馬などを預かる商売もしているので、遠出する際には是非ご検討を、とすすめられた。各種天幕を売っている店の主は、ハルヒロたちを前哨基地にきたばかりの義勇兵だと見抜いて、しつこく売りこみをかけてきた。

　見物しているうちに腹が減ってきたので、とある屋台で昼食をとった。野趣あふれる串くし焼やき肉はなかなか美味で、酸っぱい果汁を混ぜた水もまずくはない。

「暮らせちまうな。ここで」

　というのがランタの感想で、これにはハルヒロも同意するしかなかった。

「あんなあ」ユメの表情もほわほわと明るい。「ユメ、さっき聞いたんやけどなあ、ここにはお風ふ呂ろ屋やさんもあるんやて」

「それは重要」メリイが力強くうなずいた。

「……うん」シホルの顔つきは真剣そのものだ。「一日、身体が洗えないだけでも……正直、気持ち悪いし……」

「女子はなぁ」クザクがぼんやりと言った。

「ハッ！　めんどくせーな、女は！」ランタは、ガハハ、と笑った。「オレなんか、十日でも一ヶ月でも平気だぜ!?　身体なんか洗わなくたって、死にゃしねーっつーの！」

「ゆうてもなあ、くっさくなったら、やっぱりいややんかあ」

「何だ、ユメ。おまえ、放っといたら、そんなに臭くなんのかよ？　どらどら！　試しに嗅かがせてみろ！」

「かがせるわけないやろ、ばかぁっ！」

「んんー？　さてはおまえ、今の時点ですでにそうとう臭ぇーな？」

「ちゃうわあ！　まだくっさくなってないもん！」

「だから、オレがチェックして第三者的な観点から公正な判断を下してやるっつってんだろ。だいたい、自分ではわかんねーもんなんだからよ。臭ぇーかどうかなんて」

　メリイがいきなりユメの首筋に顔を近づけて鼻を寄せ、くんくん嗅いだ。「臭くない」

「ひゃおっ!?」ユメはくすぐったかったのか、すっとんきょうな声をあげた。

「あ――」メリイはユメから離れた。「……ごめんなさい」

「ん、んーん、そんな、謝らんでもなあ」ユメはなぜか照れくさそうだ。「ちょっと、びっくりしただけやしな。でも、ユメ、くっさくなくてよかったわあ」

「オレを差し置いてなぁーに楽しそうなことやってんだおまえら！」ランタが両手をわきわきさせた。「オレも交ぜろ！　つーか、オレを交ぜろ！　かき交ぜさせろ……！」

　空腹を満たしたら、いよいよワンダーホールに行ってみようということになった。ただし、恥ずかしながらハルヒロたちは、ワンダーホールの入口が寂し野前哨基地にある、ということしか知らない。ランタが何人かの義勇兵をつかまえて訊きいてみたが、けんもほろろに追い返された。顔見知りだったり酒でも奢おごったりしなければ、たいていの義勇兵はそこまで親切じゃない。こんなものといえばこんなものか。

「誰か、知りあいでもいればいいんだけど」ハルヒロはあたりを見まわした。「……あ」

　いた。

「おっ」ランタも気づいたようで、手を振りはじめた。「おーい！　シノハラさーん！　どもどもーっ！　元気っすかぁーっ！」

　白いマントを身につけた一団が向こうのほうから歩いてくる。先頭のやさしげな顔をした男がこっちを見て、にっこりと笑った。

　シノハラはオリオンという名の知れたクランのリーダーだが、とにかく物腰がやわらかい人格者だ。そんなシノハラに率いられているだけあって、オリオンの人たちは総じて感じがいいし、きちんとしている。そうはいっても、ランタの傍若無人な振る舞いには眉まゆをひそめる者もいたが、シノハラは怒っていないようだ。

「やあ。ここにいるということは、きみたちもいよいよワンダーホールですか」

「イエースッ！　アイドゥゥーッ！」

　ランタはなんだかよくわからないが敬礼らしい身振りをした。完全に舞いあがっている。本当に馬鹿すぎて、恥ずかしいことこの上ない。

「てことは、シノハラさんもオレらと同じくワンダーホールに!?　いやあ、そりゃまた奇遇っすねえ！」

「いえ。私たちは別口です。お嘆なげき山やまに用がありまして」

「お嘆き山……」

　ハルヒロは呟つぶやいた。聞いたことのない地名だが、おどろおどろしい響きだ。いったいどんな場所なのだろう。いつかハルヒロたちも行くことがあったりするのか。

「おや」シノハラはクザクを見た。「きみとは初めてお目にかかりますね。私はオリオンのシノハラといいます。初めまして」

「あぁ」クザクはへこっと頭を下げた。「どうも。クザクっす」

「そうですか」シノハラは一度、瞑めい目もくして、そっと息をついた。「たしか、きみたちも青蛇隊の一員として双頭の蛇作戦に参加したのですよね。青蛇隊は辺境軍の死者こそ六名と多くなかったようですが、二十三名もの義勇兵が命を落としたと聞き及んでいます」

「わたしが、よくなかったんです」メリイがまっすぐシノハラを見つめて言った。「神官として、絶対にやってはいけないミスを犯した。そのせいで、彼を死なせてしまった」

「メリイ……」

　短髪で目の細い男が進みでてこようとして、やめた。ハヤシ。かつてメリイの仲間だった男だ。

「ですが、きみはここにいます」シノハラはメリイの肩に手を置いた。「立ち止まらず、前を向いて、歩いてきた。よい仲間をえましたね、メリイ」

「……はい」

　メリイはうつむいた。その背中が小刻みに震えている。抱きしめてやりたい。ハルヒロはふとそう思って、そんな自分にうろたえた。ないって。ないない。抱きしめるとか。柄がらじゃないし。自分の役目じゃないような気もする。だって、ハルヒロとメリイの間には、何もないのだ。

「えーと、シノハラさんも」ハルヒロは咳せき払ばらいをした。「お疲れさまでした。リバーサイド鉄骨要よう塞さい攻略戦。くわしくは知らないんですけど、勝ったんですよね」

「お陰様で、完勝でした」

　シノハラが瞬間、皮肉っぽい笑みを浮かべたように見えた。ただ、あくまで一瞬だ。シノハラらしくない表情だし、ハルヒロの気のせいかもしれない。

「赤蛇隊は逆に、辺境軍は手痛い打撃を受けましたが、義勇兵の死者がとても少なかったのです。ソウマたち暁連DAY BR隊EAKERSの活躍がじつに大きかった。私たちオリオンも、彼らのおかげでだいぶ楽をさせてもらいました」

「かーっ！　ソウマかあ！」ランタは天パを掻かきむしりながら地団駄を踏んだ。「やっぱすっげーんだな、ソウマは！　暁連DAY BR隊EAKERSかあ！　くぅぅーっ……！」

　シノハラは口くち許もとを押さえて微笑ほほえんだ。相手はランタなのに、無邪気な子供を微笑ましく思っているかのような顔つきだ。

「ソウマは最近、ここを拠点にしているようです。ひょっとしたら、どこかで行き会うかもしれませんよ」

「おぉぉぉーっ!?　マジっすか!?　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉーっ！」

「うるさいよ、おまえ……ほんとに……」ハルヒロはため息をついて、シノハラに向きなおった。「――そうだ。シノハラさん、じつは教えてもらいたいことがあるんですけど」

「何でしょう。私にお答えできることならいいのですが」

「えっと……」

　ハルヒロは手で頬ほおをこすりながら、オリオンの面々をざっと見まわした。男も女も、ほとんど全員、落ちついた眼まな差ざしを返してくる。年齢関係なしに、頼もしいお兄さんお姉さんたち、といった感じだ。

　翻って、うちは――まあ、ランタが一人で品位を下げまくっているような気もしないではないが、ハルヒロをふくめてシホルもユメも、後輩のクザクも、メリイでさえも、オリオンの人たちより幼い。未熟感がにじみ出るどころかあふれすぎていて、いっそすがすがしいほどだ。いや、すがすがしくない。むしろ、せつない。

　ワンダーホール目指して寂さびし野の前ぜん哨しよう基地までやってきたのだって、ほとんど勢いみたいなものだ。

　あげくの果てに、ごく基本的なことを知らなくて、シノハラに尋ねようとしている。

　いいのかな、これで。

　でも、聞くは一時の恥聞かぬは一生の恥、というし、これ以上、時間を無駄遣いしたくない。

「……ワンダーホールって、どこにあるのかなって」
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　ワンダーホール。

　誰だれが呼んだかワンダーホール。

　いつの間にやらワンダーホール。

　ワンダーホール。

　たとえば、風かざ早はや荒こう野やに一匹の超巨大なモグラがいたと想像してもらいたい。超巨大モグラも所しよ詮せんはモグラなので、当然、トンネルを掘る。超巨大モグラだから、掘るトンネルも巨大だ。

　その超巨大モグラが巨大なトンネルを掘りはじめた地点が、寂し野前哨基地の北約一・五キロのところにあると思ってほしい。

　トンネルの入口は垂直じゃない。斜めだ。超巨大モグラはずいぶん昔にその巨大なトンネルを掘ったようで、斜面は青々と草に覆われている。

　超巨大モグラの巨大なトンネルがどこまでつづいているのか、どんな具合に広がっているのか、正確なところは誰も知らないらしい。迷路のように入り組んだそのトンネルは、果てがないんじゃないかと思えるほど、めちゃくちゃ広大らしい。

　それでここは、ワンダーホール。びっくり穴、あるいは、不思議な穴と呼ばれている。

　一説によると、ワンダーホールの深部は異世界に繋つながっているのだという。そのせいでワンダーホールには、他ほかでは見られない奇妙な生き物、恐ろしい生き物が棲せい息そくしていて、独特の生態系を形成しているのだとか。

　また、グリムガルの辺境における勢力争いに敗れてワンダーホールに逃げこんだ獣、怪物、異種族もいて、彼らは彼らで独自の発展、発達を遂げているらしい。

　ワンダーホールはもちろん、超巨大モグラが掘った巨大トンネルなんかじゃない。あくまでそれはたとえ話だ。じゃあいったいどうやってできあがったのか。鍾しよう乳にゆう洞どうや溶岩洞などの洞どう窟くつや、地割れ、渓谷などが、自然現象や生き物の活動によって徐々に接続されていった結果、今の形になったのではないかという説が有力のようだ。

　ワンダーホールは謎なぞに満ちている。

　長年にわたってその全体図を作成する試みも行われてきたが、いまだ果たされていないという。

　ワンダーホールはあまりにも広すぎる。

　場所によっては、冒険慣れしている探検家や熟練の義勇兵にとってすら、危険すぎる。

　しかし、ワンダーホールに足を踏み入れる者はあとを絶たない。

　探検家は冒険心に駆りたてられ、今日も未踏の地を求めて歩を進めるのだろう。

　そして、義勇兵にとっては、リスクを冒すだけの価値があるのだ。

「きたな……」ランタはごくりと唾つばをのみこんだ。「きちまったな、ワンダーホール」

　ランタにしてはおとなしい。まあ、それもそのはずで、この入口付近の眺めはなんというか、わりとのどかだ。

　正直、もっとこう、獰どう猛もうそうな、見るからにやばそうな生き物が待ち構えていたりするんじゃないかと想像していたので、拍子抜けした。

　ワンダーホールの幅はゆうに百メートル以上ありそうで、すっごいなー、でっけーなー、という感動はあるのだが、その斜面になんと、鶏がいる。

　いや、鶏じゃないか。鶏にしては太っている。丸々と肥えていて、大きい。ぱっと見、人間よりも大きそうだから、鶏の変種ということもないだろう。おそらく、鶏に似た別の生き物だ。

　その大鶏モドキが、あちこちに座ったり、とたとた歩いたりしている。

「何、これ……」

　ハルヒロは思わずありのままの感想を口に出してしまった。

「なんか……」クザクは目を細めた。「牧歌的だな」

「にわとりさん、かわいいなあ」ユメはにこにこというか、によによしている。

　シホルは身を震わせた。「……でも、ちょっと怖い」

「うん」メリイがうなずいた。「大きいと、変にリアル」

　変にリアルも何も、そこにいて生きているわけだから紛れもなくリアルなのだが、メリイの言いたいことはなんとなくわかる。蠅はえだとか蚊といった虫のサイズが数倍、十倍にもなって、細かいところまではっきり見えたとしたら、かなりグロい。それが鶏でも、気持ちのいいものじゃない。たぶん、そういうことだろう。

「まっ、ワンホーはアレだからな」とランタはむかつく訳知り顔で言った。「入口らへんはだいぶソフトで、そっからだんだんハードになってくっつーアレみてーだからな。仕様っつーの？　まだ中に入ってもねーわけだし、こんなもんだろ」

「いいけど、ワンホーって何だよ……」

「ああ!?　ヴァッカ、パルピロおまえ、そんなのワンダーホールの略に決まってんだろ。わかるだろうが、それくらい。常識的に考えて」

「人並み外れて常識ないやつに言われてもな……」

「アホか。オレほどの常識人が世界にどのくらいいると思ってんだよ。絶無だぞ、絶無。オレはキング・オブ・常識だっつーの」

「おまえ、常識って言葉の意味、わかってないだろ」

「知ってるっつーの。非常識の反対だろ？」

「もういいよ……」

「ああそうだな！　おまえなんかと話してても時間の無駄だ！　よし、やるか……！」

　ランタが兜かぶとを装着して、てけてけと走ってゆく。

　ハルヒロは目をしばたたかせた。「……え？　は？　おまっ、なっ――」

「……うぁ」クザクはクローズヘルムを被かぶり、バイザーを下ろした。「マジか」

「ふぇ……？」ユメは唇に人差し指をあてて首をひねった。

「……信じられない」と言いながらも、シホルはもう身構えている。

　メリイが叫んだ。「やめなさい、馬鹿……！」

　遅かった。

「つぅぅぅぅぅぅええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇい……！　射出系リープアウトォォォォォ……ッ！」

　ランタは地べたに座っている大鶏モドキめがけて猛然と突進した。

　鋭く振りおろされたランタのロングソードが、物の見事に大鶏モドキをとらえる――かと思われた。

「ギュエッ！」

　ところが、大鶏モドキはすんでのところで跳びあがり、羽をバサバサさせた。

「ぬぉっ……!?」

　ランタは空振りして、大鶏モドキを見上げた。そう。見上げたのだ。

「――飛べんのかよ……!?」

「ヴギャギャギャギャギャア……！」

　大鶏モドキはたぶん必死で、激しく羽を動かしている。現在の高度は三メートルくらい。でも、そのあたりが限界なのか。大鶏モドキは空中で後退しながら降下している。

「くははっ！　思ったより楽しませてくれそうだな……！」

　ランタはまだ着地していない大鶏モドキに詰めよって斬きりかかる。大鶏モドキは手を出す代わりに足を出した。キック。キックだ。

「ギュギャギュギャギュア……！」

「うお！　ずお！　どぉれぇ……！」

　ランタのロングソードと大鶏モドキの脚がぶつかる。ガツガツ衝突する。血が飛び散る。でも、斬れてはいない。どうやら、大鶏モドキの脚はかなり硬いようだ。

「やるじゃねーか……！」

「ギュエエェッ！」

　大鶏モドキは地面を蹴けって、またキックを放つ。今度は空中でのキックとは違う。勢いをつけた強キックだ。

「ぐぉへ……っ!?」

　ランタはロングソードで迎え撃ったが、押された。吹っ飛ばされる。

「一応、盾役タンクは俺だからさ……！」

　クザクがランタと大鶏モドキの間に割って入った。

「ギュギャギャギャギャアッ！　ギャギャギャギャギャア……ッ！」

　大鶏モドキはジャンプして蹴る。右足で蹴る。左足で蹴る。脚を回転させるようにして矢継ぎ早に蹴りまくる。

「おっ。おおっ。すげっ。うっわっ」

　クザクは盾でなんとか防いでいるが、完全に腰が引けている。いつ押しきられて体勢を崩してもおかしくない。

「よしクザク、おまえはやられ役だ……！」

　ランタはクザクを矢面に立たせておいて、大鶏モドキの側面、あわよくば後ろに回りこむつもりか。

「ハル……!?」

　メリイがハルヒロのほうを見た。わかってるって。指示だろ。指示。出さないと。くそ。ランタめ。勝手に始めるから。というか、大鶏モドキなんか倒してどうするんだ。肉は食べられそうだけど。解体するのが大変そうだし。いやいや、今はそんなことを考えている場合じゃない。

　ハルヒロは周囲をざっと見渡した。他の大鶏モドキたちは距離を置いて様子見しているようだ。薄情だな、大鶏モドキ。でもとりあえず、袋ふくろ叩だたきにされる心配はなさそうだ。今のところは。注意しておかないとまずいだろう。

「クザクはそのまま耐えて！　おれとランタ、ユメで囲む！　メリイはシホルを！　魔法は温存で……！」

　ハルヒロはダガーとサップを抜いて駆けだした。ランタはもう、大鶏モドキの背後をとろうとしている。

「――何にせよ、オレが決める！　暗黒よ、悪徳の主しゆよ！　暗黒闘気ドレツドオーラ……！」

　ランタは暗黒魔法を発動させて黒っぽい紫色の靄もやみたいなものをまとった。暗黒闘気ドレツドオーラ。暗黒騎士を全体的にパワーアップさせる魔法らしいが、最初から使えよ、それ。

「つっ……」

　クザクはこらえている。だけど、雑だな、身体からだの使い方が。上背がありすぎて、バランスが悪いのか。盾も剣も身体から離れすぎていて、バラバラで、チグハグだ。隙すきがありすぎる。あれで盾役タンク――大丈夫なのか……？

　それでもどうにかこうにか我慢している間に、ランタが真後ろから大鶏モドキに斬りつけた。

「憎悪斬ヘイトレツドォォォ……ッ!?」

「ギュエエッ……！」

　大鶏モドキは、また飛んでランタの斬ざん撃げきをよけた。やっぱり三メートルくらいだが、ランタがロングソードを振りあげても微妙に届かない高さだ。

「ふちゃっ……！」

　ユメがすかさず矢を放った。狩かりゆ人うどのくせに、ユメは弓矢が得意じゃなかったはずだ。でも、命中した。飛んでいる大鶏モドキの胸に。

「やたっ」

　ユメは歓声をあげたが、大鶏モドキはびくともしない。だいぶ肉厚そうだし、矢の一本や二本食らったところで痛くも痒かゆくもないのか。

「顔に当てろよ、顔面に……！」

　ランタはロングソードを振りまわしながら、飛び下がってゆく大鶏モドキを追いかける。クザクもどたどたとついてゆく。

　大鶏モドキは着地すると、今度は走りだした。

「ギュエエエエエエエエエエエエエエエェェェェェェェェェェェェェェェェェェ……！」

「に、逃げ……!?」

　ハルヒロは呆あつ気けにとられた。同時に、無理だ、と思った。つかまえられない。だって、速い。すごい速さだ。

「こら、おい、待てこの……！」

　ランタは追おうとしているが、どんどん離される。クザクは突っ立っていて、ユメは弓に矢をつがえた。

「ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト……！」

　シホルが呪じゆ文もんを唱えた。新しく覚えた魔法だ。影魔法ダーシユマジツクじゃない。電磁魔法フアルツマジツクの雷電ライトニング。

　閃せん光こう。そして、紙を引き裂いたときの音を何十倍、何百倍にも増幅させたような轟ごう音おん。

　雷だ。雷が落ちた。疾駆する大鶏モドキの、足あし許もとに。

　つまり、外れた。

「うにゃあっ……！」

　間髪を容いれず、ユメが矢を射った。これはかすりもしなかった。

「くっそぉぉぉええええぇぇぇぇぇぇあああぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　ランタはまだ走っている。

　わざわざ止めるのも馬鹿馬鹿しい。

「……もとはと言えば、あいつがいきなりおっぱじめたんだし」

「うぉ……」クザクはうなだれて、頭を振った。「冷や汗かいた。あんなのと戦やったことねーし……」

「問題はそれだけじゃないと思うけど……」

　ハルヒロはつい呟つぶやいてしまった。クザクはバイザーを上げてこっちを向いた。

「え？」

「いや――」

　言いたいことはある。言ったほうがいいような気もする。でも、呆あきれ果てるほど馬鹿馬鹿しくはあっても、ランタを放ってはおけない。

「おい！　ランタ！　もう戻ってこいって！　無意味なことするな……！」

「――うっせっ、黙れっ、パラピリョン……！」

　返ってきたのは罵ば声せいだったが、さすがのランタも自分の愚かさを悟ったようだ。あるいは、疲れたのか。そっちの可能性のほうが高そうだ。ランタはようやく立ち止まった。

「……ごめんなさい」シホルは小さくなっている。「……魔法、当てることができなくて。言い訳だけど、電磁魔法フアルツマジツクにはまだ、慣れてなくて……」

「うなぁー」ユメが大きく顔をしかめた。「一本は当たったけど、きかなかったあ」

　メリイは人生が終わってしまったかのような、ひどく暗い顔をしている。途方もなく落ちこんでいるみたいだ。

「……かけられなかった……光の護法プロテクシヨン……」

　光の護法プロテクシヨンについては、メリイにとって心的外傷トラウマになっている。やばい。

「や、今のはメリイのせいじゃ――」

　慌てて慰めようとしたら、諸悪の根源が「っきしょーっ！」とかなんとか言いながら引き返してきた。

「もうちょっとだったのに、誰だれかさんが止めやがるからよ！　余計なことしやがって！」

「おまえな……」

　余計なことってそれおまえのためにある言葉だろっていうかおまえだけのためにあるような言葉っていうかおまえの存在自体余計だろいいかげんにしろよもう何度も何度もふざけるなってほんとに毎度毎度そろそろ息絶えろよそうなってもぜんぜんこっちはかまわないっていうか大喜びだからマジで。

　この思いをすべて叩たたきつけてやりたいのは山々だが、言ったところでランタは変わらないだろう。ハルヒロが何か言えばどうせランタは言い返してきて、喧けん嘩かになって、疲労困こん憊ぱいするのはこっちだろう。そうはいっても、注意しておかないといけないことはある。

「今後、大鶏モドキには手を出すな。ていうか、無断で突っこむの禁止な」

「生意気なこと言ってんじゃねえ。何様のつもりだ、おまえ」

「禁止な」

「何様のつもりなんだって訊いてんだろ。答えろよ」

「禁止な」

「同じことしか言えねーのかよ。鸚おう鵡むか。鸚鵡ですか。鸚鵡なんですか、おまえは。だったら今度からおまえのこと鸚鵡って呼ぶからな。覚悟しとけよ、こら」

　ハルヒロはぶん殴りたいのを懸命に我慢して無視した。ハルヒロのスルー能力のレベルが一か二は上がった。

「……よく耐えられんね」クザクが呆れたように言った。

「いつもの、ことだから……」とシホルが苦笑いをした。

　ユメは下唇を突きだして、いやそぉーな顔をしている。「それでもなあ。むかむかするもんは、むかむかするけどなあ」

「あの！　みんな、集まって」メリイが手をあげた。「光の護法プロテクシヨン、かけるから。今度こそ、切らさないようにしないと……」

　ハルヒロたちはただちにメリイの周りに集合したが、ランタだけはだらだらしている。

「しょーがねーなあ。まったくよお。ほんっと、しょーがねえ。マジで。マジで」

　さすがに、いいから早くしろよ、と怒鳴りつけてしまいそうになったが、ハルヒロは思いとどまった。

「あ」

「ん？」ランタは振り返った。「……お？」

　地鳴りのような音がする。ものすごい勢いだ。駆けてくる。大鶏モドキだ。胸に矢が一本、突き刺さっていて、脚が血まみれだから、さっきのやつだろう。

　大鶏モドキが跳びあがった。

「ギュエエエエエエエエェェェェェェェ……！」

「おおおおぉぉぉ……!?」

　炸さく裂れつした。

　大鶏モドキの飛とび蹴げりが、ランタの胸に。

「どごぉあっ……!?」

　クリーンヒットだ。ランタはひっくり返った。つい、ざまーみろ、と思ってしまった。

「光よ、ルミアリスの加護のもとに……光の護法プロテクシヨン！」

　メリイが魔法を使うと、ハルヒロたちの左手首に光る六ろく芒ぼうが浮かびあがった。

「逃げたんじゃなかったのかよ……！」ハルヒロはダガーとサップを構えた。「やるしかない！　クザク……！」

「あぁ！」クザクが盾を前に出して大鶏モドキに突っこんでゆく。

　ユメは弓に矢をつがえた。「ユメ、やっぱり剣けん鉈なたのほうがいいかなあ!?」

　知らねーよそんなのわかんねーって、と本音を吐くわけにもいかないので、ハルヒロはとりあえず「弓でいい！」と言っておいたが、いいのか本当に。どうなんだろ。

　シホルがまた雷電ライトニングの魔法を放ったが、今回も外した。ランタは起きあがらない。頭だけ持ちあげて、チラッ、チラッ、とメリイのほうを見ているので、治療してくれオレにやさしくしろアピールだろう。クソが。ユメの矢も当たらない。クザクは盾で大鶏モドキのキックを受け止めるだけで一杯一杯だ。大鶏モドキは飛んで、跳ねまわって、一向につかまえられない。グダグダだ。
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　――課題は明確だ。

　まず、ランタの暴走をなんとしても抑える。あのクソが好き勝手に行動すると、例外なくとんでもないことになるから、これはパーティのリーダーであるハルヒロがどうにかしないといけない。できなければ、責任を果たせていないということになる。ランタという狂犬に首輪を嵌はめて、言うことを聞くように躾しつけなければならないのだ。困難きわまりないミッションだが、やるしかない。

　それから、クザク。

「まぁ、じつは盾役タンクって、やったことなくて」

　というのが、クザク自身の弁だ。

「俺が前いたパーティ、戦士が二人いたんで。そいつらが盾役タンクっぽい感じで。俺は補佐っていうか。一歩下がって、みたいな。自分が一番前にいるって状況に、慣れてるわけじゃないっていうか。正直、けっこう怖いっすね」

　怖いのはしかたない。でも、盾役タンクがでんと構えていてくれないと、後ろが動きづらい。

　さしあたって、クザクには一つの仕事に集中してもらうことにした。聖騎士には、盾で敵の攻撃を防ぎ止める盾受ブロツクというスキルがあるらしい。それに専念させる。

　盾受ブロツクはただ盾で相手の武器を受けるだけじゃない。タイミングをあわせて引いたり押したりして、うまくいけば相手の体勢を崩したり、次の攻撃を遅らせたり、反撃に繋つなげたりすることができる。

　クザク曰いわく、前のパーティのときは盾役タンクじゃなかったので、そもそも盾を持ってさえいなかったという。盾受ブロツクも最近覚えたので、実戦で意識的に使う余裕がまだない。それでは困るので、クザクには盾受ブロツクを身体からだに叩きこんでもらう。ハルヒロが思うに、盾持ちの聖騎士にとって、盾受ブロツクは基本中の基本で、おそらく戦術の軸になるスキルだ。当面、攻撃は一切考えなくていい。盾受ブロツクだけに集中してもらう。

「つぅ……っ！　くっ！　む……っ！」

　クザクが盾で必死に棍こん棒ぼうを防いでいる。棍棒を振るっているのは、背が低くて鼻が大きくてまん丸い目の人間――ではない。人間に似た姿の生き物だ。みんな棍棒を持っているし、性別はどうやら男らしいから、仮に棍棒丸とでも呼ぶことにする。みんな。そう。棍棒丸は一人じゃない。クザクが相手にしている棍棒丸Ａの他ほかにも、複数いる。

「ええい！　ちょこまかと……！」

　ランタは棍棒丸Ｂをロングソードで斬きり刻もうとして、果たせずにいる。棍棒丸は小柄で、なかなかすばしっこいのだ。

「――力も、強い……！」

　ハルヒロは棍棒丸Ｃの棍棒を蠅叩スワツトして、蠅叩スワツトして、蠅叩スワツトしている。

　あの棍棒、木製なのか。それとも、何か別の素材でできているのか。硬くて、重い。

　棍棒丸の背丈はせいぜい一・二メートルといったところか。そんな体格で、一メートルはありそうな棍棒をぶんぶん振りまわすのだから、すごい筋力だ。

　短いワンピースみたいな粗末な服を着て、腰を紐ひもで縛っているだけで、靴も履いていない。人間並みの知能はなさそうだが、不意を打つくらいの狡こう猾かつさはあるようだ。

　こいつらは、ハルヒロたちが例の大鶏モドキをなんとか殺してワンダーホールに入りこみ、どでかい洞どう窟くつみたいな一本道をしばらく進んだら、突然、後方の横穴から飛びだしてきた。ハルヒロたちをいったんやりすごして、後ろから襲いかかってきたのだ。

「ごめんなあ！　矢ぁはむりかもしれん！　ちっこくてなあ！」ユメは弓をしまって、剣鉈を抜こうとしている。

「さっさとしろよ、ヴォケッ！」

「うっさいわあ、バカランタぁっ！」

「何だと、こら……！」

「――ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト……！」

　シホルが呪文を唱えて雷電ライトニングを発動させた。狙ねらうは、クザクを攻めまくっている棍棒丸Ａだ。雷が落ちた。

「グギャッ」

　当たった。いやでも、棍棒丸Ａを直撃したわけじゃない。棍棒だ。棍棒丸Ａが持っている棍棒に落雷した。

　棍棒丸Ａはとっさに棍棒を手放して、跳び下がった。

「懲罰の一撃パニツシユメント……ッ！」

　すかさずクザクが踏みこんで、斜めにロングソードを振りおろす。モグゾーが決め技にしていた通称どうも斬ざん、憤怒の一撃レイジブローと剣の軌道は似ているが、盾を手て許もとに引きよせて身体の半分を守りながらの斬ざん撃げきなので、隙すきは少ないものの威力は劣りそうだ。あと、防御の意識があるせいか、技の出がやや遅い。

　そのせいか、棍棒丸Ａはさらに飛びのいて、クザクの懲罰の一撃パニツシユメントをよけた。転がって、棍棒を拾う。起きあがって、またクザクを攻撃しはじめた。

「っそ……！」

　クザクは悔しそうだが、気持ちを乱すとよくない。

「慌てるな！　今までどおり……！」

　ハルヒロは声をかけながら、相も変わらず蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。すっかり蠅叩スワツト慣れしてきて、蠅叩スワツトしつつ他に注意を向けられるようになってきた。だけど調子に乗るな。慣れたと思ったときがやばい。自分を戒めながら、狂犬をけしかける。

「ランタ！　何やってんだ！　そんなやつに手こずって！　口だけかよ……！」

「カッチーン」

　ランタはキレたようだ。そうこなくちゃな。

「うぉーらららららららららららららららららららららららららららぁぁぁぁぁ……！」

　攻める。射出系リープアウトで前に、斜めにすっ飛んで、棍棒丸Ｂを攻めたてる。棍棒丸Ｂは棍棒でランタのロングソードを弾はじこうとするが、追っつかない。

「ウギャッ。ギャッ。ギャヒッ」

「うけけけけけけけけけけけけぇぇ……！　死ね死ね死ね死ね死ね死ねぇぇぇい……！」

　ランタは棍棒丸Ｂを押しきりそうだ。

　ユメが剣鉈を手にクザクのヘルプに入った。シホルはどうするか考えているのか。メリイは自分の左手首を確認した。光の護法プロテクシヨンが切れていないかチェックするのはいいが、頻繁すぎるような気もする。あとで話しあったほうがよさそうだ。

「――そろそろ、おれも……！」

　蠅叩スワツトをしまくっていたせいで、棍棒丸Ｃの攻め手はもう読めている。連続攻撃の際、右、右、左、右、右、左と繰りかえす癖もハルヒロはつかんでいた。右、右、左と、次の右までの間につけこめそうだ。――よし。やってみる。棍棒丸Ｃが右から棍棒を振ってきて、ハルヒロは蠅叩スワツト。また右から。蠅叩スワツト。そして左。蠅叩スワツト。次は右。今だ。

「膝砕シヤター……！」

　ハルヒロはぐっと身体を前に進ませて、棍棒丸Ｃの膝ひざを踏みつけるように蹴けった。実際に膝が砕けるほど強く蹴ったわけじゃないし、そんなことをする必要はない。棍棒丸Ｃの動きが一瞬、止まった。それだけで充分だ。

「決める……！」

　強襲アサルト。

　ハルヒロは右手のダガーと左手のサップで棍棒丸Ｃを滅多裂きにして、滅多打ちにする。棍棒丸Ｃが苦し紛れにでも棍棒を振りまわしたら、ハルヒロはたぶん、かわせない。やられる。重い一撃を食らったら、ただではすまないだろう。あたりどころが悪ければ、致命傷を負う可能性だってある。恐ろしい。おっかなくて、ひりひりする。この恐怖を乗り越えるのだ。たとえやられても、相討ちに持ちこむ。道連れにしてやる。

　棍棒丸Ｃは尻しり餅もちをついて、棍棒を放り投げ、両腕で頭を庇かばおうとして、庇いきれなくなり、やがて倒れて四よつん這ばいになって、それでも斬られ、殴られて――とうとう動かなくなった棍棒丸Ｃを見おろして、ハルヒロはため息をつこうとした。できなかった。ため息なんて、無理。呼吸が大変なことになっている。

　汗もひどい。目に入って、染みた。首を振ると、汗の雫しずくが飛び散った。

「……よ、弱めの相手にしか、つ……使えない、な、これ……」

　危なすぎる。それに、あまりにも消耗が激しすぎる。これでは、追いこまれたとき、最後の手段として繰りだすというのはありというか、そうするしかないような状況はありうるだろうが、切り札にはならない。自分の力が相手を上回っていて初めて、強襲アサルトは勝負を決定づけられる。一発逆転の妙手にはなりえないだろう。

「……世の中、そんなに……あ、甘くないって、ことか……」

　ランタは棍棒丸Ｂの首を「ちょーん……！」と刎はねるところまではいかないまでも、半分叩たたき折ったところだった。クザクとユメは棍棒丸Ａを圧倒している。あっちも時間の問題だろう。よし、なんとか――とはいかないようだ。世の中、本当に甘くない。

「メリイ！　シホル！　後ろ……！　なんかくる……！」

「え……!?」

　メリイは振り向くなり、ショートスタッフを横様に振った。メリイとシホルに迫ろうとしていた、小さな――背丈は棍棒丸よりも低そうな、毛むくじゃらの生き物たちが、いったんササッと逃げ散ったが、また攻めかかってきそうな構えを見せている。あれはいったい何だ。猿？　違うか。体形は猿というよりも人間に近くて、尻尾しつぽもない。顔まで毛で覆われている。とはいえ、人間と呼ぶのはためらわれる、尋常じゃない毛の多さなので、毛猿といったところか。

「三匹……！　ランタ！　新手だ！　おれとおまえとメリイで一匹ずつやるぞ……！」

「おうよ！」

「ええ……！」

「クザク、ユメ！　早く片づけて……！」

　ハルヒロはそう叫びながら毛猿Ａめがけて突っ走る。身体、重っ。だめだな、強襲アサルト。実戦だと練習の倍は疲れる。これじゃあ使い物にならない。一ゴールド二十シルバーも払ってバルバラ先生に教えてもらったのに。

　とにもかくにも毛猿Ａに迫る。毛猿Ａが両腕を振りまわしてきたので蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。爪つめか。長くて鋭くて硬い爪だ。パワーは棍棒丸のほうが上だが、素早さは毛猿に軍配が上がる。というか――こいつ、めちゃくちゃ素早くないか。身体のバネがすごい。助走なしで、地面を両手で叩いて二メートルも三メートルも跳ぶ。

「ジャンプ力、半端じゃない！　気をつけろ……！」

「おまえが気をつけろっつーの……！」

　ランタも排出系イグゾーストだの射出系リープアウトだので跳びまわる系だから、毛猿Ｂとの勝負はお互いビョンビョン跳ねてわけがわからないことになっている。

「っ……！」

　メリイは毛猿Ｃをショートスタッフでとらえようとしているが、なかなかうまくいってはいないみたいだ。

「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　と、シホルが杖つえでエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えた。影のエレメンタルが飛んでいって、地べたに固着する。位置はメリイと毛猿Ｃのちょうど間くらいだ。影縛りシヤドーボンド。さすがシホル。ナイスだ。

「アキャッ……!?」

　毛猿Ｃが影のエレメンタルを踏んだ。足がくっついて、動けない。

「強打スマツシユ……！」

　メリイはショートスタッフをぐるっと回転させて、思いっきり毛猿Ｃをぶん殴った。あれは痛い。メリイは追い打ちをかける。

「はぁっ！　やっ！　りゃぁぁ……っ！」

「アギャグギャァッ」

　ああなったらもう、メリイのやりたい放題だ。毛猿の武器はスピードとあの爪だから、動きを止めてしまえばぜんぜん怖くない。

「――でも、どうやって止める……!?」

　毛猿Ａの爪を蠅叩スワツトしながら、ハルヒロは考える。そもそも、受け身になりすぎなのか。そう思い、蠅叩スワツトしたあとにサップで攻撃してみたら、毛猿Ａは大おお袈げ裟さなほど跳び下がって逃げた。なんて用心深い。

「よっしゃあ……！」と叫んだのはユメだった。

　クザクとユメが棍こん棒ぼう丸Ａをやったようだ。これで六対三になる。メリイが毛猿Ｃをしとめようとしているから、間もなく六対二だ。いける。いやあ。そうでもないか……？

「ずおぁっ……!?」

　いきなりランタが排出系イグゾーストを連発した。――またか。

　増援なのかどうか。とにかく、また新手だ。そこらへんの横穴から出てきたらしい。今度も違う生き物だ。黒い。真っ黒い肌の、痩やせこけた子供みたいな。目がすごい。キラキラしている。宝石のようだ。手には透きとおったナイフを持っている。敵の増援――じゃなさそうだ。あの宝石っ子たちは、ランタがやりあっていた毛猿Ｂをよってたかって引き倒し、ナイフで突きまくって惨殺してしまい、その勢いのままランタに押しよせようとしている。どうやら、宝石っ子と毛猿は仲が悪いようだ。でも、敵の敵は味方、とはいかないみたいで、宝石っ子は人間も敵視しているらしい。

　ハルヒロと相対あいたいしていた毛猿Ａも、宝石っ子たちの姿を見てどこかへ行ってしまった。おかげでハルヒロはフリーになったが、これ、ちょっとやばくね？　ちょっとっていうか、だいぶやばいよね……？

「お、お、お、おいぃぃぃ！　た、た、た、助けろ、オレを！　おまえら！　さっさと助けにこいっつってんだろ、ヴァカども……！」

　ランタに追いすがろうとしている宝石っ子の数が、何しろやばい。ハルヒロは指折り数えてみた。

「一、二、三……」

　八人。いや、九人。いやいや、十人もいる。

「――こっちより多いし……！」

　一瞬、ランタを犠牲にして五人で逃げることを本気で考えてしまった。そうもいかないか。そりゃそうだ。でも、どうしたら。

「ランタ……！　引き返すぞ！　入口のほうに！　少しでも相手の数を減らして、なんとか逃げきる！　シホル……！」

「はい……！」シホルはすぐさま魔法を発動させた。「……ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト……！」

　あれは。雷電ライトニングじゃない。呪文も似ていたが、違う魔法だ。

　閃せん光こう。轟ごう音おん。雷が落ちる。雷の束、と言ったほうがいいかもしれない。ランタをつかまえようとしている宝石っ子たちのど真ん中に、とは残念ながらいかなかった。それでも、三人の宝石っ子が雷に打たれて吹っ飛んだ。雷に当たらなかった宝石っ子たちも怯ひるんだみたいで、連中とランタとの距離が開いた。

「うははぁっ！　いいぞ、シホルゥゥゥ！　もう一発、ぶちかましやがれ……！」

「……ごめんなさい」シホルはよろけて、杖にしがみついた。「……ま、魔法力が。瞑めい想そうしないと、これ以上は、無理……」

「なんですとぉーっ……!?」

「ほにゃぁーっ！」

　ユメが弓を構えて矢を放った。――が、宝石っ子には命中しなくて、ランタの頭をかすめていった。

「――うぐぉっ!?　あ、あっぶねーだろうが、ユメッ！　この……！」

「うにゃあ。動いてると、むつかしいなあ」

「ランタクン！　こっちのほうに……！」

　クザクがロングソードを振りあげて手招きしている。ランタは宝石っ子たちを引き連れて軌道修正している最中で、クザクはランタがとろうとしている進路を先どりしていた。ランタは「カカッ」と笑った。

「意外と役に立つじゃねーか、盾役タンク……！　行っくぞぉぉぉぉらぁぁぁぁ……！」

「――っがぁぁ……！」

　クザクは盾の後ろに身体からだを隠すようにして宝石っ子たちに体当たりした。二人か三人の宝石っ子たちがぶっ飛んで倒れたが、クザクも勢いあまってすっ転んだ。それを見たランタが「ききーっ……！」と急停止して振り返った。

「うらららららららららぁ……！　オレに虐殺されろ、雑魚ども！　死ねぇぇい……！」

　ランタが突然、逆襲に転じたものだから、宝石っ子たちは戸惑っているようだ。いや、だけどさ。

「無茶だろ……！　敵の数、考えろよ……！」

　ハルヒロはそう言いながらも、一人の宝石っ子の背後をとって背面打突バツクスタブをぶちこんだ。宝石っ子は棍棒丸や毛猿よりも身体つきが人間に近くて、急所を想像しやすい。まあ、本当に急所かどうかはやってみないとわからないから、やってみた。具体的に言うと、腎じん臓ぞうと肝臓だ。腎臓や肝臓を刺し貫かれると、耐えがたい激痛が走る。それから、大出血をもたらす。ついでに横隔膜を傷つければ、呼吸が大きく阻害される。たとえ即死しなくてもショック症状が現れて動けなくなるし、やがて息絶える。

　いった。

　宝石っ子が崩れ落ちて、ハルヒロは次の獲物に狙ねらいを定めようとした。途端にランタが踵きびすを返して、逃走を再開した。

「アホウッ！　やってられっかよ、ヴォケカスマヌケ……！」

　二人か三人の宝石っ子がランタを追いかけて、残りはハルヒロのほうにきた。

「――はぁっ!?　マジ……!?」

「えぇいぁ……！」

　クザクが跳び起きて、盾で一人の宝石っ子のナイフを弾はじき返してくれた。ありがたいが、さっきクザクがぶっ飛ばした宝石っ子は起きあがろうとしているし、シホルが魔法で蹴け散ちらした宝石っ子の中にも、戦線に復帰しようとしているやつがいる。

「接当つぎあてにゃあ……！」

　ユメが駆けつけてきて、至近距離から宝石っ子の顔面めがけて矢を撃った。敵に肉薄したりされたりした状態で射るのは、傍から見るより遥はるかに難度が高いんだとか。ユメはそれを成功させたが、矢は宝石っ子の口に飛びこんで左頬ほおに抜けただけだった。あれじゃあ無力化はできない。ユメは二の矢をあきらめて弓を捨て、剣けん鉈なたを抜いた。

「まずいって……」

　ハルヒロは呟つぶやきながら、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。対する宝石っ子は一人じゃなくて二人だ。一人ならまだ、周りの様子を把握できなくもないが、相手が二人だとさすがに。どっちにしても、めちゃくちゃだ。戦況をコントロールできていない。できそうにない。

　助けてくれ、と叫びたかった。もちろん、誰だれも助けてなんかくれない。わかっている。自分たちでどうにかするしかない。切り抜けるしかないのだ。できなければ、死ぬ。骨と灰になり、そのうち顧みる者さえいなくなる。ハルヒロたちだけじゃない。先に逝いったマナトやモグゾー、チョコらクザクの仲間のことを思いだす者も、いなくなってしまう。

「――冗談じゃない……！」
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　本当に、冗談じゃない。

　ハルヒロたちは命からがら寂さびし野の前哨基地に逃げ帰って、裏通りの天幕屋から安価な天幕を二つ買った。言うまでもなく、男用と女用だ。ランタは大きい天幕を一つ買ってみんなで仲よく雑魚寝すればいいなどという寝言をぬかしたが、誰も賛成しなかった。それから適当に飯を食って、女子たちは風ふ呂ろ屋やに行った。男子たちは予想以上に高かった入浴料に躊ちゆう躇ちよして、一日様子見という決断を下し――まあ、一日様子を見て、臭におうようだったら明日入浴すればよかろうという、合理的な判断だ――前哨基地のすぐ外に張った天幕の中で、早々に横になった。

　案の定、男三人にこの安物の天幕は狭い。だいたい、ハルヒロとランタは男としてはコンパクトなほうだが、クザクは背が高すぎるのだ。大袈裟に言えば、一人で二人分のスペースをとる。風ふ呂ろにも入っていない男三人が、ほぼ密着した状態で朝まで過ごすなんて、冗談じゃない。

　今からでも風呂屋に行ってこようか。それか、天幕を買いなおすか。でも、あのがめつい天幕屋が返品を受けつけてくれるだろうか。なんでもっと大きな天幕を買わなかったのか。金はあるのに。貧乏性なのだ。ついケチってしまった。

　ランタはさっそく鼾いびきをかいているが、眠ってしまっていいのか。やることがあるんじゃないのか。反省会とか。一応、飯を食いながら、このままじゃまずいよね的な話はしたのだが、みんなぐったりしていて議論できるような雰囲気じゃなかった。ハルヒロも正直、疲れ果てていて、今日はもういいや明日にしよう明日に、みたいな気分だった。よくないよな。ぜんぜんよくない。

「……クザク、起きてる？」

「うん。まぁ」

「どう？」

「どうって」

「やってみて」

「……厳しっすね」

「なんで厳しいか、わかる？」

「あぁ。んー。なんとなくは？」

「それじゃだめだろ……」

　だめなのは、クザクだけじゃない。ハルヒロだってだめだ。ぜんぶクザクと、それからランタのせいにしたがっている。そうじゃないのに。問題は一つや二つじゃなくて、たくさんある。それらが複合的に絡みあっていて、よくない方向にいっているのだ。

「だめだってのは、わかるよ」クザクは寝返りを打とうとして、おそらく狭いせいだろう、やめたようだ。「……けどなんか、こんなこと言ったらあれだけど、楽しい、かな」

「え？」

「これでも俺、本気マジでやってっからさ。前は、たぶんそうじゃなかったから。何だろ。やり甲が斐い？　みたいなのはあるかな」

「……そっか」

「死なないといいよね。もう、誰も」

「うん」

「俺次第だったりするんだよな」

「だから、きついよ。盾役タンクは」

「リーダーもでしょ」

　ハルヒロは答えなかった。

　悪いやつじゃないんだろうな、クザクは。まだよくわからないけど。

　体格には恵まれているから、膂りよ力りよくはそれなりにあるはずだ。でも、小回りがきかない。モグゾーみたいな器用さ、生き真ま面じ目めな綿密さもない。粘り強い感じもしない。芯しんが通っていないというか、ぐらぐらしていて、どうも頼りない。――だめだ。

　本当によくない。どうしてもモグゾーと比べてしまう。クザクはモグゾーじゃない。

　ああしたほうがいいとか、こうしたほうがいいとか――たとえば、身体が開きすぎだとか、もっと腰を落としたほうがいいんじゃないかとか、言えそうなことはいくらでもある。でも、盗賊のハルヒロが思うことに、どれだけ妥当性があるのか。クザクはクザクなりに考えているだろうし、細かい部分は本人に任せるべきなのかもしれない。盗賊の動き方について、盗賊じゃない者にあれこれ言われたら、ハルヒロだっておまえに何がわかるんだよと思ってしまうだろうし。クザクとはつきあいが短いので、反応が読めないという部分もある。ここまでは言っても大丈夫とか、それを指摘してしまうとこじれてしまうとか、まるでわからないから、手探りの段階だ。――めんどくさい。

　眠くなってきた、と思う間もなく意識が暗くら闇やみの底に落ちた。目が覚めると、気分はともかく、体調はよかった。天幕は、みんな出しっ放しのようだから、ハルヒロたちもそうした。中に荷物さえ置いておかなければ、クソ安い天幕なんて誰も盗とっていかないだろう。前哨基地の裏通りで朝食をとって、さあ今日も元気にワンダーホールだ。

　昨日、ちょっと調べて、大鶏モドキはメルルクという生き物だとわかった。

　棍こん棒ぼう丸はデュルガー。毛猿はボギー。宝石っ子はスプリガン。ワンダーホールに入ってすぐの一帯に棲せい息そくしているこいつらは三さん亜あ人じんと呼ばれている。三亜人の関係は険悪で、出くわせば殺しあう仲だが、連中にとって最大の敵は人間だ。でも、あからさまに強そうな人間には手を出さない。つまり、三亜人はハルヒロたちを弱い人間と見なしたのだ。

　三亜人の中でスプリガンだけは、あの宝石みたいな瞳ひとみがそれなりにいい値段で売れるので、たまに乱獲されることがあるらしい。そうはいっても、わざわざ三亜人を相手にする義勇兵はめったにいないのだとか。

　三亜人は、集団でメルルクなどを狩ったり、他ほかの亜人をとらえたりしてその肉を食らい、なんとか生きのびている。間違いなくワンダーホール最弱の生き物たちだ。やつらに行く手を阻まれているようでは、話にならない。逆に言えば、三亜人の棲息圏が、ワンダーホールで一稼ぎしようと目もく論ろむ義勇兵にとっての第一関門ということになる。

「――だけど……！」

　ハルヒロはデュルガーＡの棍棒を蠅叩スワツトしながら、仲間たちの動きをチェックする。クザクはデュルガーＢの棍棒を盾で受けることに集中していて、ランタはデュルガーＣとぐるぐる回っている。ユメもデュルガーＤと剣鉈で打ちあっているし、メリイまでデュルガーＥとやりあっているという、ギリギリの戦況だ。昨日に引きつづいて、まだハルヒロたちは三亜人に舐なめられているようで、早速こんな様ざまになった。この第一関門を突破するのは容易じゃない。

「ランタ、ぱぱっと殺やれよ！　誰か、シホルを守ってやらないと……！」

「うっせ！　わかってるっつーのおまえに言われなくたってそんなことはなあ！　行っくぜえ！　オレの必殺ゥッ！　爆ばく裂れつ無む敵てき斬ざんンンンンン……ッ！」

　ランタが足を止めてガンガン打ちこみはじめると、デュルガーＣはサッと飛びのいて距離をとった。あのデュルガーはランタよりずっと冷静だ。というか、ランタがあまりにも馬鹿すぎるのか。

　クザクはほぼ防御に専念しているので、すぐにはデュルガーＢを崩せないだろう。倒せなくても、モグゾーみたいに、ときには一人だけじゃなくて二人とか、それ以上の敵を引きつけてくれれば楽なんだけど。モグゾー、どうやってたっけ……？

　メリイはデュルガーＥと互角。ユメはデュルガーＤにちょっと苦戦している。なんか、デュルガーＤ、他のデュルガーよりおっきくないか？　気のせいじゃない。明らかに一回り大きい。そのぶん強そうだ。最初から気づいていれば、デュルガーＤはクザクかランタに任せたのに。これはハルヒロのミスだ。

　シホルは魔法を使う機会をうかがっているみたいだが、今、敵の増援、もしくはボギーやスプリガンが参戦してきたら、本当にまずい。――おれだ。

　おれがやらないと、とハルヒロは思った。

　守備の面でも攻撃の面でも頼りきっていたモグゾーは、もういない。ランタはたまに爆発力を発揮するが、安定感に欠ける。あてにならない。シホルは火力を身につけようとしている。でも、まだ不慣れだし、魔法使いは身の安全が確保されていてこそ、強力な魔法で敵を蹂じゆう躙りんできるのだ。

　ただのリーダーじゃだめだ。ハルヒロも、れっきとした戦力にならないといけない。

　ハルヒロはデュルガーＡの棍棒を蠅叩スワツトするなり踏みこんで、膝ひざを踏みつけた。膝砕シヤター。

「グギャッ……」

　一瞬、動きが止まったデュルガーＡの脇わきを、思いきってすり抜ける。

　逆手に持った右手のダガーをデュルガーＡの首筋に突っこみ、立てつづけにサップで後頭部をぶん殴った。

　ハルヒロはシホルに駆けよった。

「シホル！　おれが守るから、魔法を……！」

「はい……！」シホルはいい返事をして、すぐさま呪じゆ文もんを唱えだした。「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　影のエレメンタルが飛んでゆく。デュルガーＤのすぐ後ろに固着した。

「斜め十字やあぁぁ……！」

　ユメが攻めて、デュルガーＤが一歩退ひく。その右足が影のエレメンタルを踏んだ。シホルのこのへんの狙ねらいの付け方は絶妙だ。デュルガーＤは動けない。今だとばかりにユメが猛攻を仕掛けるが、デュルガーＤは棍棒でしのぐ。しぶとい。

「ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト……！」

　そこにシホルが雷電ライトニングを叩たたきこんだ。

　シホルの電磁魔法フアルツマジツクは、今のところ命中率にやや難がありそうだが、止まっている相手には外さなかった。デュルガーＤは雷をまともに食らって、ぶるぅんっと全身を震わせた。右足が影のエレメンタルに接着していなければ、衝撃で軽く吹っ飛んだかもしれない。死んではいないようだが、おそらく正体を失っている。

「うちゃあ！　たやぁっ……！」

　ユメが剣けん鉈なたでデュルガーＤをザクザク斬きった。デュルガーＤはもう終わりだ。これで、敵はあと三人。

「――なんて、思ってないよ……!?」

　そう自分に言い聞かせる。きた。出てきた。近くの横穴から、毛猿のボギーたちが。ハルヒロはちらっと思った。昨日もこの順番だったな。ということは、次はスプリガンか。少なくとも、覚悟はしておいたほうがよさそうだ。スプリガンの瞳は売れる。金になる。自分自身を鼓舞して、まずは残りのデュルガー三人と、ボギー三――いや、四人をどうにかしないと。うわ。あわせて七人。こっちより多いし。もう逃げたほうが……？

「うおらぁ！　憤慨突アンガーァァ……ッ！　どうだこらぁ！」

　ランタがデュルガーＣを突き殺した。

「ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト……！」

　シホルの魔法。雷電ライトニングじゃなくて、その上位版の暴威雷電サンダーストームだ。狙いはボギーたち。

　けっこうすさまじい音がして、ボギーが二人、弾はじき飛ばされた。直撃に近いように見えたので、あの二人はまず起きあがってこられないだろう。クザクがデュルガーＢ、メリイがデュルガーＥを相手にしていて、新手はボギーＡとボギーＢ。合計四人ならやれる。いや、やれるかどうかは問題じゃない。素早く始末できるか。そこが肝心だ。

「ユメ！　メリイとスイッチ……！」

「んにゃあ！」

「ランタ、ボギーをやるぞ……！」

「ぐぁはははっ！　オレ一人で充分だっつーの……！」

「ほんとにそうだったらいいんだけどな……！　メリイはシホルを……！　シホルは可能なら瞑めい想そうしてて……！」

「ええ！」

「……りょ、了解……！」

　ユメはすぐにメリイと入れかわって、メリイはシホルをカバーする位置についた。ランタがボギーＡめがけて突っこんでゆく。ハルヒロの相手はボギーＢだ。

　不安はある。怖くてしょうがない。考えてはいけない、わかってはいても、ついつい考えてしまう。モグゾーがいれば。だけど、最初はマナトがいて、メリイが加わって、モグゾーがいて、ハルヒロたちが培ってきたものがゼロになったわけじゃない。

　ハルヒロ、ランタ、ユメ、シホル、メリイの連係は、完成しているとは言わないまでも、アイコンタクトと短いやりとりで通じあえる程度の域には達しているのだ。

　各人の力だって、それなりに高まっている。

　過信すれば足をすくわれるが、自信は持たないといけない。自分を信じるのだ。卑屈にならないで、ちょうどいいくらいに。難しいが、やらないといけない。

　できる。

　ろくな防具も身につけていないデュルガー、ボギーは、ハルヒロたちの敵じゃない。

　気をつけないといけないのは、数だ。うまく捌さばいて、とにかく迅速に数を減らす。

　できるはずだ。

「勝負だ、ランタ……！」

「上等だあっ！」

　何の勝負かなんて、言うまでもない。どっちが早くボギーを倒すか。

「――射出系リープアウト……ッ！」

　ランタは斜めにズッコーンと飛びだして、一気にボギーＡの側面に出た。そこから草刈りでもするみたいにロングソードを振りまわす。ボギーＡの首は半ば以上、切断された。

「むはは！　オレの勝ちだパルピロォ！　今日からオレの奴隷になれ……！」

「そんな条件、出してないだろ……！」

　ハルヒロはあえてボギーＢに攻めかからず守勢に回って、襲いくる爪つめを蠅叩スワツトする。ランタがボギーＢの背後に回った。

「ちぇすとぉ……っ！」

　ボギーＢの、今度は側頭部にロングソードがめりこんだ。ボギーＢが薙なぎ倒たおされる。

「がはっ！　オレ強えぇぇぇーっ！　オレ最高……！　パルピロ弱っ！　ぷっ……！」

　ハルヒロはむかつきすぎて舌打ちを抑えられなかった。でも、計算どおりだ。ランタは使用上の注意を守って上手に使えば役に立つ。

「ハル……！」とメリイが叫んだ。

「わかってる！」

　見れば、別の横穴からスプリガンたちがわらわら湧わきでている。これも想定の範囲内だ。問題は、数。

「五……六か！　シホル……!?」

「あと一回は……！」

「オッケー！　そっちのタイミングで……！」

「はい……！」

「ランタ、まだ出るなよ……！　おまえの出番はもうすぐだ……！」

「おう！　何しろ、真打ちだからな……！」

　ハルヒロはちらっとクザクとユメの様子をうかがった。ユメは「ちゃあっ……！」とデュルガーＥを斬り倒したところで、クザクはまだデュルガーＢの攻撃を盾受ブロツクしている。いや、専念しろって言ったけど、いくらなんでも手間どりすぎじゃね……？

「ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト……！」

　シホルが暴威雷電サンダーストームを発動させた。雷の束が落ちる寸前に、スプリガンたちは散開した。それでも一人、雷をよけきれずにドゥンッと飛んだ。

「……ごめんなさい……！」

「気にするな！」

　ハルヒロはシホルを慰めながら、考える。五人。五人か。くそ。クザクがさっさとデュルガーＢをやっつけていれば、なんとか支えきれる数なのに。逃げる？　迷うところだ。迷っている場合じゃないか。スプリガンたちはもう、すぐそこまで迫っている。

「みんなでシホルを死守……！　おれが一人ずつやる……！」

　いいのか。こんなこと言っちゃって。この作戦、まずくないか？　わからない。だけど、今さら撤回できない。そんな余裕はない。

「女を守るのが男の花だろ！　ランタ！　男、見せろ……！」

「あったりめーだ、ヴォケッ！　任せろっつーの……！」

　ランタが、メリイが、そしてユメがそれぞれ武器を構えて、シホルを囲んだ。

　スプリガンたちが押しよせてくる。ランタたちは防戦に徹して、乱戦になっても陣形を崩さない。一人、ハルヒロだけが、スプリガンたちのまばらな包囲網を駆け抜けた。

　方向転換して、スプリガンの背後を狙う。あいつだ。メリイを攻撃しているやつ。

　ハルヒロは背面打突バツクスタブよりも確実な蜘蛛殺しスパイダーを選択した。後ろから組みついて、腎じん臓ぞうを刺し、即座に右耳から左耳まで首を掻っ斬る。

　一人殺やると、他ほかのスプリガンたちがハルヒロに群がってきた。

「――やば……っ！」

「いい囮おとりっぷりだぞ、ピロピロォォ……ッ！」

　ランタがその機に乗じてスプリガンの背中に斬りつけた。浅い。致命傷じゃないが、これでスプリガンたちはハルヒロだけを狙うわけにはいかなくなった。ハルヒロに寄せくるスプリガンが二人、ＡとＢ、それからスプリガンＣがランタに、スプリガンＤがユメへ。おかげでハルヒロは少し楽になったが、それでも二対一だ。きつい。

「わたしが……！」

　と、メリイが鋭くショートスタッフを突きだして、スプリガンＢを牽けん制せいしてくれた。スプリガンＢは身を翻してショートスタッフをかわすと、メリイに向きなおる。メリイがハルヒロからスプリガンＢを剥がしてくれたのだ。これでハルヒロは、スプリガンＡだけ相手にすればいい。

　ハルヒロが一人ずつやるという作戦のとおりにはいかなかったが、一対一が四組できた。ベストではないにしても、ベターだ。だいぶ魔法力を使って疲れているだろうシホルの魔法をあてにしなくても、誰だれかがスプリガンを倒すごとにこっちが有利になってゆく。

　スプリガンＡのナイフを蠅叩スワツトしながら、考えてしまう。やっぱりクザクだよなあ。

　しょうがないか。まだ本当にパーティに加わったばかりなのだ。義勇兵歴だって短い。ハルヒロたちだって、最初はひどかった。今もたいしたことはないが、もっと、ずいぶんひどかったのだ。あのころのことを思えば、クザクを馬鹿にはできない。いや、馬鹿になんかしてないんだけど。とにかく、今できることを精一杯やってもらうしかないか。

　だけどさすがに、いつまでもデュルガーＢと実力伯仲みたいな感じでやってるのはどうなんだよ。時間との勝負なわけだしさ。

「――っ！　きたか……！」

　危なかった。もうちょっとで、スプリガンＡのナイフを蠅叩スワツトしそこねるところだった。ハルヒロは動揺している。そりゃそうでしょ。

　また別の横穴からスプリガンたちが出てきた。何人かはちょっとわからない。三人から五人といったところだろうか。シホルはもう暴威雷電サンダーストームを使えないだろう。やばい。

「ていうか、無理……！」

　逃げるしかない。

「みんな……！」

「おおぉぉぉぉえええええぇぇぇい……！　憎悪斬ヘイトレツドォッ……！」

　ランタがスプリガンＣを斬り倒して、新手のスプリガンたちに突撃してゆく。

「は!?　おまえ、何やっ――くっ……！」

　また蠅叩スワツトをしくじりかけた。ただでさえ、ハルヒロはうろたえているのだ。これ以上、動転させないでほしい。

「ランタ……!?」

「粘るぞ、ハルヒロ！」

　ランタは新手のスプリガンたちに突っこむと見せかけて、排出系イグゾーストでドーンと後退して逃げた。スプリガンたちはランタを追いかける。

「――ここで引き下がったら、同じことの繰りかえしじゃねーか！　オレが時間を稼いでやる！　こいつら、ぶっ倒すぞ……！」

「そういう……！」

　意地とか、気骨とか、ど根性とか、大事だとは思うけど。ハルヒロはスプリガンＡのナイフを蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツトしながら歯は噛がみする。いくら気張ったって、できないことができるようになるわけじゃないだろ。

「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　シホルが影のエレメンタルを飛ばして地面に固着させ、新手のスプリガンのうちの一人を足止めした。でも、焼け石に水だ。ランタは排出系イグゾーストを駆使してなんとかスプリガンたちを引っぱり回しているが、そのうち息切れする。こうなってしまうと、ランタを見捨てないかぎり、逃げるのも難しい。開きなおって、とことんやるしかないのか。

「うぁっはっは」

　笑い声が聞こえた。仲間の声じゃない。誰だ……？

　見ると、ごつい装備の義勇兵たちが悠々と歩いている。ハルヒロたちから十五メートルくらい離れているといっても、そう遠くはない。それなのにあの人たち、なんであんなに余裕こいちゃってるんだよ。

　余裕だから、か。

「おー。やってるやってる」

「わはは。がんばれよー」

「あいつらに絡からまれるレベルだと、つらいよなあ」

「まあ、誰もが通る道じゃない？」

「いや俺らは最初から襲われなかっただろ」

「うん、うん。襲われなかったね」

「そういえばそうかー」

　実際、スプリガンたちはあのパーティには見向きもしない。

　男四人に、女二人。構成は戦士二人と聖騎士、魔法使い、神官、盗賊か。一いち瞥べつしただけでわかる。装備の質も、醸しだしている雰囲気も、ハルヒロたちとはまるで違う。間違いなく、あのパーティはハルヒロたちより強い。

　少なくともあれくらいになれば、三さん亜あ人じんは手を出さない。ここを素通りできるということだ。

「助けてくれたってもなあ……！」

　ユメがぼやいた。まったくだ。ハルヒロたちは悪戦苦闘してピンチに陥っている。そう見えるはずだし、ちょっとくらい手を貸してくれても罰は当たらないだろう。ハルヒロだったら、とりあえず声をかける。大丈夫？　助けようか？　人として、それくらいのことはしたい。そういうものじゃない？　なのに、何なんだよ、あいつら。楽しげに談笑しながら遠ざかってゆく。正気か？　それでも人間？　とくに極悪非道っぽい感じでもなかった。まあ、わりと普通の人たちに見えたが、じつは人でなしの集団だとか……？

　世知辛い。

　仲間しか信頼できない。他には何も期待できない。しちゃいけない。自分たちでどうにかするしかない。

　生きのびるためには、自分たちの力で道なき道を突き進むしかないのだ。

「やってやるよ……！」

　冷静にならなきゃだめだ。理解していても熱くなってしまう。ハルヒロはスプリガンＡのナイフを強めに蠅叩スワツトして、スイッチを入れた。いや、スイッチなんてどこにもないのだが、スイッチを入れるようにして、意識的に自分のモードを変えたということだ。

「強襲アサルト……！」

　ダガーとサップで攻めまくる。でも、四連撃で止めた。スプリガンＡは、あれ……？　みたいな顔をしている。今だ。ハルヒロは駆けて、スプリガンＡの脇わきをすり抜けざま、後頭部をサップで一撃。よろめいたスプリガンＡの首筋をダガーでぶった斬ぎる。

「メリイ……！」

　腹から声を出して叫ぶと、メリイと戦っていたスプリガンＢがハルヒロのほうを向いた。メリイがすかさずスプリガンＢの脚をショートスタッフで薙ぎ払う。スプリガンＢは転倒した。背中。ハルヒロは起きあがろうとしているスプリガンＢの背中に飛びついた。ナイフで腕かどこかを斬られたが、このくらい、どうってことはない。ハルヒロはスプリガンＢの顎あごの下にダガーを叩たたきこんだ。そのままガッと斬り裂く。蜘蛛殺しスパイダー。スプリガンＢは絶命した。

「ハル！　怪け我がを……！」

「あとでいい！　今は……！」

　乗っている。図にも乗ってしまいそうで怖いが、クールダウンしてこの勢いが失うせてしまうのも惜しい。いけるところ、その手前、ぎりぎりまでは、いっちゃったほうがいいんじゃ？　何かつかめそうな気もする。階段を一段上れるんじゃないかというような予感があるのだ。

「懲罰の一撃パニツシユメントッ……！」

　クザクがようやっとデュルガーＢの脳天にロングソードを叩きこんだ。よし。よし、よし、よし！　ハルヒロはユメに目配せをする。ユメは察してくれたみたいだ。

「うなぁぁぁぁ！　連続技コンボぉぉぉっ……！」

　ユメは強引に刈り払いと斜め十字の連続技コンボを繰りだして、スプリガンＤを怯ひるませた。でも、相手の隙すきにつけこんだわけじゃないから、攻めたユメのほうがやや体勢を崩している。危険だが、それでいい。久しぶりだ。

　あの線が見えた。

　ぼんやりと光る線。

　その線をなぞるのではなく、線に沿って身体からだが勝手に動く。ダガーが突き刺さるというよりも、すっ……と入る。ハルヒロはスプリガンＤに背面打突バツクスタブを見舞って、一撃で息の根を止めた。

　絶好調だ。いける。これはきてる。

「ユメ、それにクザクも！　行くぞ！　ランタを――」

　おぉーう。

　眩め暈まいがして、膝ひざから、腰から、力が抜けた。

　いける？　どこが。何が、いける、だ。きてる？　たしかに。敵がきている。

　向かって右手の横穴からは、デュルガーたち。左のほうの横穴からは、ボギーたちが。

　三亜人は仲が悪い。あいつら同士を戦わせる。そんなアイディアも浮かんだが、具体案は思いつかない。

　ここはどう考えても逃げの一手だ。そうするとして、ランタはどうする？　わからない。正直、判断がつかない。

「――メリイ、シホル！　逃げて……！　ユメも！　クザク……！」

　ハルヒロはクザクのほうに目をやった。クザクは兜かぶとのバイザーを上げていた。

　クザクは肩で息をしながらも、ハルヒロの視線を受け止めて、うなずいてみせた。

　やっぱり、こういうときはそうだよな。こうなっちゃうよな。べつにかっこつけたいわけじゃないんだけど、自然とさ。

　メリイとシホルとユメの返事は聞かなかった。ハルヒロはボギーたちのほうへ、クザクはデュルガーたちのほうへと突っ走る。――あー。

　おっかなくて、泣きたくなってきた。

　数、やばいって。何人いるんだよ、ボギー。さっとは数えられない。何だよもう。何なんだよいったい。死ぬって。これ。絶対、死ぬ。まともに突っこんだら、一瞬でぐちゃぐちゃにされる。だめだ。少しでも時間を稼がないと。そうだ。

　怖い、怖くて総毛立つ、それでも引きつけて、引きつけて、引きつける。あと一歩でたぶん、ボギーたちが飛びかかってくる。

　そこで、急転回。百八十度はさすがに無理だから、左回りに百度くらい。ハルヒロは走る。全力で走る。ボギーたちがギャアギャアわめきながら食らいついてこようとする。引き離すことはできそうにない。一秒でも二秒でも、逃げまわるしか――、

「にゃあ……！」

　ユメ。なんでユメがハルヒロの行く手に。ユメが放った矢はハルヒロの顔の横を通りすぎて、ボギーに当たったのかどうか。振り向かないと確認できないし、振り向いたらボギーたちに追いつかれそうだから、確認できない。

「ユメ、なんで……!?」

「逃げられると思うん……!?」

　ユメはもう一本、矢を放ってから、ハルヒロと並んで走りだした。

　涙まじりの声だった。

「ハルくんたち置いて逃げるなんてなあ！　そんなんできるわけないやんかあっ……！」

　そりゃそうかもしれないけど。でも――ということは、ユメだけじゃないのか。ああ。いる。デュルガーたちに取り囲まれて袋ふくろ叩だたきにされているクザクのほうには、メリイとシホルが。クザクは盾とロングソードで必死に身を守って、まだかろうじて立っている。依然としてスプリガンたちに追いかけ回されているランタは、いつまでもつか。

　全滅だ。

　どうあがいても、全滅する。

　全員、ここで死ぬ。

　ごめん、モグゾー。何、謝ってんだって感じだけど。なんか、ごめん。こんなに早くあとを追っちゃだめだよな。くそ。くそ！　くそ……！

「いやだ……！」

　言ってどうする？　どうなる？

「死にたくないっ……！」

　どうにもならない。どうにもできない。ハルヒロたちには、ハルヒロには、力がない。

　だから、死にたくなくても、ここで死ぬ。何も残せずに、死んでしまう。誰だれかが燃やしてくれなければ、ゾンビになる。肉が腐れ落ちたら、スケルトンになる。最悪だ。

「あぅ……っ！」

　ユメがボギーの爪つめで脚を斬られた。ユメが遅れる。やられてしまう。――ここだ。

　スイッチを入れるしかない。無駄だけどさ。何もしないで死ぬのも、あれだし。せめて、出しつくす。ハルヒロはモードを変える。

「強襲アサルトォォォ……ッ！」

　死んでもいい。というか、どうせ死ぬんだ。ボギー。何人いる？　八人？　九人？　十人以上？　何人だってかまうものか。ハルヒロはユメに襲いかかろうとしていたボギーたちに詰めよった。ダガーで斬る。サップで殴る。手当たり次第に斬って、殴って、突いて、殴って、斬る、殴る、突く。ボギーたちは一瞬、ハルヒロに気け圧おされたが、すぐに反撃してきた。ボギーたちの爪がハルヒロを傷つける。あっという間にハルヒロは満身創そう痍いになった。気にせず、ハルヒロは攻めまくる。止まったら終わりだ。死ぬまで止まってやるものか。ユメが至近距離から次々と弓を射る。矢を放ちながら、ユメは泣き叫んでいる。

　視界が半分になった。右目をやられたみたいだ。

　サップを振るうことができない。左手が動かなくなった。

　息が苦しい、というか、ろくに呼吸ができない。

　ユメが膝をついた。闇やみ雲くもに弓を振りまわしている。一人のボギーがユメの後ろに回りこんだ。やらせねーって。ハルヒロはそのボギーに躍りかかろうとする。直後、身体のあちこちに衝撃を覚えて、気がついたら地べたに寝ていた。ユメがハルヒロに覆いかぶさっている。庇かばおうとしているのか。よせって、そんなこと。声が出ない。――終わり、か。

　ここまでか。ユメがボギーの爪で頭をザックリ切られて悲鳴をあげた。やめろよ。女の子なんだぞ。そう思う。でも、身体が動かない。心が折れている。もう観念してしまっている。だけど、せめて。ハルヒロは最後の力を振りしぼって、ユメを抱きよせる。ハルくん、と名前を呼ばれた。ごろんと回転して、ユメを下にする。そうしようとした。

「はっ……――――」

　何だ？

　何が起こった？

　ボギーたちの攻撃が、やんだ。

　できるわけがない。攻撃なんて。なぜなら。

　ボギーたちが一斉に、血飛沫しぶきをあげた。一斉。そんなこと、ありえない。だけど実際、ハルヒロの目には同時に見えたのだ。

　ボギーたちが折り重なって倒れる。ハルヒロとユメにも倒れかかってきた。ハルヒロたちは下敷きになって、もちろん苦しくはあった。でもそれ以上に、仰天している。何だ、これ。どうなってるんだ。わけがわからない。

「……ふぎゅう……？」

　耳みみ許もとでユメの声がした。ユメの顔はハルヒロの顔のすぐ横にある。というか、くっついている。

「大丈夫か」

　男の声が聞こえた。男？　誰だよ？　というか、もしかして。

「……助かっ……た……？」

「んにゃあ……？」

「待っていろ」

　ようやく男の姿が見えた。嘘うそだろ、と思った。信じられない。

　男はボギーの死し骸がいをどけて、まずユメを、それからハルヒロを助け起こした。

　どうやら、嘘でも幻でも夢でもなさそうだ。信じられないが、信じるしかない。

　男はまだ若そうで、ぴったりしていて軽そうであちこちからオレンジ色の光がもれているかっこいい黒い鎧よろいを身につけている。左右非対称のスカートみたいな下半身の防具もかっこいい。背に負っている長い刀も、腰に帯びている小振りの刀もかっこいい。顔もかっこいい。べつに美形とかではないのだが、冷静さと凄すごみと哀愁をたたえた切れ長の目がかっこいい。とにかくかっこよくて、なんというか、やばい。やばすぎる。

　義勇兵団最強の男。

　もっとも有名な義勇兵。

「……ソウマ、さん？」

　思わず訊きいてしまった。訊くまでもないのに。

「ん？」ソウマはまばたきをした。「俺のことを知っているのか」

「……や、そりゃ知ってます……けど――って、みんなは……!?」

　慌てて見まわすと、もう終わっていた。

　クザクをボコっていたデュルガーたちは、銀髪とサファイヤみたいな瞳ひとみと雪のような肌がきれいすぎて美少女すぎるエルフの女性と、それから、やたらと腕が長くて仮面を被かぶっていて異様な防具を全身にまとっている男によって一掃されたみたいだ。

　ランタは長身で浅黒い肌のドレッド三白眼男に救われたらしい。聖騎士ケムリ。ケムリさん、と呼びたくなる。彼にはシェリーの酒場で一度、死の斑まだら、デッドスポットを倒したお祝いということで酒を飲ませてもらい、乾杯までした。口数は多くないし、ガタイがよすぎるし、目つきもよくないので怖そうに見えるが、間違いなくいい人だ。

　エルフはたしか、リーリヤ。

　腕が長い仮面の男は、聞いたところによると人間じゃない。ちょっと離れたところにいる、体格も顔も子供みたいだが、どろどろした目の死霊術師ネクロマンサーピンゴ――死霊術師ネクロマンサーとは何なのか、ハルヒロにはよくわからないのだが、その死霊術師ネクロマンサーとやらがつくる人造人間なんだとか。でも、つくるって何だよ。つくるって。さっぱり意味がわからない。

　ともかく、ハルヒロの仲間たちは無事のようだ。見た感じでは、ランタもクザクもメリイもシホルも、ハルヒロやユメほどの傷は負っていない。よかった。

「シマ、手当てを」

　ソウマに呼ばれて、ゴージャスで色っぽいおねえさんが歩みよってきた。

「あーらら。けっこうひどい。生きててよかったわね」

「……あ、はい、すみません……」

「どうして謝るのよ。バカね」

　シマおねえさんがふふっと笑うと、頭がぼーっとして何も考えられなくなった。ハルヒロが尋常じゃない大人の色気にやられている間に、治療は完了した。神官の光魔法とは違う。なんだかよくわからない魔法だった。

　ユメもシマに治してもらった。ランタとクザクにはメリイが光魔法をかけたようだ。メリイとシホルは軽傷。メリイはシマが、シホルはメリイが手早く治療した。

「――あざーっす……！」ランタはソウマ一行の前で土下座した。「マジで！　マジで！　むっちゃ助かっちまいました！　助けられちまいました！　死ぬとこでした！　全滅寸前でした！　あざーっした……！　おら！　ハルヒロ！　ユメ！　シホル！　メリイ！　ついでにクザク！　おまえらも！　頭下げろよ！　早くしろ！　ヴァカかおまえらは！　常識ねーなあ！　アホどもめ！　いっぺん死ぬか!?　ああ!?」

「気にするな」

　ソウマが短く言うと、ランタは光の速さで跳び起きた。

「ですよねー!?　こんなねー土下座とかされてもねー引きますよねー普通！　ほらな、ハルヒロ！　オレが言ったとおりだろ!?　土下座なんかさせんじゃねーよ、ヴォケッ！」

「……おまえが勝手にやったんだろ」

「そんなわけねーだろうが！　このオレが！　おまえに脅されなきゃ土下座なんかするかっつーの！　ほんとねえ、ひどいやつでねえ、こいつは！　悪いんですよ、マジで！　眠そうな目ぇーしやがって極悪非道で！　事あるごとにオレを陥れようとして！」

「ナチュラルにクズだな、おまえって。曲がらないよな……」

「変な子」シマがくすっと笑った。

「ずっきゅーん」ランタは胸に手を当ててバッタリ倒れた。「……やっべえ。オレ、今ので完全にやられた……惚ほれた……」

「……恥ずかしい」シホルは小さくなっている。

「消えてくれたらいいのになあ……」ユメは眉まゆをハの字にして、むしろ悲しそうだ。

「あの」メリイは頭を下げた。「――ありがとうございました。治療者ヒーラーのわたしがしっかりしてないせいで、こんなことに……」

　クザクは片方の膝ひざを抱えこんで地面に座り、ばつが悪そうにうつむいている。

「いやあ」ケムリは分厚い唇をかすかにゆがめてみせた。「ありゃーどうにもならねーだろ。治療者ヒーラーとかの問題じゃねーよ」

「……うっうっうっ」死霊術師ネクロマンサーピンゴが不気味な笑い声をもらした。「やつらに襲われる時点で、そもそも、話にならない……うっくっくっ……」

　ピンゴの傍らで人造人間が「オォーン……」とピンゴに同意するように低く唸うなった。

「同感です」リーリヤの声はえらく冷たい。「三さん亜あ人じん風ふ情ぜいに甘く見られる程度の技量で先に進もうとするとは、よほど命がいらないのでしょうね」

　美しすぎるエルフの侮ぶ蔑べつに満ちた眼まな差ざしと突き刺さるような声音があいまって、これはものすごく応こたえた。もう本当にごめんなさいとしか言いようがない。というか、できることなら、このまま何も言わずにフェードアウトしたい。

「そうだな」ソウマはうなずいた。「命は大事にすることだ」

「……はい。すみません。もうしません……」

「それもだめだ」

「……へ？」

「ただ後生大事に抱えているだけじゃ、命に価値はない。命は使うものだ」

「命は、使うもの」

「その使つかい途みちを、自分自身で決められる。それが生きているってことだ」

「始まった」シマがまた妖よう艶えんに笑った。「ソウマの言うことなんて、真ま面じ目めに聞かないほうがいいわよ。きっと明日になったら忘れてて、まったく別のこと言ってるから」

「そうか？」とソウマは真顔でシマに尋ねた。

「ええ」シマは平然とうなずいた。「あんたって男は、いつもそうだもの」

　ソウマは目を伏せて、小さくため息をついた。「そうか……」

　あのソウマが、微妙に落ちこんでいる……？　ハルヒロはランタたちと視線を交わした。なんか、ソウマって――思っていたのとちょっと違う……ような？

　ボギーたちの死骸を一いち瞥べつする。ほとんどのボギーは、一ひと太た刀ちだ。たった一太刀で斬ざん殺さつされている。ソウマは十人かそこらのボギーを一人で、ほとんど一瞬で撫なで斬ぎりにした。そんな誰だれにもできっこなさそうなことを、楽々とやってのける最強義勇兵。強くて、ひたすら強すぎて、たぶん聡そう明めいで、クールで、ハルヒロたちにとっては雲上人だし、近寄りがたい――みたいなイメージを抱いていた……んだけど。

「未熟さゆえに三亜人ごときに絡からまれるようなら」リーリヤがワンダーホールの奥のほうを指さした。「ここは駆け抜けてしまえばよいのです。四百メートルほど行ってムリアンの巣穴に入れば、三亜人はまず追ってはきません。そのくらいのことも知らずにワンダーホールを探索する愚か者は、おとなしく引き返して静かに自己省察の日々を送ったほうが身のためだと思いますが」

　エルフの言葉はいちいち痛い。でも、ハルヒロたちを批判するだけじゃなくて、アドバイスしてくれた。怖いんだか、親切なんだか。

「てーか、おまえら」ケムリがハルヒロたちの顔をざっと見た。「あれか。デッドスポットやっつけた」

「そうそう！　そうっす！」ランタは今にも踊りだしそうだ。「覚えてくれてたんすね！　光栄っす！　マジで、マジで！　オレがあのデッドスポットを倒した男っす！」

「おまえら、な」

　ケムリに訂正されると、ランタは平ひれ伏ふした。

「――ははぁーっ！　そのとおりっす！　オレじゃなくてオレらっす！　スマセンッ！」

「一人いねーな。モンローだったか。あいつ、どうした」

「モグゾーです」ハルヒロはつい強い口調で言ってしまい、下を向いた。「……死にました。死なせちゃったっていうか。デッドヘッド監視砦とりでで……」

「青蛇隊か」ケムリは額に手をあてた。「まあ、盾役タンクにしてみりゃ、仲間に死なれるよりは、自分がくたばったほうがマシだ」

「そうなの？」

　シマに訊かれて、ケムリは少しだけ肩をすくめてみせた。

「なんじゃねーか」

「へえ。かっこいいわね」

「……馬鹿ばっかりだ」とピンゴが呟つぶやいた。「盾役タンクなんて馬鹿だらけ……うっくっ……」

　ソウマが眉をひそめた。「盾役タンクは馬鹿なのか。俺も盾役タンクだ。ということは、俺も」

「否定はできません」リーリヤはやっぱり冷たい。

「よくあることだけど」シマはどこか寂しそうに微笑ほほえんだ。「一つ一つは流せないのよね。たとえ胸の奥底深く埋めてしまっても、そこからなまぬるい涙がにじみでてくる。いつまでも、いつまでも」

　シマの詩みたいな言葉の意味を理解できているのかどうか。ハルヒロには自信がない。でも、きっと忘れることはないだろう。マナトのことも、モグゾーのことも。メリイもメリイの仲間たちのことを忘れないだろうし、クザクだってそうだろう。

　こんな思いをしてまで、なぜ義勇兵でいつづけるのか。生活のため？　それはある。意地？　それもたぶん、ある。命懸けのスリルが癖になっているとか？　そういう部分もまったくないとは言いきれないが、それだけでは決してない。

　忘れないためだ。

　マナトが、モグゾーが、義勇兵として生きて、命を使い、使い果たして、死んだ。

　仲間たちの、友だちの人生を、否定したくない。無駄だと思いたくない。しっかりと刻みつけたい。

　本当だったらマナトやモグゾーが進んでいったはずの、この道の向こうに広がっている景色を見たい。

「……べつに、埋めたりしなくても、いいんじゃないですかね」

　ハルヒロがそう言うと、シマは先をうながすようにちょっとだけ首をかしげた。

　自分が何を言いたいのか、言おうとしているのか、ハルヒロには判然としない。でも、黙っていられなかった。

「未練がましいかもしれないけど、埋めないで、握りしめてたっていいじゃないですか」

「そうだな」

　ソウマが突然、ハルヒロの前にしゃがんだ。

　見つめあう恰かつ好こうになって、なんとも落ちつかない。

「うちに入るか」

「……はい？」

　入る？　うち？　何だろう、うちって。家のこと？　ソウマの家に入る？　違うか。おそらく違う。

「えっと――うちって……」

「暁連DAY BR隊EAKERSだ」

「あー。なるほど。ですよね。ははは……って、ええええええええええええええええ!?」

　ランタたちもそれぞれ叫んだり跳ねあがったりしていたと思う。だけど仲間たちのそんな反応がろくすっぽ目にも耳にも入らないほど、ハルヒロはぶったまげていた。

「なっ――えっ……!?　どっ……で、でも……そんな、いきなり……やっ――なんていうかその、え……？　じょ、冗談……？」

「ジョウダン？」ソウマは表情を一切変えずに、しゃがんだまま上段の構えらしきものをとってみせた。「唐突だな」

　いや、唐突なのはあんただよ。

　――とツッコミを入れるわけにもいかなくて茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていると、リーリヤが頭を振りながらため息をついた。

「……ソウマ。だしぬけに何を言いだすのですか」

「言い方が悪かったか。俺は彼らを暁連DAY BR隊EAKERSに誘い入れようとした」

「それはわかっています。わたくしを愚ぐ弄ろうしているのですか」

「なんで俺がリーリヤを愚弄するんだ。俺はリーリヤのことを尊敬している」

「……そ、それはっ」リーリヤは新雪の頬ほおをかすかに赤らめた。「……感じています。というか、わたくしが言いたいのはそういうことではなくっ」

「だめか？」

　ソウマはリーリヤ、シマ、ケムリ、ピンゴ、そして人造人間を順々に見た。それから、うなだれるように地面に目を落とした。

「だめなのか……」

　これ、落ちこんでる……よね？　完全に。どこからどう見ても。

「だ、だめというかっ」リーリヤは唇を噛かんだ。「……だめというか。そういうことではなく、わたくしは、ただ……」

「受信石レシーバーは残り少ないのよ」シマが呆あきれ顔で、助け船を出したのか。「そのあたり、ちゃんと理解してる？」

　ソウマはわずかに眉をひそめて、首をかしげた。「それがどうかしたのか」

「どうかって」

「なくなったら、また見つければいいだけの話だ。こだわることじゃない」

「……それは――まあ、そうかもしれないけど」

「馬鹿だ」ピンゴが人造人間に背をもたれさせて天を仰いだ。「馬鹿だ。救いようのない、馬鹿。でも、知ってた。うっくっくっくっ……」

　ケムリが「はっ」と短く笑って、ソウマの肩を叩たたいた。「たしかにおまえの言うとおりだ。だめじゃねーよ。好きにしろ、ソウマ」

　ソウマはケムリの手の上に自分の手を置いた。「ありがとう、ケムリ」

「……いや」ケムリはなんだか、照れているような。「礼とかは、いらねーんだが……」

「さて」

　ソウマはもう一度、一点の曇りもない瞳ひとみで、ハルヒロの目をまっすぐ見つめた。

「俺たちの目標は旧イシュマル王国領、不死の天領アンデツドＤＣへの侵入だ。今はその経路を探しているところだが、すぐに成し遂げられるとは思っていない。時間がかかる。力も必要だ。一人でも多くの力が。未熟でもいい。誰もがそうだ。力はつければいい。死を恐れず、死に立ち向かい、死中に活を求める覚悟がおまえたちにあるなら、俺は歓迎する」

　分かれ道だ、とハルヒロは思った。

　ここが人生の岐路だ。

　それにしても、突然にも程がある。じっくり考えたい。仲間と納得のいくまで話しあってから、結論を出したい。でもたぶん、そんな猶予はない。ここでソウマたちと会った。ソウマたちに命を救われたことが奇跡だ。次があるなんて思わないほうがいい。

　与えられたこの機会を、生かすも殺すもハルヒロたち次第だ。いや、違う。

　ハルヒロ次第だ。

　いいのか。あとで責められるんじゃないか。だいたい、分不相応だ。後悔するんじゃないか。迷っている場合じゃない。ハルヒロは立ちあがった。

「おれたちを、入れてください。暁連DAY BR隊EAKERSに。お願いします」

　メリイかシホルかユメか、もしくはその全員が息をのむような音がした。ランタは「ひやっ！」と変な声を出してガッツポーズをし、クザクは「え……」ともらした。

　――やっちゃったよ。独断専行。

「こちらこそ、よろしく頼む」ソウマはちょっとだけ口くち許もとをゆるめて立つと、ピンゴに向かって手を差しだした。「受信石レシーバーをくれ」

　ピンゴはどこからか黒くて平べったい石のようなものをとりだし、ソウマに渡した。ソウマはそれをハルヒロの手に握らせた。

「それは受信石レシーバーと呼ばれる遺物レリツクだ。遺物レリツクはわかるか？」

「……いえ。わからないです」

「遺物レリツクっていうのはね」とシマが説明してくれた。「現代の技術ではつくりだせない、それでいて過去につくられたことが明らかな代物の総称よ。だいたいは武具だったり、便利グッズだったりで、それは便利グッズのほう。耳にあててごらんなさい」

「あ、はい」

　ハルヒロが受信石レシーバーを耳にあてると、ソウマが違う石――形は受信石レシーバーと同じだが、色が異なっていて真っ白い――を、口にあてた。

「こちらソウマだ」『こちらソウマだ』

「うぇっ？　なんか震えっ……二重に聞こえ――ええっ!?　何これ……？」

「ソウマが持ってるのは発信石センダー」シマが別の受信石レシーバーを自分の耳にあててみせた。「どんなに遠くにある受信石レシーバーにも声を届ける遺物レリツク。まあ、チャンネルとか、いろいろあるんだけどね。受信石レシーバーは発信石センダーの声を受けとると、音を出しながら振動して、あと、光を発する」

　シマが自分の受信石レシーバーの下端を指さした。ソウマが発信石センダーの脇わきを親指で押すと、シマが指している部分が緑色に光った。

「新しい仲間ができた」『新しい仲間ができた』「紹介する」『紹介する』

　ソウマはそう言うと、ハルヒロに発信石センダーを差しむけた。しゃべれ、ということか。

「え……と、あの」ハルヒロは咳せき払ばらいをした。「――ご、ご紹介にあずかりました……ハルヒロ、です。よろしく。こ、これでいいんです……か？」

「ああ」ソウマは発信石センダーを自分の口にあてた。「ハルヒロ以下六人が、俺たちの仲間に加わった。伝えたいことは以上だ。また会おう」

「大事にしろよ……うっくっくっ……」ピンゴがぞっとするような暗い目でハルヒロをねめつけた。「受信石レシーバーは、あと一個しかない。それから……もし、おまえが死にそうになったら、受信石レシーバーは破壊しろ。死ぬ前に……必ず壊せ。いつ、ソウマがくだらないことを連絡するか、わからない……今みたいに。肌身離さず持っていて……聞き逃すなよ、クズ」

「は、はい！」

「とりあえずまあ、生き残れ」ケムリは面倒くさそうに言った。

「そうね」シマが腕組みをすると、豊かな胸が強調されて軽くやばい。「それが一番」

「期待はしていません」リーリヤは結局、冷たい。「せいぜい受信石レシーバーが無駄にならないように励むことです。現時点では、あなたがた六人の価値は受信石レシーバー一つに遠く及びません」

「三さん亜あ人じんの領域を抜けてムリアンの巣穴まで行けば、ウストレルがうろつきだす」ソウマが顎あごをしゃくって奥のほうを示した。「ウストレルを倒せるようになれば、行動範囲がだいぶ広がるはずだ」

「……ウストレル」

「また会おう」

　ソウマはそれだけ言い残して、風のように歩き去った。ケムリも、シマも、リーリヤも、ピンゴも、人造人間も、さっと手を振るくらいで、さよならの一言も口にしなかったし、気がついたら彼らの姿は見えなくなっていた。ぜんぶ、夢……？　白昼夢か？　いや、違う。そうじゃない。

　ハルヒロの手には、受信石レシーバーがしっかりと握られている。ぱっと見、掌てのひらに収まるくらいの平たい黒い石だが、じつは溝があったり細隙スリツトがあったりするし、手ざわりが石でも金属でもない。とにかく不思議な道具アイテムだ。

　ハルヒロは仲間たちと顔を見あわせた。みんな、ランタさえも、ぽかんとしている。

「はは……」

　とりあえず、笑ってごまかしてみた。ごまかせないか。

　ハルヒロは頭を掻かいた。

「入っちゃった。暁連DAY BR隊EAKERS」
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　ある出会いがあった。

　何があろうと逃してはならない好機だと思い、恐れずにそれをつかみとった。

　きっかけができた。

　もう歩いている場合じゃない。走らないと。

「がぁっ！　くっ！　あぁ……っ！」

　クザクが盾でムリアンの攻撃を必死に防ぎ止めている。

　ムリアンは、一言でいうとアリだ。体長でいったら人間より大きいだろう。色は葡ぶ萄どう色で、アリよりは全体的にがっしりしているし、頭部が小さめだし、種類によっては三対の脚の他ほかに一対の腕があったりするし、いろいろと違うことは違うが、まあアリに似ている。ワンダーホールのあちこちに巣を作って繁殖しているという、巨大アリだ。

「とぁっ！　ずぁっ！　うぉらぁ……！」

　ランタは別のムリアンと斬きり結むすんでいる。クザクが相手にしているのは俗にサムライと呼ばれるムリアンで、器用な両手に武器を持って敵性生物を襲いまくる凶暴な連中だ。一方、ランタは、両腕が刃物みたいな形状に発達していて、主に巣穴を守るために外敵と戦うソルジャー種のムリアンとやりあっている。

　ついでにというか何というか、ハルヒロとユメもそれぞれムリアンソルジャーを一匹ずつ引き受けていて、メリイは後ろでシホルを護衛している。

「ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト……！」

　シホルが雷電ライトニングを発動させた。ユメがバチバチやっていたソルジャーＣに雷が落ちる。なんでか知らないが、ムリアンには電磁魔法フアルツマジツクがよく効くようだ。ソルジャーＣはゾォンッと飛び跳ねるように身体からだを震わせ、へたりこむ。ユメは剣けん鉈なたをしまって弓を構え、矢をつがえた。すぐさま「ていっ……！」と矢を放って、巣穴から出てくる新手のソルジャーＤを牽けん制せいする。ハルヒロは人型じゃないムリアンは苦手だ。蠅叩スワツトで防御に専念しつつ、戦況の把握に努めている。「クザク、ランタ！　くるぞ……！」

「――って、言われてもな……！」クザクはサムライの黒い刀みたいな武器を盾受ブロツクするだけで精一杯みたいだ。あの刀は金属製じゃない、石器みたいなものだが、かなり硬くて破壊力があるし、ナチュラルに両手構えデユアルウイールドを身につけているサムライは二刀流の名手だから、手こずってもしょうがない。

「ずわっしゃらぁ！　忌避突アヴオイドォォ……ッ！」ランタは排出系イグゾーストで下がってソルジャーＡを引きよせ、突きを繰りだした。ロングソードを顔面にぶちこまれたソルジャーＡは、死んではいない。でも、目をふくめた顔を潰つぶされて平気なわけがない。ランタは「ぐらぁ！」と斬る。「らぁ、どりゃ！」と斬りまくる。ソルジャーＡは間もなく動かなくなった。

「――ユメ、クザクを……！」ハルヒロが蠅叩スワツトしながら指示を出すと、ユメは即座に「あいさぁーっ！」と返事をしてクザクのサポートへ。ランタが増援のソルジャーＤに斬りかかる。シホルがまた雷電ライトニングを使った。ソルジャーＤにつづこうとしていたソルジャーＥに落雷。ソルジャーはまだくる。メリイが出てきた。「ハル！　交代……！」

「頼む……！」ハルヒロはメリイにソルジャーＢを任せて、前へ。ユメは剣鉈を抜いて側面からサムライを攻撃しようとしている。とはいえ、サムライはクザクとユメの二人を向こうに回して、今のところ一歩も引かない構えだ。さすがに手て強ごわいが、本音を言えばクザクには、そこを一人でしっかりと支えるだけじゃなくて、なんとか打ち破ってほしい。せめて、やってやるという気概を見せてほしいのだ。このままじゃ、盾役タンクになってないんだよ。それでいいのかよ。

　愚痴はいい。あとまわしだ。ハルヒロはソルジャーＦの前進を蠅叩スワツトで止める。ここから先には行かせない。

「射出系リープアウト……ッ！」ランタは斜めにすっ飛んだ。ただソルジャーＤの脇を駆け抜けただけじゃない。すれ違いざまに、ソルジャーＤの首を叩き斬った。「――うわはははっ！　オレすげえ……！」

「ランタ、次……！」

「わかってるっつーの……！」

　ソルジャーＧのお出ましだ。ランタは射出系リープアウトで一気に肉薄し、ソルジャーＧにロングソードをガッツンガッツン叩たたきつける。調子に乗ってるな。とりあえずいいけど――問題は次だ。さらに出てきたら。そんなふうに思っていると、こないということはまずない。きちゃうんだよな。ソルジャーＨだ。

「ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト……！」

　とうとうシホルが痺しびれを切らしたのか、サムライに雷電ライトニングをお見舞いした。ソルジャーと違って、サムライは雷電ライトニング一発で行動不能に陥らせることはできない。それでもサムライは一歩というか数十センチ後退した。

「うおおおおおぉ……！」「にゃにゃにゃあ……！」

　クザクとユメが嵩かさにかかってサムライを攻めたてる。

「アホゥッ！」とランタが叫んだ。気持ちはわかる。クザクだ。ユメはサムライが魔法による衝撃から立ちなおっていないのを見てとって、頭部に攻撃を集中させようとしている。それに比べて、クザクはいかにも雑だ。ロングソードをめちゃくちゃに振りまわしているだけで、ほとんどサムライの刀に撥はね返されてしまっている。ソルジャーＨをどうするか。クザクかユメに？　でも、ユメ一人でサムライはやっぱりまずいか。クザクにしのがせて、ユメにはソルジャーＨに向かってもらう？　ああどうしよう。どうにかするんだ。どうにかできると信じて。信じるだけじゃない。考えて、素早く判断して、やるんだ――。

　今日も三亜人の領域を走り抜けて、ムリアンの巣穴と呼ばれる一帯を歩きまわった。殺したムリアンは数知れず。ムリアンは三亜人みたいに見境なく襲いかかってくるわけじゃないが、サムライはきわめて攻撃的だ。サムライが戦闘行動を開始するとソルジャーが集まってくるし、ソルジャー単体でもある程度まで近づくと攻めかかってくる。ソルジャーは近くにいるソルジャーを呼びよせようとする。

　サムライの黒い刀みたいな武器は持ち帰れば金になる。詳しくは知らないが、金属と溶かしあわせることで質のいい合金がつくれるのだとか。ソルジャーの中にはたまに外骨格の一部が緑がかった金色をしている個体がいて、この部位も売り物になる。産卵するクイーン、生殖係のスタリオンは、奥のほうにいるらしいので出くわしたことがない。うようよいる小柄な巣作り係のワーカーは無害、無益だから、放っておけばいい。

　ものすごく儲もうかるわけじゃないが、赤字にはまずならない。場数を踏んで地道に力をつけることに主眼を置くなら、ムリアンの巣穴はそう悪くない狩り場だ。獲物に事欠くことはないし、サムライは強敵だが個体数が少ないので、よくよく注意して立ち回れば、際限なく湧わいてくる三亜人よりは捌さばきやすい。それから、三亜人がムリアンの巣穴に入ろうとしないように、ムリアンもどうやら三亜人の領域を避けているようだ。やばくなったら三亜人の領域まで撤退すれば、ムリアンたちはたいてい退ひいてゆく。三亜人の領域とムリアンの巣穴の中間点は、一種の安全地帯として利用できる。

「――つーか、だな。どうにかしろっつー話！　わかんだろ!?　ああ!?」

　日が暮れた寂さびし野の前ぜん哨しよう基地裏通りの屋台で晩飯がてら一杯やっていたら、ランタが荒れだした。

「なーに自分は関係ねーみてーな面ツラしてすっとぼけてやがるんだ！　アホか！　おまえだよ、おまえ！　お、ま、え、だっつーの！」

「……あ？」そっぽを向いて酒をちびちびやっていたクザクが、のっそりとランタのほうを見た。「俺っすか？」

「おまえだよ！　おまえ以外に誰だれがいるっつーんだよ、ヴォケッ！　いねーだろうが、どう考えても！　ああ!?」

「そっすかね」

「そうだよ！　おまえだよ！　問題はおまえだ！」

「あんまり大きい声を出さないで」とメリイが静かに言った。

「そやなあ」ユメが自分の肩を揉もみながら同意した。「ランタの声、うっさいねん。神経にさわるからなあ。まわりのひとたちに、迷惑やんかあ」

「……周りっていうか」シホルはため息をついた。「……あたしも、迷惑してる」

「シホルゥゥゥゥゥ。ルルルルゥゥゥゥゥ。揉むぞてめゴラァッ！」

「……ジェス・イーン・サルク……」

「おい待ておまっ、なっ、なにエレメンタル文字描きながら呪じゆ文もんとか唱えてんだっ」

「……自衛のため。当然のことだと思うけど。ジェス・イーン・サルク・フラム……」

「ちょっ、待っ、わかった、わかったから、な？　でけー声は出さねーから。べつにあれだ、オレだってほら、喧けん嘩かしてーわけじゃねーわけだったりするわけだしな？」

　ハルヒロは頭を掻いた。「だったら、最初から普通に話せよ」

「ヘッ」ランタは鼻の下を親指でこすった。「だからよ。どうにかしろっつーこと。クザク。言うまでもなく、おまえのことだぞ」

　クザクはまたあさってのほうを向いた。「どうにかって、何すか」

「つーかまず、その態度が気にくわねえ。なんでふてくされてやがるんだ、おまえは」

「べつにふてくされてねーっすよ」

「カンッペキ、パーペキにふてくされてんじゃねーか。おまえにふてくされる資格があると思ってんのかよ？　ああ？」

「……うまくやれてねーのは、わかってるよ」

「わかってて、何だ？　上手にできねーからって、ふてくされてんのか？」

「これでも」クザクはうつむいて、自分の顎のあたりをつねった。「……これでも、へこんでんだよ」

「だから、へこむ資格なんかねーんだよ、おまえには。ヴァカか。ヴァカだな」

「……ヴァカヴァカうっせーな」

「おお？　口答えか？　いっちょまえに口答えですか？　正気ですか？　ヴァカでアホなんですか？　ヴァカでアホなんですね？　知ってましたぁー。知りまくってましたぁー」

「てめえ……」

「おっと。睨にらんだよ？　生意気にもオレのこと睨みましたよ、こいつ？　おまえなあ、そういうことはなあ、自分のやるべきことやってみせてからだろ？　おまえは盾役タンクだろうが。盾役タンクなのにさっぱり盾役タンクの役割果たしてねークソ盾役タンクじゃねーかクソが」

「だから！　できてねーのは、俺だってわかってんだよ！」

「わかってて、なんでふてくされてんだよ！　何だ!?　あれか!?　ボクはまだよちよち歩きのあかちゃんで、やるべきこともできてまちぇんけど、いっちょうけんめいがんばってるんでぷー、がんばってるボクにやちゃしくしてくだちゃいでぷーってかあ!?」

「……そんなこと言ってねーだろ」

「言ってはねーよなあ！　態度で表してるだけで！」

「この、クソが……！」

　クザクがランタにつかみかかった。いや、つかみかかろうとしたクザクの顎あごに、ランタが掌底の一撃をお見舞いした。クザクの長身がぐらっと傾いて、崩れ落ちる。倒れる寸前になんとか地面に両手をついて、四よつん這ばいになった。

「……くっそ……てめ……」

「クソしか言えねーのか、雑魚が！」

「おい、ランタ……」

「おまえは黙ってろ、ハルヒロ！　軟弱なおまえの代わりに、このヴァカに言わなきゃならねーことを、オレが言ってやる！」ランタは屈かがみこんでクザクの額に人差し指を突きつけた。「――いいか、クソ盾役タンク！　おまえががんばってようとがんばってなかろうと、そんなこたぁーどうだっていい！　大事なのは結果なんだよ！　結果を伴わねー努力なんつーのは例外なくクソだ！　ウンコだ！　オレら、もう何日、ムリアンどもとやりあってると思ってやがるんだ、タコ！　六日だぞ、六日！　六日間！　それなのに、ムリアン一匹引き受けてひーひー言ってる盾役タンクなんざ、いてもいなくても変わらねえ！　むしろ、いねーほうがいいんだよ！　おまえが盾役タンクだっつーならなあ！　せめて二匹はガツッと引きつけてみやがれ！　死ぬ気でやってみろ！　できねーんだったら、いっそ死ね！　わかったか、クソ盾役タンク……！」

　クザクはランタの人差し指をどけようともせずに、下を向いている。

　その気になれば、ハルヒロはランタを止められたはずだ。途中で遮って、終わりまで言わせないこともできた。ハルヒロだけじゃない。いつもランタには批判的なユメやシホル、それにメリイだって、口を挟んでもよかった。だけど誰もそうしなかった。

　いないほうがいいとか、死ねとか、クソ盾役タンクだとか、ハルヒロはさすがにそこまでは思っていない。

　ただ、クザクに物足りなさを感じてはいる。技量はともかく、人並み外れて背が高くて体格に恵まれているのに、盾役タンクとしてのクザクはえらく小さいのだ。

　べつにふざけているわけじゃないだろうし、手を抜いているわけでもないだろう。クザクなりに一生懸命やっているのだと思う。でも、それだけだ。

　たしかに当面、盾受ブロツクに専念しろとは言ったが、本気でやっているのなら、何かもうちょっとあってもいいんじゃないのか。クザクは自分に与えられた役目というか、割り当てられた敵の攻撃をひたすら防いでいるだけだ。余裕がないのかもしれないが、ほとんど周りを見ていない。敵も、味方もだ。ただそこにいるだけ。少し出来のいい障害物みたいなものだ。正直、一緒に戦っている感じがあまりしない。

　とはいえ、クザクはあとから一人でハルヒロたちのパーティに加わったし、経験値も違う。クザクにしかわからない難しさがあるはずだ。

　だから、大目に見るしかない。我慢していれば、そのうちよくなるだろう。

　クザクとはまだつきあいが浅いし、遠慮もあった。

　きっと、ユメたちも同じだったんじゃないか。

　何にせよ、ハルヒロは言うべきことを言わなかったのだ。ランタに言わせてしまった。

　その夜、クザクは「頭冷やしてくる」とかなんとか言って、すぐに窮屈な天幕から出ていってしまった。ランタは間もなく鼾いびきをかきはじめた。

　ハルヒロは寝つけなくて外に出た。

　天幕が並んでいる濠ほり沿いから少し離れたところを歩いていたら、木立のところに人影があった。ハルヒロは近くの天幕に身を隠した。べつに隠れる必要なんてないのかもしれないが、つい隠れてしまった。

　赤い月が夜空に浮かんでいる。

　木に背をもたれさせて座っているのはクザクだ。

　その隣にメリイが立っている。

　微妙な距離だな、とハルヒロは思った。隣といっても、人間一人ぶんくらいは離れている。それを見て、安心している自分がいた。

　嫉しつ妬とかな、と考えてみたりした。

　でも、嫉妬する理由なんてあるだろうか。メリイはパーティの仲間で、それ以上でもそれ以下でもない。美人だし、好きか嫌いかでいったら好きだし、まあ、たとえば、こんなことはありえない話だが、メリイにつきあってと言われたら、喜んで承諾するだろう。いや、そうでもないか。パーティ内恋愛ってどうなんだろうと思わなくもないから、悩むかもしれない。でもやっぱり、断る手はない気がする。ありえないんだけどさ。

　――ほんと、ありえないよなあ。

　むなしくなってきた。

　二人はハルヒロに気づいていない。さっさとこの場から離れよう。立ち聞きなんて悪趣味だし。二人の声が小さすぎて、内容までは聞きとれないけど。

　クザクとメリイとの間に、いったい何があったのか。二人はどういう関係なのか。ひょっとしてこれまでも、こうやって二人で密会したりしていたのか。今はただ、微妙な距離を保って話をしているだけのように見える。だけどこれから、何かが始まるのかもしれない。何かって何だ。まあ、あれかな。うん。だよな。

　悪いことじゃないよな、とも思った。クザクを仲間外れにしているつもりはないが、本人は疎外感を味わっているかもしれない。メリイと親しくなれば、そのあたりが緩和されるだろう。

　それにしても、何を話しているのか。

　気になる。気にしてもしょうがないか。

　ハルヒロはそっとため息をついて、踵きびすを返した。

　眠れるかな、今日……。
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　何があったのか知らないし、知りたくもないが、クザクは変わった。

「ぉら……！」

　盾でサムライの黒い刀を盾受ブロツクしながら、右腕を一杯にのばしてロングソードを振るい、ソルジャーＡに斬きりつける。大きな身体からだを亀かめみたいに縮め、身を守ることに汲きゆう々きゆうとしていた臆おく病びような聖騎士の姿は、そこにはない。

「づぁっ！　くぁぁ……！」

　身体が開いているので、隙すきだらけではある。サムライの黒い刀を盾で受け止めきれず、兜かぶとをガーンと殴られることもある。たまにソルジャーＡの反撃を食らって、下がりそうになる。それでもクザクは持ちこたえて、サムライを正面に据えつつ、ソルジャーＡを攻撃しつづける。サムライもソルジャーＡもクザクを無視できない。見事とは言いづらい、だいぶ危なっかしいが、クザクは二匹をガツッと引きつけている。

「うはははぁーっ！　やりゃーできんじゃねーか……！」

　ランタはまあ、相変わらずだ。ガンガン攻めて、射出系リープアウトや排出系イグゾーストで翻ほん弄ろうして、忌避突アヴオイドでソルジャーＢをしとめると、すかさずソルジャーＣに躍りかかる。

「その調子で精進しろ……！　このオレがもっと華々しく活躍するためにィィィ……！」

「ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト……！」

　シホルが雷電ライトニングの上位版、暴威雷電サンダーストームをぶちかまして、巣穴から出てきた新手のソルジャー三匹を一挙に片づけた。その後ろからソルジャーが二匹飛びだしてきたが、シホルが三匹まとめて始末してくれなければ、増援は五匹だったのだ。

「ナイス、シホル……！」

　ハルヒロはソルジャーＤの刃物みたいな右腕をサップで蠅叩スワツトし、左腕をダガーで蠅叩スワツト。相手がムリアンだと腕捕アレストも膝砕シヤターも無理だが、昨夜、なかなか眠れなかったので、考えていたことがある。こんなのはどうだ。ハルヒロは思いきってムリアンの懐に入りこむ。ムリアンは噛かみついてこようとしたが、そうくるだろうと予想していた。慌てず騒がず迫りくるムリアンの顔面にサップを叩たたきこんで、顎の下にダガーを突っこむ。そのまま首をねじ斬ってやった。サムライはけっこうゴツくて腕や脚の関節も首も太いが、ソルジャーはそうでもない。というか、わりと脆もろい。

「むにゃあ……！」

　ユメが剣けん鉈なたでソルジャーＥの腕を一本叩っ斬って、返す刀で脳天を一撃。ふらふらになったところに間断なく剣鉈の連打を浴びせる。浴びせまくる。ソルジャーＥの頭が、斬れるというよりも潰つぶれた。ハルヒロはユメに目配せをして、増援のソルジャーＦへ。ユメはソルジャーＧへ。メリイが左手首を確認していた。光の護法プロテクシヨンはまだ切れていない。

「――っ……！　ぬぁっ！　つぅ……！」

　クザクは粘って、まだサムライとソルジャーＡをキープしている。ランタはソルジャーＣを圧倒していて、程なく倒してしまいそうだ。ハルヒロはソルジャーＦの腕をサップで蠅叩スワツトした。こいつもさくっと片づけてやる。

「あぁ……!?」と、クザクが妙な声を出したので、一瞬、何かへまでもしたのかと思ったら、違った。

　サムライだ。サムライが逃げてゆく。

「ちょっ――これ、どういう……!?」

　クザクがソルジャーＡの腕を盾受ブロツクしながら、ハルヒロのほうを見た。どういうって、そんなこと訊きかれてもさ。サムライは異様なほど好戦的なムリアンで、敵と見なした相手には死ぬまで食らいついてゆく。それが、逃げだすなんて。こんなことは初めてだ。ハルヒロだってわけがわからない。

　わけのわからないことはつづいた。

　サムライが何か合図でも出したのか。そんな様子はなかったが、ソルジャーたちもこぞって退ひきはじめたのだ。

「何だこらぁ！　逃がさねーぞぉら……！」

　ランタはソルジャーＣに追い打ちをかけようとしている。――変だよな、こんなの。

「待て、ランタ！　行くな……！」

「はぁ!?」

「おかしい。何かある」

「何かって何だよ!?」

「わかってたら言うだろ。わからないけど、絶対やばい」

　これは勘じゃない。

　ムリアンの生態は見た目どおりアリに近くて、群れ全体が一つの生き物みたいに活動する。なんというか、ムリアンには個という概念がないかのようで、自分の役割が常に他ほかのものより優先されるのだ。役割を果たすためなら、自己犠牲も厭いとわない。それどころか、自分自身を尊重する、自衛するという機能が、そもそもムリアンには備わっていないのかもしれない。

　そんなムリアンが、逃げる。

　たぶん、サムライは何か考えてそうしたわけじゃない。ムリアンには、そういうたぐいの知性はないだろう。

　おそらく、こういうときは一も二もなく逃げる、その場を離れる、というふうに決まっている。ムリアンの中に刻みこまれている行動パターンなのだ。

　なぜ逃げるのか。逃げる。――退避する。いったい、何から……？

　ハルヒロはそこらじゅうにあいている穴に視線を送った。中にはさっきのサムライとソルジャーたちが逃げこんでいった穴もある。

　ムリアンの巣穴と呼ばれているこの一帯は、三さん亜あ人じんの領域と違って幅はせいぜい十メートルくらい、高さはその半分ほどだ。曲がりくねっていて、あまり見通しがきかない。穴はムリアン二匹がなんとかすれ違えるくらいの大きさだ。人間も入れる。

「隠れよう」

　みんなそれぞれ、ただならぬ雰囲気を感じとっているのだろう。ランタでさえ逆らわなかった。ハルヒロたちはムリアンの穴に身をひそめた。

「……何だと、思う？」とシホルが囁ささやくように言った。

　ハルヒロは頭を振った。「……わからない」

「ふぬー……」ユメがハルヒロの横で低く唸うなった。

「おまえら、少し黙ってろ！」とランタが怒鳴った。

「……うるさいのは、あんたなんじゃ」

「おお？　クゥゥゥーザクゥゥゥー。このオレ様に向かって、ずいぶん生意気な口たたくじゃねーか。へっぽこ盾役タンクの分際で」

「それ、関係なくね？　この状況だと」

「そうね」とメリイが賛同した。

　ハルヒロたちはムリアンの穴の側壁に背中を寄せて横並びになっている。並び順は出入口に近いほうから、ハルヒロ、ユメ、シホル、ランタ、メリイ、クザクだ。メリイはクザクの隣にいる。だからどうしたって話だけど。それこそ、関係なくね？　そうだ。まったく関係ない。ハルヒロは深呼吸をした。

「みんな、ここにいて。ちょっと見てくる」

「だいじょぶかなあ。ハルくん一人やったら、あぶないのとちゃう……？」

「一人のほうがいいよ。おれ、盗賊だし。一応、こういうの専門だから」

　ムリアンの穴の中は暗い。ハルヒロは足音を立てないように用心して、慎重に出入口へと向かった。

　体勢を低くして、少しだけ顔を出してみた。

　ムリアンの巣穴は、洞どう窟くつというより峡谷みたいに上が開けている三亜人の領域と違って、天井がある。ただ、完全にふさがれているわけじゃない。けっこう隙すき間まがあって、そこから光が射さしこんでくるから、多少は明るい。

　何もいないようだ。今のところは。

　静かすぎるほど静かだ。

　あまりにも静かすぎて、そいつが視界に入ってきても、すぐには気づかなかった。最初は違和感を覚えた。――あれ？　なんか……いる、のかな？　みたいな。

　何だろ、あれ、みたいな。

　いる……よね？

　よね、じゃない。いるって。いるよ。それは――黒い。

　いや、黒ではないが黒っぽい、雨合羽みたいなものを被かぶっている。

　人、みたいな……？

　たぶん頭があって、腕があって、脚がある。歩いている。というか向こうから、奥のほうから、歩いてくる。それは間違いないと思うが、足音が聞こえない。無音だ。

　手に何か、長い物を持っている。槍やりだろうか。でも、穂先の形からすると、槍とは言えないか。槍というよりも剣のような、肉厚で頑丈そうな包丁のような、牛刀のような穂先だ。薙なぎ刀なたみたいな。というか。

　でかい。あいつ。きっと二メートル以上ある。三メートルはないと思うが、ひょっとしたら二・五メートルくらいあるかもしれない。

　頭が変に小さくて、肩幅が広い。逆三角形にも程がある体形だ。前まえ屈かがみの姿勢で、薙刀を杖つえみたいについて歩いている。

　薙刀で地面をついているように見えるのに、なぜか音がしない。

　あれは、やばい。やばいやつだ。やばい感じがしないのが、やばい。気がついたら後ろにいてバッサリやられてしまいそうで、かなりやばい。







[image: ]







　――ウストレル。

　ぱっとその名が浮かんだ。ソウマが言っていた。三亜人の領域を抜けてムリアンの巣穴まで行けば、ウストレルがうろつきだす、と。ウストレルを倒せるようになれば、行動範囲がだいぶ広がるはずだ、とも。ウストレル。ソウマはおそらく、あえて詳しくは話さなかった。ハルヒロたちは義勇兵だ。これでも義勇兵の端くれなのだ。初めて義勇兵団事務所に連れていかれたとき、ブリちゃんに教えられた。各自が己の才覚、独自の判断で情報を収集し、敵を叩く、これが義勇兵の流儀だと。ソウマはハルヒロたちを義勇兵として認め、仲間に入れてくれた。だから、ハルヒロたちは身をもって知らなければならない。ウストレル。こいつだ。こいつが、ウストレル。こいつを倒さなきゃいけないんだ。

　ウストレルは静かに、これ以上ないくらい静かに、ひたひた、ひたひたと、こっちに近づいてくる。

　今すぐ仲間のもとへ戻るべきだろうか。でも、今、動いたら、気づかれてしまいそうな気がする。まだ距離があるし、大丈夫だと思うのだが、怖い。ハルヒロは知らぬ間に鼻と口を手で覆っていた。呼吸の音をもらさないように。警戒しすぎだ。落ちつけ。冷静にならないと。だけど、やっぱり動けない。

　こうしている間にも、ウストレルが迫ってくる。思ったより、というか見かけよりも、やつは速い。もう十五メートル？　十メートル？　それくらいまで接近している。

　見つかって――ないよな？　ハルヒロは片かた膝ひざをつき、さらに上体を低くして、ほんのちょっとだけ顔を出している。光が射しこんでいるといってもそう明るくはないし、見えない……はずだ。ウストレルは一定のペースで歩いてくる。足どりを速めたりはしていないし、気づいていない……と思う。

　顔を引っこめたい。動けない。だめだ。失敗した。さっさと戻るべきだった。穴の中に隠れていたほうがよかった。まずい。近い。近いよ。もうかなり近い。五メートル？　四メートルか？　三メートル？　ああ。――止まった。

　ウストレルはやはり音もなく回れ右をした。

　遠ざかってゆく。

　いや、でも、まだだ。安心するのはまだ早い。もうちょっとだ。もう少し離れてから。そろそろいいか。なんとも言えない。

　結局、ウストレルの姿が闇やみにとけこんで見えなくなってから、ハルヒロは仲間たちのもとに引き返した。

「……ウストレルがいた」

「やばそうだったか？」

　いつものランタだったら、そんなことを訊く前に飛びだしてもおかしくはない。いくらか成長したのか。ハルヒロはうなずいた。

「かなり、ね。黒っぽくて、でかくて、薙刀みたいなのを持ってる」

「そいつを殺やれるようになったら行動範囲が広がるって、ソウマが言ってたよな」

「うん」

「つーことは、ウストレルは一人じゃなくて、複数いる。ムリアンの巣穴から先を歩きまわってて、どこで出くわすかわかんねーってことだよな」

「……それから」シホルは息を吸いこんで、吐きだした。「……あたしたち人間だけじゃなくて、他の生き物たちも、ウストレルを恐れてる……」

「どうするん……？」ユメの声がいつになく硬い。

「暗黒よ、悪徳の主しゆよ、悪霊招来デイモンコール」

　いきなり呪じゆ文もんを唱えたランタの前に、黒っぽい紫色の雲みたいなものが現れた。雲が渦を巻く。ある形をなしてゆく。首がない人間の上半身の、胸にあたるところに穴ぼこみたいな目が二つあって、その下に裂け目みたいな口がある。そんな姿をした、それは――暗黒騎士の使い魔、悪霊デイモン。ゾディアックんだ。

（きひ……きひひひひ……呼ばれたからきてやったぞ……きひ……帰っていいか……？）

「いいわけねーだろ！　おっと――」ランタは自分の口をふさいだ。「……ゾディアックん。今日はおふざけはナシだ。これからのるかそるかの大勝負だからな」

（……いひひひ……そうか……ついに……死ぬ番がきたな……ランタ……いひひ……）

「え、縁起でもねーこと言うんじゃねーよ。き、気にしちまうだろっ」

「……やるんすか？」クザクは明らかに及び腰になっている。

「わたしは、どちらでも」

　メリイは緊張しているようだ。さっと左手首を確かめると、六ろく芒ぼうの輝きが薄らぎ、揺れて、消えかけている。メリイは六芒を示す仕し種ぐさをした。

「光よ、ルミアリスの加護のもとに……光の護法プロテクシヨン」

　たちまちのうちに、ハルヒロたちの左手首の六芒が光をとりもどした。

　メリイは一つ息をついた。「――わたしのやることは、変わらないから」

「もう行っちゃったかもしれない」

　ハルヒロは目をつぶった。準備はできているのか。わからない。何しろ、相手のことを知らないわけだから。だけど不思議だ。どういうわけか、尻尾しつぽを巻いて逃げるという選択肢は浮かんでこない。

「様子を見て、やつがまたきたら、仕掛けよう。ただし、安全地帯まで引っぱる。力を量る感じで、やばくなったら即、逃げるから。すぐ逃げることになっちゃうかもしれないけど、どっちにしても退却の判断はおれがする。絶対、従うこと。いいな？」

　ランタは舌打ちをした。「……えっらそうに。しょうがねえ。わかったよ」

（きひひひ……えらく素直だなランタ……死ぬぞ……きひひひひひ……死にフラグ……）

「わ、わかったっ」ユメは暗がりの中でもわかるくらい、思いっきりうなずいた。

「……あたし、魔法で攻撃に集中するから……メリイ、守って」

「ええ。任せて」

「……やんのかよ」クザクは兜かぶとのバイザーを下ろした。「防げっかな。俺」

「防ぐんだよ。盾役タンクだろ」

　ハルヒロはそう言ってから悔いた。言い方がきつかったかもしれない。でも、クザクはちょっとだけ笑った。

「あぁ。そっすね。これでも盾役タンクのつもりだから、やるよ」

「やつは気配がやたらと薄いから、気をつけて」

　ハルヒロが先頭に立って、穴の出入口まで戻った。顔を出してみた。ぞっとした。

　――近っ……。

　思わず口に出してしまいそうになったが、さすがにそこは抑えた。いる。ウストレル。ハルヒロは今、動揺しているので、目測の正確さに自信を持てないが、十メートルよりは近くて五メートルよりは遠い、といったところか。歩いていない。突っ立っている。

　だしぬけに、ランタがハルヒロの横から頭を突きだした。「――ぬおっ」

「馬鹿、おまっ」

「前、出る……！」クザクが飛びだした。

　ウストレルはもう動きだしている。すごい。すげえ。すっげえ。速いっていうか、速すぎっていうか、薙刀がゴォォーッと突きだされてクザクは盾受ブロツクしたが、だめだ。クザクは盾ごと「――づぁ……!?」と吹っ飛ばされた。ランタは「暗黒よ……！」というところまで呪文を唱えて、間に合わないと悟ったのだろう、ロングソードで攻撃したんじゃない、防御する。ウストレルの薙刀。きた。ランタはなんとかロングソードで受け止めたのか。でも、やっぱりぶっ飛ばされた。「――ぐぬぁ……っ！」

　いやいやいやいや？　やばいぞこれどうするやばいどうしたら？　逃げるっていってもクザクとランタがあれだし、ウストレルはこっちに向かってくるし。蠅叩スワツト？　無理だって。薙刀。突きだ。ハルヒロは「いぃっ……！」と妙な声をもらしながら横っ跳びして転がった。なんだかよくわからないが、かわしたらしい。ウストレルは薙刀を手の内ですすっと滑らせて短く持ちなおし、振りおろす。もちろんハルヒロめがけて。これやられるわこれ。やられちゃうわ。やられてたまるかとは思うが、「――っ！　っ……！」みたいな具合でもう声も出ない。ハルヒロは這はいずりまわって逃げる。薙刀がガッツゴツ地面を削る。すすすすげえ。しししし死ぬ。死ぬってほんと。何だこれ。何なんだ。

「いやりゃあぁ……！」ユメが穴のところから矢を放つ。当たった。ウストレルの右胸に矢が刺さった。ウストレルが無言というか無音でユメに向きなおる。ユメの後ろにはメリイとシホルもいる。いやだめだろ。ハルヒロは助かったが、まずいだろそれ。

「ずおっしゃらぁぁぁぁぁっ……！」ランタが奇声を発しながら跳び起きて、ウストレルに突撃した。破れかぶれじゃない。たぶんウストレルの注意を引くためだ。でも、ウストレルは振り向きもしないで、薙刀の柄つか頭がしらでランタの胸を突いた。「ごっ」と呻うめいて倒れそうになったランタを、ゾディアックんが支えた。（……ば、ば、馬鹿め……いひひ……）

「――っそおおおぉぉぉぉぉ……！」とクザクがロングソードの平ひらで盾を何回か叩たたいた。ウストレルは完全に無視だ。クザクは盾を前に出してウストレルに突っこむ。ウストレルはかまわずユメたちに襲いかかると見せかけて、急に振り返った。薙刀を一いつ閃せんさせる。クザクは受けきれない。というか、ウストレルの薙刀は思いのほかのびて、クザクは盾じゃない、左腕だ。左腕に薙刀を食らった。斬きられた？　それとも、へし折られた？　とにかくクザクは盾を取り落として転がった。「うぐあああぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

「ひやぁぁっ！」ユメは弓に矢もつがえずにあとずさっている。メリイも、シホルもだ。そのまま後退したら穴だ。ムリアンの穴の中に入ってゆくことになる。穴？　あの穴、ハルヒロたちならほぼ屈かがまずに通行できるが、ウストレルはどうだろう。ウストレルの身の丈は二・五メートルくらい。入れないことはないか。ただ、三さん亜あ人じんの横穴ならもっと小さいし、場合によっては避難場所として使えるかもしれない。ムリアンの穴は微妙だ。じゃあ、どうする。どうしたらいい。まずは――まずは、ユメたちを逃がす。それだ。それが最優先だ。そのために、できることは。ハルヒロにできること。これしかないのか。

　サップをしまう。ランタやクザクみたいに声は出さない。まっすぐウストレルめがけて駆ける。足あし許もとがふわふわしていて、変な感じだ。視野が狭まっている。

　ウストレルはこっちを向かない。

　ユメたちはもう、ムリアンの穴に入りこんでいる。

　飛びつこうとしたら、案の定、ウストレルは薙なぎ刀なたの柄頭を出してきた。これは一度、見た。かわせる。といっても、ギリギリだった。予想以上にウストレルの動作は鋭くて、ハルヒロの身のこなしが鈍い。それでも、ハルヒロはウストレルの背中にしがみついた。

「ユメ……！　離れろ……！　今のうちに……！」

「ほにゃあっ!?」

　棒立ちになっているユメを、メリイがうながす。

「早く……！」

「んにゅ！」

「……っ……！」

　シホルが先陣を切ってムリアンの穴から駆けだした。ウストレルが薙刀を振りまわそうとする。させるか。ハルヒロは逆手に持ったダガーをウストレルの側頭部に突きたてる。撥はね返された。硬い。この手て応ごたえ。兜？　雨合羽みたいな衣のフードが外れて、ウストレルの頭部があらわになった。兜――なのか。よくわからない。金属製の頭ず蓋がい骨こつみたいな。

「うあぁ！　あぁっ！　ああぁぁ……！」

　ハルヒロはそのメタリックスカルなウストレルの頭にダガーを叩きつける。ウストレルは、痛がっているのかどうかは不明だが、いやがってはいるみたいだ。身をよじって、ハルヒロを振り落とそうとする。肘ひじ打うちをする。とんでもない力だ。痛みというか衝撃がすごい。

　シホルが、メリイが、ユメが、ウストレルのすぐ前を横切っていった。

「スゥゥゥゥゥゥゥゥ……」

　何の音だろう。ウストレルか。声？　息？　よくわからないが、ウストレルは左手をのばしてきた。ハルヒロの頭を鷲わしづかみにするつもりだ。下手をしたら握り潰つぶされてしまうかもしれない。ユメたちはとりあえず行ったし、潮時か。

　ハルヒロはウストレルの背中から飛び離れた。

　ウストレルは即座に無音で回れ右をして――くる。薙刀が。

「ぃっ……！」

　ハルヒロはとっさに伏せた。それしかできなかった。

「憤慨突アンガーァァー……！」

　もしランタが無謀にもウストレルに突きかかってくれなかったら、ハルヒロは次の一撃で真っ二つにされていただろう。

　でもウストレルは、左腕でランタのロングソードを打ち払った。

「なっ――」

　体勢を崩したランタめがけて、ウストレルが右手一本で薙刀を振りおろす。ああ。だめだ。死ぬ。ランタが殺やられる。

（ぎひっ……！）

　ゾディアックん。

　間一髪だった。ゾディアックんがランタを突き飛ばしたのだ。

　ゾディアックんはランタの身代わりになって、ウストレルの薙刀で一刀両断された。

（……う……うひ……ランタ……死ね……）

「人を助けといて……！」ランタがウストレルに斬りかかる。「言ってんじゃねえよ！　おまえなんか！　ゾディアックん！　おまえなんかなあ！　またいつでも呼びだせるんだっつーの……！　うぉらああぁぁぁ……！」

「無茶するな、ランタ！」ハルヒロは立ちあがった。「安全地帯まで引っぱるぞ……！」

「排出系イグゾーストォォ……ッ！」

　ランタがものすごい勢いで跳びさがると、ウストレルはつられ――ない。

　ハルヒロでも、ユメたちでもない、ウストレルは、まだ起きあがれないでいるクザクのほうに足を向けた。

「――ちょっ……！」ハルヒロは駆けだしたが、間に合いそうにないし、間に合ったとしても助けられそうにない。

「ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト……！」

　雷電ライトニング。シホルの魔法だ。ウストレルに雷が落ちた。ウストレルはでかい身体からだをびくっとさせて、その衣から一筋か二筋、水蒸気か煙か何かが立ちのぼっているが、効いたのか。少なくとも、大きなダメージは受けていないようだ。ウストレルは滑らかな動作でシホルたちがいるほうへと顔を向けた。まずい。女性陣が狙ねらわれる。でも、おかげでクザクは命拾いした。

「ランタ！　なんとか引きつけろ……！」

「おうよ……！」

「立て、クザク……！」

　ハルヒロはクザクに駆けよった。クザクは左腕が完全にいっている。なんというか、ひどい。斬られて、折れて、ぐちゃぐちゃだ。クザクは、だけど、がんばった。自力で身を起こして、うなずいてみせた。

「……大丈夫。いける。ごめん。盾、持ってくれる？　できたら」

「盾？」

「腕、治してもらったら、また使うんで。盾ねーと俺、役立たずだし」

「――余裕がなくなったら、捨てるからな！」

　ハルヒロはクザクの盾を拾った。クザクはついてこられるのか。きついだろうが、ついてきてもらうしかない。

　ユメたちは走って逃げている。ウストレルがそれを追う。ランタはなんとかウストレルを振り向かせようとしているみたいだが、うまくいっていない。ウストレルは後ろを見もせずに薙刀の柄で、それから左腕で、ランタのロングソードをたやすく防いでしまう。

「っきしょおおぉぉぉぉ……！　何なんだ、こいつ……！」

「ウストレルだろ……!?」

　意味のないことを叫んで脚を動かしながら、ハルヒロは考える。どう考えればいいのか、考える。いったい何を考えればいい？

　ユメたちはあのまま逃げきれるだろうか。わからない。でも、たぶん無理だ。いつか追いつかれる。その前に、ハルヒロたちがウストレルを止めないと。止められるのか。

「ユメ！　メリイ！　シホル……！　安全地帯を越えたら、三亜人の横穴に……！」

　返事はない。三人とも走るのに一生懸命だ。

　クザクは遅れている。そりゃそうか。

　ウストレルがときおり薙刀を振りまわす。女性陣のしんがりについているユメが、そのたびに「ひいっ」と悲鳴をあげる。いつ薙刀がユメに届いてもおかしくない。

　天井が開けて、明るくなった。もう安全地帯だ。

　安全地帯といっても、べつにはっきりとそう区別できるような場所があるわけじゃない。すぐ三亜人の領域だ。本道がまっすぐのびていて、その両側面に横穴がある。

　突然、ウストレルが加速して、薙刀を突きだした。

「うなっ……」

　ユメは斜めに跳んだが、脇わき腹ばらのあたりをウストレルの薙刀がかすめて、削った。

「――ユメェェェ……ッ！　射出系リープアウト……ッ！」

　ランタがすっ飛んでいって、ウストレルの背中に躍りかかる。ウストレルは振り向きざまに薙刀を斜めに振りおろした。

「[image: ]っ……！」

　ランタはボールか何かみたいに地べたに叩きつけられて、その拍子に兜かぶとが外れた。ウストレルはすかさず薙刀を振りあげる。

「――イグゾォーッ！」

　排出系イグゾーストと発音しようとしてしきれなかったみたいだ。ランタはカエルみたいな体勢からビヨーンと後ろに跳ねて、かろうじて薙刀をよけた。

　メリイがユメを半ば抱えるようにして横穴に駆けこんでゆく。シホルもつづいた。よし。よくやった。ランタ。よし……！

　メリイたちと同じ横穴まで行くのは難しい。ハルヒロはクザクを連れて、逆側の別の横穴を目指した。「ランタ、おまえもこい……！」

「イグゾォッ！　簡単にグゾッ！　イグんじゃっ！　ねーよグゾォォ……ッ！」

　ランタは排出系イグゾーストを連発して、どうにかこうにかウストレルの薙刀から逃げまわっている。助けてやりたいが、あれはランタにしかできない芸当だ。ハルヒロが出ていっても、おそらく足を引っぱってしまう。時間稼ぎをしようとしてやられて死んで、その間にランタを逃がすあたりが関の山だ。それじゃあ意味がない。

「おまえならできる！　ていうか、おまえにできなかったら、誰だれにできるんだよ……!?」

「ヴォケッ！　オレだったらできるとか！　そんなわかりきってて言うまでもねーことぬかしてんじゃねえ！　射出系リープアウトォォ……ッ！」

　ランタは下がるのではなくて、ウストレルの左脇わきを突き抜けるように跳んでいった。ウストレルはすぐに回れ右をして、ランタを追撃する。でも、ランタはまた跳んだ。

「リープッ、リープッ、リープアウッ！　リーッ、リーッ、リーッ、射出系リープアウト……ッ！」

　跳んで、跳んで、跳びまくって、逃げる。さすがというか、なんというか。

　ハルヒロとクザクは横穴に入りこんだ。三亜人の横穴は、どれもだいたい高さが一メートル少々、幅は七十センチくらいだろうか。ハルヒロでもしゃがむようにして通らないといけない狭さだから、ウストレルにはとくに幅が厳しいだろう。

　横穴を五メートルくらい進んだ。デュルガーもボギーもスプリガンもいないようだ。やつらもウストレルの存在を感知して、奥に引っこんでいるのか。ランタは逃げおおせただろうか。クザクは荒い息をしているだけじゃなくて、「……う……う……うっ……」と呻うめいている。左腕が痛むのだろう。メリイたちと合流して治療を受けさせたいが、あっちの横穴は本道を挟んで逆側にある。この横穴と繋つながっているとは思えない。

「クザク、ここで待ってて」

「……っす」

「すぐ戻る」

　ハルヒロは盾を置いてとって返し、本道をのぞいてみた。

　ウストレルは、いた。

　まるで何十年も前からそこにいるかのように静かに、本道のど真ん中に立っている。

　ランタは？　死体は見あたらないから、どこかの横穴になんとか逃げこんだのか。

　ユメたちが入っていった横穴は、わかる。ちゃんと覚えている。ここからだと、ほぼ真正面だ。そのちょうど中間にウストレルが立ちふさがっている。

　とりあえず、ウストレルは三さん亜あ人じんの横穴には入ってこないようだ。でも、ハルヒロたちを見逃すつもりもないらしい。横穴に隠れているハルヒロたちが出てきたところを殺そうとしているのだ。

　我慢比べをするべきか。ひたすら横穴でじっとしていれば、そのうちウストレルもあきらめるんじゃないか。他ほかの義勇兵が通りかかるのを待つ、という手もある。三亜人ならともかく、ウストレルはさすがに無視できないだろう。でも今日はもう、かなりの数の義勇兵がハルヒロたちを追い越してワンダーホールの奥へ進んでいった。帰ってくる義勇兵はいても、行く義勇兵はたぶん、いないだろう。義勇兵が帰ってくるのはだいたい夕方以降だ。まだ昼前だし、だいぶ時間がある。ユメ、シホル、メリイ、ランタと意思の疎通ができないのも痛い。ここでハルヒロがこうすると決めても、仲間には通じない。それに、クザクだって。

　ハルヒロはクザクのところに戻った。クザクはまだ呼吸が整っていない。というか、息切れしているわけじゃないのだろう。きっと怪け我がのせいだ。

「クザク。もう一回だけ、走れる？」

「……あぁ――しんねーと……死んじまうかも……だし、ね……」

「大丈夫か？」

「うん」クザクはうなずいて、はぁー、と息を吐いた。「大丈夫だよ。走れる」

「じゃあ、きて」

　本道の手前まで行って、ハルヒロはユメたちがいるはずの横穴を指さした。

「遠いけど、わかる？　あの横穴にメリイがいるから。あそこまで、全力疾走して」

「……あんたは？」

「おれは、囮おとり。先におれが出てウストレルを釣るから、そうしたら走れ」

「それ、危なくね？」

「危ないよ。だけど、これしかない。早く手当てしないと、クザク、動けなくなるだろ」

「……そっすね」

「盾はここに置いておこう。行くよ」

「え、もう？」

「やらなきゃいけないことは、さっさとすませちゃったほうがいい」

　グズグズすればするほど、怖くなってきちゃいそうだし。ハルヒロは自分の胸を叩たたいた。ダガーとサップを抜いておくかどうか迷った。武器なしだと見え見えか。でも、素手のほうが走りやすい。迷うな。行こう。

　ハルヒロは横穴からそろりと出た。ウストレルはまだハルヒロに気づいていない。ウストレルはワンダーホールの出入口方面に身体を向けている。ハルヒロは忍び歩きスニーキングで側壁に沿って出入口方向へと進んだ。そのうちウストレルの視界に入るだろう。

　いつ察知されるか。

　きた。

　ウストレルがこっちを向いた。同時に、音もなく走りだす。くる。やっぱり速い。

　ハルヒロは駆ける。全身が後ろに引っぱられているような感覚。恐怖感か。切迫感か。側壁沿いを疾走していると、間もなくウストレルがハルヒロの真後ろについた。クザクはどうか。いた。遅い。ちんたらしているわけじゃない。思うように走れないのだ。まだ目標の横穴に到達していない。まだか。がんばれ。もうちょっとだ。あと少し。入った。

　見届けてから、ハルヒロも近くの横穴に転がりこんだ。

「――うおっ……！」

　ウストレルは横穴に薙なぎ刀なたを突き入れてきた。ハルヒロは慌てふためいて這はう。這い進む。ウストレルは巨体を九十度以上折り曲げて、横穴をのぞきこんでいる。入って――きたりしないよな？　ハルヒロは試しに止まってみた。ウストレルは動かない。横穴に入る気はないようだ。だけどこれって、閉じこめられちゃってないか……？

「おい。……おい。……おい！　誰かいるのか。おい……！」

「……ランタ？」

　奥のほうから声が聞こえた。ランタは間もなく姿を現した。

「ハルヒロかよ。おまえ一人か？」

「……そうだけど。ここまで、どうやってきたんだよ」

「そこじゃねー別の穴に入って、適当に進んだらここに出た」

「適当にって――この体勢で三亜人に出くわしたら、終わりだと思うんだけど……」

　ハルヒロもランタも中腰より低い姿勢を保っている。そうしないと、頭が上につっかえてしまうのだ。これではとても戦えない。

「アホか、ヴァカ。そんなこといちいち気にしてられっかよ。――つーか、ウストレル、いるじゃねーか！」

「いるよ。入ってこないけど。……ユメたちと合流しないとな。クザクだけは、あっちに行かせたんだけど」

「逆側か……」ランタは唇を噛かんだ。「オレに考えがある」

　ランタの案に乗るのは不安だったが、他に手がない。あるのかもしれないが、思いつかない。ハルヒロはランタと一緒に横穴の奥へと向かった。もうウストレルは見えない。そこでランタとは別れた。ハルヒロは待機だ。おそらく五分間くらいじっとしていた。

「おらぁぁ……！」と、遠くでランタが叫んだ。

　作戦は単純だ。ランタは自分が入ってきた横穴から出て、ウストレルを引きつける。その間に、ハルヒロは逆側へ。ランタが囮役を買って出たわけだ。

　ハルヒロは大急ぎで引き返した。ウストレルはいない。ランタが釣ってくれたみたいだ。横穴から飛びだすと、ランタがウストレルに追いかけられていた。とにかく引き離そうとするのではなくて、ギリギリまでウストレルを引きつけてから、排出系イグゾーストで距離をとるやり方に徹している。やるな、ランタ。もちろん、感心している場合じゃない。

　ハルヒロは逆側の横穴めがけて突っ走る。ユメたちがいるだろう横穴までは遠いので、ちょっと無理か。とりあえず、どの横穴でもいいから入ってしまえば。

「――あぁっ!?　何だこら!?」と、ランタが怒鳴った。

　何かあったのか。走りながら見ると、ウストレルが停止していた。ランタも足を止め、手を振って挑発している。「どうしたぁ!?　こいよぉらぁっ！　オレが怖ぇーのか!?」

「スゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……」

　何だ、あの音。声？　息？　さっきも聞いた。でも、あれより音量が遥はるかに大きい。ランタも異変を感じたのだろう。逃げようとした。その前にウストレルが踏みだして、右腕をのばした。実際、のびたのだ。右腕が、いや、左腕も、つまり両腕の長さが倍ほどにもなった。そして、その長くなった右腕で薙刀を振りおろした。

「づっ……！」

　右腕がのびる前の長さだったら、たぶんランタはかわしていた。長くなったせいで、かわしきれなかった。

　ウストレルの薙刀がランタの左腕をぶった斬ぎった。

「ラン――……ッ」

　ハルヒロは瞬時に、ほとんど反射的に決断した。

「みんな、出てきてくれ……！　ランタを助ける……！」

　勝算はあるのか。ないのか。わからない。でも、成算はある――と思う。ウストレルの腕。長くなった。長い。あまりにも長い。長すぎだろ、それ。

　怖がりさえしなければ、きっと懐に入りこめる。

　ハルヒロは血を流しながら下がるランタとすれ違った。ウストレル。迫力がやばい。くる。薙刀。横よこ薙なぎだ。死ぬかもな、これ。だけど今さら引き下がれないだろ。

　きた。薙刀が。同時にハルヒロは飛びこんだ。前へ。でんぐり返しだ。死んだ？　いや、どうやら死んでいない。というか、ちゃんと生きている。ウストレルが振りまわした薙刀の下を、うまい具合にくぐったのだ。そのままハルヒロは、ウストレルの脚にタックルを仕掛けにいく。ウストレルの脚は身長に比して極端に短いし、細い。ウストレルは長い右腕で薙刀を振りかぶりながら、ハルヒロを蹴けりあげようとしたのだろう。でも、薙刀ほど怖くはないし、見えてるんだよ、それは。ハルヒロはウストレルの右脚をよけて、左脚にとりすがった。膝ひざを極きめて、一気にすくいあげる。

　ウストレルがひっくり返った。地面に背中を打ちつけて、でも、すぐさま左腕をハルヒロに叩きつけようとする。ウストレルは倒れていて、どう考えても絶好の機会で、こんな好機は二度と巡ってこないかもしれないが、ハルヒロは惜しまず迷わず跳び下がった。一瞬でも迷ったら、ウストレルの左腕に強打されていただろう。

　ウストレルは長い両腕を支えにして、音もなく起きあがった。

　メリイとユメがランタのほうへ向かっている。クザクはどこだろう。いた。盾をとりに行くつもりか。シホルはクザクと一緒にいる。ユメもクザクも治療済みで元気そうだ。

「スゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……」

　まただ。またあの音。今度は何だ。腕が――ウストレルの両腕が、縮む。短くなる。またたく間にもとの長さになった。のびるだけじゃない。伸縮可能なのか。長腕モードのほうがまだやりやすいのに。

　ハルヒロは舌打ちをしながら、左方向へと横歩きする。円運動だ。ウストレルを中心にして、素早く時計回りに移動する。ウストレルが一歩前に出れば、ハルヒロに薙刀が届くだろう。だからウストレルが踏みだす前に、ハルヒロは左へ左へと動く。ウストレルはその場で回転して、ハルヒロを正面にとらえた瞬間、薙刀を繰りだしてくるに違いない。この緊張感。一瞬でも気を抜けば、出っぱりや窪くぼみに足を引っかけたら、バッサリやられる。死を意識すると、脚が震えそうになる。早く。早く。早く。早く早く早く早く。誰だれか。

「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　シホル。魔法だ。影縛りシヤドーボンド。影のエレメンタルが飛んできて、ウストレルの足あし許もとに固着する。ウストレルが影のエレメンタルを踏んだ。足が吸いつく。でも、すぐに剥はがれてしまいそうだ。シホルは間髪を容いれずに次の魔法を発動させた。

「ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト……！」

　いった。雷電ライトニングだ。ウストレルに雷が落ちる。ビクンッと身体からだを震わせて――だけど、それだけか。ウストレルは影のエレメンタルから足を引き抜いて、シホルのほうを向いた。あとずさるというか尻しり餅もちをつきそうになったシホルの前に、クザクが飛びだしてきた。

「俺が……！」

　またたく間にウストレルがクザクに肉薄する。薙刀が閃ひらめいた。ズゴーンと盾受ブロツク。クザクは踏んばった。持ちこたえただけじゃない。踏みこんで、ロングソードを突きだす。ウストレルは横にずれるみたいな身のこなしでよけて、また薙刀。クザクは盾受ブロツク。浮きあがりかけた身体を無理やり押さえつけるみたいにして下がらずに前に出て、鋭くロングソードを振りだす。ウストレルは例のずれ避けを披露して、薙刀。クザクは盾受ブロツクして、ロングソード。ウストレルはずれ避よけからの薙刀。クザクは盾受ブロツクして反撃。

「うはは！」とクザクは笑う。「やべっ！　怖っ！　うあはっ！　何だこれ！　くそ！　何だよもう！　うははっ！　ありえね！　うははは！　死っ……!?　ぐひひひっ……！」

　大丈夫か、あいつ。そんなに大丈夫じゃなさそうだが、恐怖感、威圧感プレツシヤーと必死に戦って、瀬戸際でこらえているのだろう。ハルヒロとしてはもちろんクザクを援護してやりたい。だけど近づけない。一応、ウストレルの背後をとっているのだが、ダガーやサップが届く距離まで入りこむことができないのだ。捨て身で飛びつけばいけないこともないのかもしれないが、この局面ではまだそんなリスクは冒せないし。遠い。ウストレルの背中が。

　メリイはランタの治療にとりかかろうとしている。腕が切断されてしまっていて出血もかなり多いし、緊急性が高いから、メリイはたぶん光の奇跡サクラメントを使うだろう。ランタはすぐに戦線に復帰できる。ユメがこっちにこようとしているが、ハルヒロは「いい！　ユメはそこで！」と声をかけて制止した。ユメは万が一のときの備えだ。もしウストレルが治療中のメリイとランタに目をつけたら、身体を張って止めてもらわないといけない。シホルは常にクザクの後ろにつくように位置どって、魔法の機会をうかがっているのか。

　また長腕モードになってくれないかな。でも、ハルヒロは長腕モードのほうがやりやすいが、クザクはそうでもないか。ウストレルは左腕で剣を防いだ。硬いのか。それとも、防具？　ユメの矢はウストレルの胸に刺さった。後ろからしがみついたときの感触はどうだったっけ。ガチガチとかコチコチという感じではなかったような気がする。硬いのは腕だけか。やっぱり防具なんじゃないのか。少なくとも、左腕には防具をつけている。ウストレルの攻撃力はデッドヘッド監視砦とりでの砦守キーパーゾラン・ゼッシュ並みに怖い。ただ、ゾランはゴツい鎧よろい兜かぶとで身を固めていた。ウストレルの防御力はゾランには遠く及ばない。

「スゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……」

　きた。あの音。ウストレルの両腕がのびる。クザクがビビって下がろうとした。

「突っこめ……！」ハルヒロは怒鳴りながら自分も突進した。クザクはどうしただろう。わからない。とりすがって、ウストレルの背中にダガーを突きたてた。「うらあ……！」

　刃は通った。でも、浅い――と、突然、ウストレルがジャンプした。垂直跳びだ。浮きあがって、着地する。ものすごい衝撃だった。しがみついていられない。「わっ……」

　離れてしまった。落ちる。ハルヒロはとっさに受け身をとった。やばい。ウストレルが。薙刀じゃない。踏まれた。腹っていうか胸っていうかそのあたりを。「――ごふっ……」

「くぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉらああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　ランタ。暗黒闘気ドレツドオーラをまとったランタだ。かっ飛んできて、ロングソードごとウストレルに体当たりをぶちかました。ウストレルはすぐさまランタを撥はねのけたが、黒っぽい衣の脇わき腹ばらのあたりが裂けている。ハルヒロは死にものぐるいで這った。口からも目からも鼻からも胃液か涙か鼻水かよくわからないものがあふれて止まらないが、這って逃げた。

「ハル……!?」メリイの声。ハルヒロは「らいりょうぶ！」と答えて、ぜんぜん大丈夫っぽくないよなと思った。まあ、そんなふうに思えるくらいの余裕はあるということだ。腕で顔をぬぐいながら起きあがる。クザクはウストレルの正面に立っていて、ランタは右側面だ。二人ともウストレルの懐に飛びこむことはできていない。だけどなんとかウストレルの薙刀と左腕をよけたり盾受ブロツクしたりしている。慣れてきているのか。長腕モードはリーチが長くて一撃一撃が重いものの、小回りがきかなくて遅い。そのせいもありそうだ。

「こんなんやったらなあ……！」ユメが弓を構えて矢を放った。これは命中する。いった。左肩。立てつづけにもう一本。今度は背中に。ウストレルはいやがるそぶりを見せた。

「ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト……！」

　そこにシホルが、今の彼女にとっては最大の攻撃力を誇る電磁魔法フアルツマジツク、暴威雷電サンダーストームを叩たたきこんだ。耳をつんざく轟ごう音おんというか爆音。本来は範囲攻撃エリアエフエクト型の魔法だが、ウストレルは巨体なので雷が何本も当たる。さしものウストレルも小揺るぎするくらいではすまなかった。ぶるるるるんっと巨きよ躯くを震わせて、静止する。動かない。動かなくなった。

「今だ……!?」ハルヒロはそう叫んで駆けながら、いいのか、と自問していた。よくないのか。わからないが、もう遅い。クザクが、ランタが、ユメが、メリイまでもが、ウストレルに殺到しようとしている。たぶんハルヒロが号令をかけるよりも早く、みんな動きはじめていた。全員、ここで決めるつもりなのだ。決めてしまいたいのだ。――それって、でも、状況判断っていうより、願望だよな……？

　ひやり、とした。

　単なる直感じゃない。根拠はある。ウストレルの顔、メタリックスカルな、おそらく兜かぶとの、口にあたる部分が、グヮッ――と縦に開いたのだ。

「待て……！　止まって！　いったん離れろ……！」

　ハルヒロが急停止して後退しはじめると、ウストレルの舌打ちが始まった。

「チキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキ」

　この音はおそらく舌打ちだと思う。こんなに禍々まがまがしい舌打ちは聞いたことがないけど。

　ウストレルはメタリックスカルな兜の奥で、黄濁した歯を食いしばりながら舌打ちをしているようだ。唾だ液えきが半分泡になって噴きだしている。

「――うっ……!?」

　まずランタがやられた。速はやっ……？　え？　飛とび蹴げり――されたのか……!?　ウストレルはそれから薙なぎ刀なたを両手持ちして振りまわし、クザクを盾ごとぶっ飛ばした。

「ぶっ……!?」

「あぃっ……!?」

　ユメはランタみたいに蹴られた。ウストレルはなぜか、そこでぴたっと止まった。チキチキチキチキ舌打ちをしながら、その肩を、背中を、大きく上下させている。ハルヒロは正直、呆あつ気けにとられていた。メリイも棒立ちになっていた。シホルだけは違った。

「オーム・レル・エ――」

　シホルは魔法を使おうとした。でも、呪じゆ文もんの詠唱が終わる前に、ウストレルが再始動したのだ。ウストレルは跳んで、シホルを蹴け飛とばした。シホルは声をもらすこともなく、物みたいに地面を転がった。やわらかいガラクタみたいに。

「シッ――……」

　ハルヒロは絶句した。こんなときにあの仄ほのかに光る線が見えるなんて、どういうことなんだ。勝手に動いてるこの身体って、いったい何なんだ。何なんだよ。ふざけるな。

　ハルヒロが線をなぞるように走ると、ウストレルがこっちへ向きなおった。脚だな、と思った。脚だ。脚を見れば動きだしがわかる。ウストレルは高く膝を上げ、思いきり地面を蹴って跳躍した。飛んでくる。見えてるんだよ。ウストレルが右足を突きだす。ハルヒロは左に身体を捌さばいて、ウストレルの右足をよけた。ただよけるだけじゃない、その右みぎ膝ひざめがけてサップを斜めに振りおろす。ハルヒロは自分から転がって、起きあがると線はもう見えなかった。ウストレルが振り返る。その動作が滑らかじゃない。明らかに右脚を庇かばっている。ダメージがあるということだ。でも――くそ。線が見えて、これか。しとめられなかった。もっとも、糸口はつかんだ。脚。脚だ。脚に注目する。まただ。くる。

　左ひだり膝ひざを高く上げ、勢いよく地面を蹴る。蹴り足は左だから、サップの一撃による影響はさしてなさそうだ。ウストレルが飛んでくる。線が見えていないし、かわすだけで精一杯だが、かわせる。ハルヒロは左に横っ跳びして、ウストレルの飛び蹴りをよけた。怖いのは――ここから！　案の定だった。ウストレルは着地するなり、薙刀を両手持ちして振りまわしてくる。食らったら終わりだが、予想していれば――ハルヒロは薙刀の下をかいくぐって、離れる。「メリイ、シホルは……!?」

　返事がない。目がくらむ。嘘うそだろ。そんな。脳が灼やける。殺す。こいつ、絶対、殺す。実際は殺すどころか殺されそうだ。ウストレルが飛んでくる。脚を見ているから、タイミングはわかる。コースもわかる。回避できる。でも、ギリギリだ。一杯一杯だ。

　飛び蹴りからの薙刀は、そう怖くない。これには明確な理由がある。ウストレルは左足で地面を蹴けって跳び、右足でハルヒロを蹴ろうとして、右足で着地するのだが、右膝を痛めているせいで、次の行動に移るまでに少し遅延が生じるのだ。

　相手は化物じゃない。いや、化物みたいなやつだが、打撃を与えれば傷つく。剣や矢だって刺さる。倒せない相手じゃない。ただ、倒すのが難しいだけだ。それが問題なんだけどさ。大問題だ。ああ。シホル。シホル。シホル。シホルのことを考える余裕がない。ウストレルに集中しないと。

「くぁあああぁぁ……！」クザクが立ちあがった。「ちくしょぉぉぉらあぁぁぁ……！」

「脚を見ろ、クザク……！」ハルヒロはウストレルの飛び蹴りをよけて、叫ぶ。「やつの脚を見てれば、いつくるか、わかる……！」

「フッカァーツッ……！」ランタも跳び起きた。「――見切ってやるっつーの……！」

「チキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキ」

　三対一になった途端、ウストレルは飛び蹴りをやめて舌打ちの音を大きく響かせはじめた。腕が縮む。長腕モードを解除して、どうするつもりだ。どっちにしても。

「惑わされるな……！　脚から目を離さなきゃ――」

　ハルヒロは息をのんだ。くる。くるぞ。今度は跳ばない。駆けてくる。ものすごく低い姿勢だ。薙刀の穂先を前に出して、突撃してくる。轢かれる、と思った。轢ひかれるかよ。

　身をよじって、薙刀は紙一重のところでよけた。でも、かわしきれなかった。ウストレルの身体からだのどこかが当たって、轢かれこそしなかったが、ハルヒロは撥ね飛ばされた。

「ぐっ――」「どぁっ！」「づぁっ……！」

　ランタも、クザクも、つづけざまに撥ねられたみたいだ。ハルヒロは背中だの肩だのを打ったが、これくらいどうってことない。どうやらウストレルは、歪いびつな円を描くように疾走してハルヒロたちを薙なぎ倒たおしたみたいで、今は止まって、全身を大きく上下させ――休んでいるのか。ハルヒロは身を起こしながら、ユメのほうを見た。ユメは弓に矢をつがえようとしている。それから、メリイ。メリイは――倒れているシホルの脇わきに座って、ひょっとすると、心臓マッサージでも施していたのか。

「きた……！　心臓……！　光よ、ルミアリスの加護のもとに！　光の奇跡サクラメント……！」

　サクラメント？　光の奇跡サクラメントだって……？　シホル。心肺停止だったのか。その状態からメリイは心臓マッサージで蘇そ生せいさせた。そして、光の奇跡サクラメント。生きてさえいればたちどころに治癒する光魔法。ランタに一回使ったはずだから、これで二回目。最後の光の奇跡サクラメント。

　ユメが「んにゃっ……！」と放った矢が、ウストレルの背中に刺さった。

　ウストレルがチキチキチキチキチキ舌打ちをしながら、ゆっくりとユメのほうを向く。

　ランタとクザクが「――んなろぉーっ……！」「むあぁっ……！」と気合いを入れて起きあがった。そして。

「あ、あたし……！　もう大丈夫だから……！　ご、ごめんなさい……！」

　シホルも。

「謝るなよ……！」

　泣きそうというか、涙が出た。だけどふいている暇はない。ハルヒロは目を大きく見開いてウストレルを凝視した。出方を見る。見抜いてやる。ウストレルは左膝を上げた。

「飛び蹴り！　ユメ……！」

「にゃあ……！」

　ユメは穴あな鼠ねずみみたいに鋭くグルグルグルッと転がって、ウストレルの飛び蹴りをよけた。ウストレルは着地して、低い姿勢になる。右膝のダメージは回復してきたのか。

「次、突進……！　警戒……！」

　言いながら、どうやって警戒すりゃいいんだよとハルヒロは自分にツッコミを入れた。ウストレルがスタートを切る。目指す方向には――メリイとシホル。やばい。せっかく治したんだぞ。また、なんてことになったら。でも、止められない。ハルヒロには。

「だから……！」

　クザクが割って入った。メリイとシホルの前に立ちはだかって、ウストレルと正面衝突も辞さない構えだ。当然、危ない。とんでもなく危険だ。危険すぎるけど。

「俺は、盾役タンクなんだって……！」

　そのとおりだ。走りながら、行け、とハルヒロは声にならない絶叫を発した。ハルヒロが言うまでもなく、クザクはそうした。盾でウストレルの薙刀を受け止める。すると恐ろしいことが起こった。砕けたのだ。盾が。クザクはそれでもかまわず押しこんだ。ウストレルも突き進んでくる。盾を突き破った薙刀の穂先が、クザクの左腕の上を滑るようにして左肩の向こうへと抜けた。クザクはロングソードをウストレルの土手っ腹にねじこむ。クザクの兜と、ウストレルのメタリックスカルな兜が激突した。クザクは当たり負けしなかった。踏みとどまった。クザクはロングソードを引き抜こうとする。でも、抜けない。ウストレルは左手でクザクの兜を鷲わしづかみにすると、右手の薙刀を短く持ちなおして振りあげた。やらせないけどな。

　ハルヒロだって、指をくわえて見ていたわけじゃない。ちゃんと走っていた。それで、もうここにいる。ウストレルのすぐそばに。

　声なんか出さない。ハルヒロは黙ってウストレルにとりすがり、その背中から右腕に全身を絡からみつけた。サップはしまってあるが、ダガーは持ったままだ。逆手に持ったダガーを、ウストレルの右肩のあたりに刺す。刺して、ねじる。ねじって、引っかきまわす。

「グギギギギギギギギギギギギ。ギギギギギギギギ。ギギギギギギギギギギギギギギギ」

　それは悲鳴じゃない。歯ぎしりだ。ウストレルは泡を噴いて激しすぎる歯ぎしりをしながら、右腕を振りまわす。ハルヒロを振りほどこうとする。離れてやるものかよ。

　さっきは垂直ジャンプで振り落とされたが、クザクのロングソードが腹にぶっ刺さっているからそうもいかないだろう。クザクも「うおおおおおおおおお！」と雄叫びをあげてウストレルにガンガン身体をぶつけながら、ロングソードを上下左右に揺すったりひねったりしている。たまらずウストレルはクザクの兜から一度、左手を離して、殴った。クザクの兜に左拳こぶしをガッツガツ打ちつける。クザクは「ふぐっ！　ぐはっ！　ぬうっ！」と変な声を出して、かなり苦しそうだが、耐えている。だけどこのままだと、そんなには保もたないかもしれない。こういうときこそ、おまえの出番だよな。そうだろ、暗黒騎士。

「射出系リープアウトォォォッ……！　からのぉぉぉぉぉぉ――憎悪斬ヘイトレツドォォォォォォォォォッ……！」

　ランタが左方向からウストレルに躍りかかって、メタリックスカルな兜のてっぺんにロングソードをぶちこむ――いや。

「と見せかけてぇぇぇぇっ……！　暴虐の横タイラント殴り斬・ドリヴンッッッッッッ……！」

　ないだろ、そんなスキル。勝手に作ったのか。なんにせよ、たいした技じゃない。ランタは斜めに振りおろしかけたロングソードをいったん手て許もとに引きよせ、そこからほぼ水平に振りなおしたのだ。

　狙ねらうは、メタリックスカルな兜のてっぺんではなく――口。

　しかもランタは、ロングソードの刃じゃない、剣の平の部分で、ウストレルの食いしばっている黄ばんだ歯列をぶっ叩いたのだ。

「グヮァシッ……！」

　それは声じゃなくて、歯がロングソードを弾はじき返す音だったのか。とにかく歯は折れなかった。どれだけ頑丈なんだよ。でも、ウストレルはのけぞった。チャンスだ、と思ったのかもしれない。クザクがウストレルの腹からロングソードを抜いた。もう一刺し二刺ししようとしたのだろう。ハルヒロはうろたえた。「おまっ、ばっ……！」

　すかさずウストレルが跳びあがった。こんなに跳べるのかよおかしいだろと抗議したくなるような、ものすごい垂直ジャンプだった。ハルヒロの身体が大きく上に振られる。これ、着地の衝撃、そうとうやばいぞ。覚悟していたが、想像以上にひどかった。

　落ちたというより、突きあげられた。頭ず蓋がい骨こつの中で脳がシェイクされて、何がなんだかわからない。そんなふうになっても、ハルヒロは振り落とされなかった。だけど、これは無理かも。ウストレルがめったやたらと身体を動かしはじめたのだ。加えて、そこらじゅうを駆けまわる。だめか。もう、だめだ。ハルヒロはとうとう宙に投げだされた。

　死ぬかな、と一瞬、思った。いやいやいや。死んでたまるかって。

　こういうときは、バルバラ先生に数えきれないほど投げ飛ばされた経験が役に立つ。ハルヒロは受け身をとって、起きあがったところにウストレルが突っこんできて撥はねられそうになったが、これもなんとかよけた。ハルヒロは「離れろ！　離れろ……！」と叫びながら走る。あちこち痛いが、とにかくウストレルから距離をとる。

　やがてウストレルがぴたっと足を止めた。

「シュー。シュー。シュー。シュー。シュー。シュー。シュー。シュー。シュー……」

　薙なぎ刀なたにもたれるようにして、肩で息をしている。

　さしものウストレルも疲れたのか。違う。それだけじゃない。黒っぽい衣が切り裂かれ、破けて、茶褐色の肌が、そして傷がのぞいている。それらの傷口からは、悪くなった油みたいな粘液が流れだしていた。あれがウストレルの血液なのか。見れば、ハルヒロのダガーにも、そして身体中に、その粘液がこびりついている。疲労だけじゃない。ハルヒロたちの攻撃はちゃんと功を奏しているのだ。

　こっちの隊形はバラけている。一応、ウストレルを囲むような恰かつ好こうになっているが、偶然そうなったという感じだ。メリイとシホルだけはくっついているが、他ほかは離れている。

　逃げる――か？

　その選択肢が頭をよぎった瞬間、ウストレルが左膝を上げた。ハルヒロは叫んだ。

「飛とび蹴げり……！　ランタ……！」

　ランタは返事をする代わりに、飛んできたウストレルを射出系リープアウトを駆使してかわした。ウストレルは着地するなり回れ右をして、また左膝を上げ――ない。姿勢を低くしたので、突進か。いや。動かない。

「シュー。シュー。シュー。シュー。シュー。シュー。シュー。シュー。シュー……」

　もしかして、だいぶキてる……？　畳みかけるべきなんじゃないのか？　判断が難しい。ウストレルはここから底力を発揮しそうな気もするし。光の奇跡サクラメントだってもうない。ハルヒロがたった二秒か三秒、迷っているうちに、ウストレルは息を吹き返した。

　突っこんでくる。ハルヒロめがけて。ハルヒロは「おっ……」と声をもらした。突進のときは前に突きだしているだけだった薙刀を、今度は振りかぶっている。振ってくるのか。柄つか頭がしらで突いてくる可能性もある。どうしよう。迷うな。行くしかない。行くって？

　行くんだ。ハルヒロはウストレルに向かっていった。薙刀。くる。その直前か、それとほとんど同時に滑りこんだ。スライディングキック。岩肌同然の地面なので、ろくに滑らない。それでもウストレルの足あし許もとに飛びこんだ。ハルヒロの右足と左足がウストレルの右脛すねをとらえたというか激しくぶつかりあって、その結果どうなったのか。すぐにはわからなかった。

　気がつくと、ハルヒロは地べたに転がっていた。

　両足が、脚全体が、ぶっ壊れてしまったんじゃないかというくらい、痛い――のか？　まあ、痛くなくはないが、そんなことより動かない。動かせない。何だ、これ。感覚があまりない。ウストレルは……？　いた。そりゃいるか。転んでいる。ランタが、クザクが駆けよって、ウストレルに追い撃ちをかけようとしていた。でも、ウストレルは起きあがろうとしている。どっちだ。どっちが早いか。

　ウストレルだ。薙刀を支えにして、ウストレルが立ちあがった。ランタとクザクはそれぞれ一ひと太た刀ち浴びせたが、ウストレルは倒れない。それどころか、薙刀を猛然と振りまわした。ランタとクザクは下がらざるをえない。ユメが「てあっ……！」と矢を放ってウストレルの左肩に命中させたものの、びくともしないし。ハルヒロは動けないし。どうするんだ、これ――と思ったら、メリイとシホルがきてくれた。有無を言わさず、二人がかりでハルヒロを引きずってゆく。ありがたいけど。物じゃないんだから。しょうがないか。

「メ、メリイ、ま、魔法は……？」

　半分目を回しながらハルヒロが尋ねると、「癒し手キユアなら、何回か！」という答えが即座に返ってきた。やっぱり逃げるべきか。でも、どうやって……？

「光よ、ルミアリスの加護のもとに……癒し手キユア……！」

　メリイが魔法で手当てしてくれて、両脚の感覚は間もなく戻ってきた。おかげで痛みだして、これがちょっとしゃれにならないレベルの激痛で、けっこう重傷なのかなこれ、でも、メリイが治してくれる――はずだ。治る……よね？　ハルヒロが痛みに耐えている間にも、クザクがウストレルの突進で吹っ飛ばされ、ランタはよけて、すれ違いざまに浅く一撃入れた。ウストレルは離れたところで止まって、シューシューシューシュー一休みしている。ユメが「にゃあっ！」とまたウストレルに矢を当てた。クザクは大丈夫か。自力で起きた。ウストレルは間違いなく弱ってきている。

「……倒せる」

　ハルヒロはうなずいた。そうだ。やれる。だけど調子に乗るな。楽観は禁物だ。事故を避けて、一発なんか狙わず、シビアに、タイトに、着々と、じわじわ詰めていかないと。

　ウストレルが動きだした。クザクが「うおっ……！」と撥ねられ、ランタはさっきと同じようにかわして、軽くだが一撃、お見舞いする。ウストレルはすぐに停止して、シューシューシューシューやっているところに、ユメが「ふにゃうっ！」と矢を射た。惜しくも外れたが、ランタもユメもやるべきことをわかっている。そうだよ。それでいいんだ。

　ハルヒロに向かってかざされているメリイの手から光が失うせた。治療が終わったのだ。よし。やらなきゃな。やるぞ。やってやる。ハルヒロは跳び起きた。

「倒すぞ……！　回避優先で、できそうなときだけ反撃！　じっくり、じっくりやる！　ランタ、ユメはその調子で！　クザクはいちいち食らうな！　動きをよく見て！　いいかげん見極めろ！　相手はだいぶ弱ってるんだ……！」

「ぐあっ……！」

　言っているそばから、クザクがウストレルの突進をよけきれずにぶっ飛ばされた。ランタは射出系リープアウトで斜めに跳んでウストレルの脇わきをすり抜け、「かぁーっ……！」とロングソードで斬きりつける。ウストレルはそのまま直進して、急停止。ユメが「んにゃっ」と矢を撃ってウストレルの背中を射貫いた。クザクは起きあがろうとしているが、厳しいか。

「メリイ、クザクを……！　シホルはメリイのそばに……！」

「ええ！」「はい……！」

　ハルヒロは全速力で走り、あえてウストレルの正面で足を止めた。ふう、と息を吐く。ウストレルは左ひだり膝ひざを高く上げた。飛び蹴りか。こいよ。きた。最初のころに比べたら、スピードがだいぶ落ちている。ぜんぜん怖くない。ハルヒロは余裕を持ってウストレルの飛び蹴りをかわした。振り返ると、ウストレルは薙刀を繰りだしてきた。これも見える。遅い。遅いな。懐に入れるんじゃ？　いや、無理はしない。ハルヒロが薙刀をひょいひょいよけていると、ランタが「うらぁぁっ……！」とウストレルに斬りかかった。これはウストレルが左腕で防いだが、当たりが弱い。ランタは弾き飛ばされずに踏みとどまった。

「キラーン……ッ！」もしランタの目に光を発する機能が備わっていたら、盛大に光りまくっていたことだろう。もちろんそんなものはない。「――天魔地獄ヘルデビルエク破裂剣スキユーシヨン……！」

　だから、そんなスキルないだろ。ランタがやったことはただ、持ち前のスタミナを活いかしてロングソードを闇やみ雲くもに振りまわす。それだけだ。ウストレルに通用するはずがない。元気だったころのウストレルなら、パーンッと打ち払って終わりだっただろう。でも今は違う。ウストレルは左腕と短く持った薙刀で、ランタのロングソードを防ぐ。防ぐ。防ぐ。防戦一方だ。ランタがウストレルを押している。押しこんでいる。ランタに図に乗るなと言っても無駄だろう。ランタだし。だったら、ランタが息切れする前に……！

　ハルヒロは素早くウストレルの背後をとった。こうやって敵の背中を見つめていると、妙に落ちつく。広い背中だ。矢が何本も刺さっている。正確には三本。あのへんかな、と当たりをつける。ウストレルは、そうは言っても人間型の生き物だし、例の線なんか見えなくたって、なんとなくわかるものだ。そこが急所だと思ったら、信じる。外れたら、そのときはそのときだ。背面打突バツクスタブ。いける。

　すっと肉薄して、その部分にダガーを突き刺した。手て応ごたえは悪くなかったし、ウストレルが瞬間、全身をこわばらせたので、これはいったか――いや。ハルヒロはすぐさまウストレルから飛び離れた。

「オオゴアゴゴゴゴアアゴアオガオガオゴガガガガゴゴゴゴオオゴゴオゴゴゴオ……！」

「――ぬおゎっ……!?」

　ウストレルの薙刀を受け止めたランタのロングソードが、どこかにすっ飛んでいった。突如としてウストレルの動きの質が変わったのだ。一言ならぬ二言で言うと、荒々しく、でたらめになった。ついでに、歯を食いしばるのをやめて吼ほえはじめた。

「うわぁぁああおおぉぉぁぁああぁぁぁ……!?　ハルヒロおまっ、何しやがった……!?」

　素手になってしまったランタを、ウストレルがオゴアオゴア吼えながら追いまわす。ランタは射出系リープアウト、排出系イグゾーストを織り交ぜて逃げる。ときおりウストレルの薙刀にかすり傷を負わされながら逃げる。命からがら、どうにかこうにか逃げている。

　背面打突バツクスタブだ。まず間違いない。あの背面打突バツクスタブの影響だ。手負いの獣は恐ろしい、という。ウストレルは追いつめられている。最後の力を振りしぼって、敵を、つまりハルヒロたちをぶち殺そうとしているのだ。そうしないと、ウストレルにはあとがない。

　ここが勝負の分かれ目だ。

「悪あがきだ……！　しのぐぞ……！　耐えつつ、削る……！」

「むりゃあ……！」とユメが放った矢は、ウストレルの尻しりに刺さった。

「つ、つおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」ランタはロングソードを拾おうとしているのだろうが、なかなかそっちのほうには行けない。「――た、たたた助けろヴォケッ……！」

「やってやらああぁぁぁ……！」クザクがメリイの癒し手キユアで復活した。いいんだけど、テンションがちょっとおかしい。いいのか？　ともあれクザクは勢いよく横合いからウストレルに突っこんでゆく。ウストレルが薙刀を振りまわすと、クザクはそれを両手持ちしたロングソードでガギンッと止めて、押し返した。「どあっしゃらああああぁぁぁ……！」

「オゴアゴアアアアア……！」ウストレルは吼えて、クザクに薙刀を叩たたきつける。何度も何度も叩きつける。クザクも負けずに「があああ！　ぐあああ！　ざあああ！」と吼えながら薙刀をロングソードで弾く。今のところ撥ね返しているが、少しでもミスったら終わりだ。正直、おっかなくてしょうがない。でも、下手に声をかけたりしたら、かえってやばそうだ。クザクは今、おかしいくらい集中している。乱したくない。

　ランタが自分のロングソードを拾った。「また会えたな、オレのエクスカリバーッ！」

　何だよエクスカリバーって。ハルヒロは胸の裡うちでツッコミを入れながら、ウストレルの背後へと移動する。ユメは弓に矢をつがえてはいるものの、クザクとウストレルが激しく打ちあっているせいで、狙ねらいが定まらないようだ。メリイと目があった。すかさずメリイが指を二本立ててみせる。癒し手キユア、あと二回。シホルが一歩前に出た。

「ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト……！」

　杖つえでエレメンタル文字を描きながら、呪じゆ文もんを詠唱。雷電ライトニング。轟ごう音おんが響き渡り、雷がウストレルを貫く。ウストレルは小さく弾むように身体からだを震わせて、倒れそうになった。持ちなおしたが、その隙すきを突いてクザクが逆襲に転じた。「んがぁ！　んがぁ！　んがあっ！」

　剣の振り方はめちゃくちゃだし、明らかに突っこみすぎだ。だけどそれがいい方向に出た。押しこむクザクのロングソードと押されまいとするウストレルの薙刀が噛かみあって、鍔迫り合いバインドみたいな形になったのだ。あくまでみたいな形で、鍔迫り合いじゃない。薙刀には鍔つばがないからだ。ロングソードの鍔と、薙刀を握りしめているウストレルの拳こぶしが、押しあっている。なんにせよ、膠こう着ちやくした。今だ、なんてハルヒロが言うまでもない。

「にゃっ……！」ユメが弓を射て、ウストレルの右肩に命中させた。

「射出系リープアウトからのぉぉぉぉぉぉ――魔王斬サタンブローォォォォォォッ……！」たいそうな名前だが、ランタはただ、飛びかかってウストレルの左肩に斬ざん撃げきを浴びせただけだ。

　ハルヒロはウストレルの背中に飛びついた。メタリックスカルな兜かぶとは首まですっぽり覆っているが、ウストレルが胸当ても背当ても胴当ても肩当てもつけていないことはわかっている。兜の下端、その下にダガーをぶちこんだ。ガツガツ刺して、すぐに離れた。

「グゴオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォ……！」

「――ぬあっ……!?」

　クザクが押しのけられて、尻しり餅もちをついた。やば――くない……？

　ウストレルはクザクに追い撃ちをかけなかった。よろめいて、巨体を揺らし、ふらついて、薙なぎ刀なたの柄頭を地面に突きたてる。やったのか。いや、そういうわけでもないようだ。

「オゴァォ……ッ」

　ウストレルは薙刀を持ちあげて、身体ごと旋回させた。

「うわっ、離れ……！」

　ハルヒロは跳び下がった。クザクは「おあああ……！」と転がって逃げている。ランタも退避した。ユメやメリイ、シホルはもともと距離をとっているから無事だ。

　ウストレルは七回転くらいしたところでぐったりして、薙刀に巨きよ躯くをあずけた。しばらく様子を見たが、動く気配がない。たぶん、休んでいるのだ。まずい。

「攻める……！」

　みんなで襲いかかろうとしたら、ウストレルがふたたび大回転を開始した。

　慌てて逃げると、ウストレルは七回転で力つきて、薙刀に寄りかかった。もう休ませない。ハルヒロはすかさず「行くぞ！」と号令をかけて、ランタとクザクが一撃か二撃ずつ、ユメは矢を一本、ハルヒロ自身もサップで思いっきりぶん殴る。そこでウストレルがまた大回転をやりはじめたので避難すると、今度は七回転に届かず六回転で終わった。ウストレルはそうとうきつそうだ。もはやわざわざ合図をするまでもない。ハルヒロたちは攻めかかって、おのおの一発二発入れたらウストレルが大回転。下がりながら回転数をカウント。二、三、四、五、六回転。がんばるじゃないか。そんな余計なことは考えないで突撃。斬る。殴る。射る。ウストレルが大回転して、ハルヒロたちは一時撤退。三、四、五、六回転目はスピンアウト気味だった。いけるぞとも、もう少しだとも、あえて思わずに詰めよって、ほとんど機械的に攻撃。攻撃。攻撃。ウストレルが吼えたので、飛びのくように退ひいて身構えたが、大回転がこない。ハルヒロはランタと目を見交わした。ランタはいきたがっている。ハルヒロは素早く首を横に振った。ここまできて無茶はしない。慎重にも慎重を期す。何があろうと誰だれも死なせない。それが最優先だ。好機なんて逃したっていい。次の機会をつかまえればいいのだ。ハルヒロはウストレルを見つめる。まばたきをしたくなったが、我慢した。ウストレルは脚よりも薙刀に体重をかけている。大きく開いた口から、ヒィーヒィーヒィーという音とともに、黒っぽく濁った唾だ液えきが噴きだしている。なんだか小さい。あんなに大きかったウストレルが、小さく見える。

　まずガクンッと膝ひざが落ちた。ウストレルは股またの間に薙刀を挟んで座りこむような姿勢になって、それからメタリックスカルな兜が上を向いた。口からオレンジ色の舌がこぼれ、喉のどの奥から「ゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……」という呻うめき声のようなものがもれて、途絶えた。それきりウストレルはぴくりともしなくなった。

　ハルヒロは忍び歩きスニーキングで後ろからウストレルに近づいた。一・五メートルくらいの距離まで接近したところで、急にメタリックスカルな兜がぐるっとハルヒロのほうを向いて、心臓が止まるかと思った。やっべ。怖っ。くる？　きちゃう？　大丈夫だ。もしきても逃げられる。準備は整っている。問題ない。対処できる。それに、ウストレルは息をしている様子さえない。ハルヒロは唇を舐なめた。短く、深く、呼吸をする。

「とどめだ……！」

　ハルヒロが叫んだ途端、ランタが、クザクが、ユメが、ウストレルに押しよせた。あとはもう、ロングソードだの剣けん鉈なただのでぶった斬って、ぶっ叩いて、ぶちのめすだけだ。ハルヒロも参加した。メリイとシホルは加わらなかった。力いっぱい武器を振るいながら、ハルヒロは、いや、ハルヒロたちは冷静だった。目的は明確だった。ウストレルの息の根を止める。脅威を完全にとりのぞくのだ。ウストレルが倒れ伏してからも、しばらくそれはつづいた。決して気持ちのいい行為じゃない。でも、必要なことだ。脈をとって死んでいることを確認して。そんな悠長な真ま似ねはできない。徹底的に殺すしかないのだ。

　完膚なきまでウストレルを破壊し終えると、誰からともなく手を止めた。

　さすがに疲れた。しゃべる気にもなれない。何か言葉を発したら、一緒に魂が抜けてしまいそうだ。死ぬって。魂なんか抜けたら。

「……やったな」

　ランタが、ふううううう、と息を吐き、のけぞるようにして両腕を振りあげた。

「やった……！　やってやったぞ、ちくしょう！　ウストレル、ぶち殺したった！　どんなもんだ、くそったれ……！」

「……ひやひややったなあ……」

　ユメはへたりこんだ。汗びっしょりで、顔に髪がへばりついている。げっそりしていて、この一戦で何キロか痩やせたんじゃないかと思えるような有様だ。

「こんなん、もういややあ……」

「……しっ……」

　クザクは便器にまたがるときみたいな座り方をして、うなだれている。

「し……死ぬかとっ……思っ……た……っ……」

「ハル」

　メリイが目配りをしてみせた。周囲の警戒は自分とシホルがやるから、と表情と仕し種ぐさで言っている。ハルヒロは、助かる、と返すつもりでうなずいてみせた。――ほんっとに。

　やばかった。薄氷ってやつだよ、マジ薄氷。勝利の実感？　そんなものはない。これ、勝ったの？　負けはしなかった。それは間違いないけど。いや、ウストレルはそこで死んでいるわけだから、やっぱり勝ったのだろう。僅きん差さでもなかった。十回やって十回勝てるとは思わないが、少なくとも六回は勝てそうだ。危機は何度かあったものの、なんとか切り抜けることができたし、次はもっとうまくやれる。仮に今回、勝率六割の勝負に勝ったのだとしたら、次は七割まで勝率を引きあげられるはずだ。その次は八割。次は九割。繰りかえしているうちに、まあまず負けないというところまで持ってゆけるだろう。

　経験。これが経験を積むということなのだ。そして、ウストレルとの対戦経験は他ほかの敵との戦いにも活いかされる。

　げんに、デッドヘッド監視砦とりででの死闘をくぐりぬけていなかったら、ウストレルに出くわしただけでパニクって、あえなく全滅の憂き目に遭っていたかもしれない。いや、かもしれないじゃなくて、確実にそうなっていた。

　強くなるって、スキルを覚えるとか、装備を新調するとか、体力をつけるとか、筋力を強化するとか、そういうことだけじゃないんだ。

　経験する。

　自分の頭で、この身体で、恐怖を、厳しさを、きつさを、苦しさを、知ること。それを乗り越えること。

　ハルヒロたちは、たしかに強くない。いくら鍛えても、たとえばハルヒロはレンジみたいにはなれないだろう。でも、こうやって場数を踏んでゆけば、チーム・レンジに追いつくことはできないかもしれないが、ハルヒロたちなりに成長することはできる。レンジたちと違う経験をすれば、別の知識をえて、別の適性、別の能力をのばすことができるはずだ。百のうち九十九は劣っていても、一だけは絶対に負けない。そんなふうになることは充分可能だろう。――可能性。

　あるんだ。

　おれたちにもまだ、可能性が。

　モグゾー。おまえを失っても、おれたちにはやれることがある。たくさんあるんだ。むしろ、おまえをなくしてしまったからこそ、あれもこれもやらなきゃいけない。

　おまえがずっと一緒にいてくれれば、一番よかった。だけど、いなくなったからって、終わりじゃないんだ。おまえには本当に悪いけど、とても悲しいことだけど、ものすごく寂しいけど、おれたちは進まなきゃいけない。まだまだ進めるんだ。

　ハルヒロはユメの肩の上に手を置いた。

「お疲れ。矢、めっちゃ当ててたね。あれだけ苦手だって言ってたのに、すごいよ」

「……うん」

　ユメは顔を上げてハルヒロの手をぎゅうっと握った。汗だけじゃない。涙ぐんでいる。

「苦手とかな、ゆってられないもんなあ。ユメはユメにできること、しないといけないって思ったやんかあ。がんばらなあかんっていうよりなあ、ユメ、がんばりたいねん」

「ユメはがんばってるよ」

「そやけど、もっと、もっとやんかあ」

「ちょっとずつでいいんじゃない？　一気にやらなくても。おれたちには、先があるんだから」

「……そやなあ」

　ユメは眉まゆ根ねを寄せて唇を噛んだ。

　ハルヒロたちは、このままいけばなんとか明日を迎えられるだろうが、そうじゃない者もいる。世界は平等でも公平でもない、ただ、時間だけは平等だと、たしか誰かが言っていた。でも、そんなことはないのだ。等しく流れる時間は、何かの拍子にあっさり奪われてしまう。その現実を、肝に銘じるまでもなくハルヒロたちは知っている。

　ハルヒロはユメの肩を強くつかんでから、手を離した。ランタにはかける言葉なんてない。背中を叩たたいてやったら、ランタは「へっ」と笑ってみせた。

「シホル」とハルヒロが声をかけると、シホルは申し訳なさそうに首を縮めた。いや、まだ何も言ってないんだけど。

「タイミングよく魔法を入れてくれて、すっげー助かったよ」

「……改善の余地が、たくさんあるし……ていうか、やっぱり火力不足で……」

　いかにも気弱そうに見えて、シホルは自分の脆もろさを直視する勇気をちゃんと持っている。弱くても、強くなれるということだ。シホルの場合、慰めるよりも発破をかけたほうが効果的だろう。

「だね。シホルの魔法は現状だと、強敵相手には決定打にならない。そこは追求してもいいんじゃないかって思う」

「……はい」

「そんな殊勝になられても……」

「ご、ごめんなさいっ……」

　頭を下げるシホルの背中をメリイが撫なでた。なんかいいなあ、そういうの。羨うらやましいとかじゃなくて。女の子同士が仲よくしてくれると、妙に安心する。男と女に仲よくされると、微妙なんだけど。

　メリイと視線があったので、ハルヒロは笑みを浮かべてみせた。メリイも少しだけ笑ってくれた。こういうのも悪くない。メリイとは意思の疎通ができている感じがする。あくまで、パーティの仲間としては、だけど。それ以上っていうか、それ以外は、ないかな。なさそうな気がする。なくていいんだよな。パーティの、仲間なんだし。

　ハルヒロはクザクに向かって手を差しのべた。
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「盾、新しいの買わないとな」

「……そっすね」

　クザクが手を出してきたから、ハルヒロはその手首をつかみ、引っぱって立たせた。

　しかし、でかいよな、こいつ。背が高くてすらっとしていると、得だ。顔とか普通レベルでも、それなりにかっこよく見えたりするし。

「今までと違って、ちゃんと盾役タンクしてた。これからはどんどん要求していくから、そのつもりで」

「やるよ。何でも。死なないように――てか、死なせないように」

「頼んだ」

　ハルヒロはクザクの腹を小突いた。パーティ内恋愛禁止っていうルールを作るのはどうかな。ちらっと考えた。仲間内でくっついたとか別れたとか、けっこうめんどくさいことになりそうだし、ありかもしれない。

　ウストレルの死し骸がいを一いち瞥べつして、峡谷のようなワンダーホールの底から長細い空を仰ぐ。

　ここで、このワンダーホールで、強くなろう、とハルヒロは決意した。

　目一杯経験を積んで、強くなって、きっと笑われるだろうから口には出さないが、いつかあのソウマたちと肩を並べられるようになりたい。

　絶対、なってやる。







あとがき










　目が覚めると戦闘の最中でした。いつの間にか眠っていたようです。コントローラーは握ったままでした。操作して戦闘を再開してからパーティのメンバーが一人死んでいることに気づきました。なんで死んでいるのかな？　覚えていません。生き返らせないとな。まあいいか。雑魚モンスターを虐殺してレベル上げをしていただけなので、一人くらい死んでもなんとかなります。こんな余裕で勝てる相手と戦ってて、死ぬか、普通？　きっと朦もう朧ろうとする意識の中でろくに体力も回復させずに大量虐殺を繰りひろげていたのでしょう。見れば、生きているパーティメンバーの体力もずいぶん減っています。ああ。また一人、死んじゃった。まあいいか。戦闘が終わりました。二人も死んでいて、しかもそのうちの一人が蘇そ生せいの魔法を使えるキャラクターです。アイテムで蘇生させることもできますが、もったいないので魔法で街に帰りました。生き返らせて、回復して、どうしようかな。金は貯まっているけど、買えるものはだいたい買ったし。考えてみれば、アイテム、けちることもないんだよな。もうちょっとレベル上げるか。いや、もういいかな。そろそろ話を進めるか。ていうか、どこに行って何すればいいんだっけ？　僕、何してたっけ？

　似たような、というより、ほとんど同じことを何回も何回も何回も、寝る間も惜しんで繰りかえしたものです。僕は時間を無駄にしたのかな？　そんなこともないかな。だって、あの時間がなかったら、この『灰と幻想のグリムガル』を書いてはいないでしょうから。惰性で、あるいは逃避で、もしくは次第に頭の芯しんが痺しびれてくる心地よい作業感を求めてだらだらレベル上げをしていたあのころ、そのずっと前にはそこに、ゲームの中に、新しい別の世界を僕は見ていたのです。技術が進歩してオープンワールドタイプのゲームやデモンズソウル、ダークソウルみたいな３ＤアクションＲＰＧが当然のように作られて僕をあの懐かしい世界へと誘ってくれるようになりましたが、現時点での本命はやはりＶＲヘッドマウントディスプレイです。ＶＲＨＭＤは僕をもっと新しい別の世界に没入させてくれるに違いありません。その次世代のゲーム体験が、僕の頭の中で展開して僕の五感すべてを刺激する小説を書くという行為に勝ってくれることを願っています。でも、どうかな。小説を書くのは難しくてときにとても苦しいけれど、本当におもしろいので。

　紙数が尽きました。編集Ｋさんと白しら井い鋭えい利りさん、ＫＯＭＥＷＯＲＫＳのデザイナーさん、その他、本書の制作、販売に関かかわった方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に心からの感謝と胸一杯の愛をこめて、今日のところは筆をおきます。またお会いできたら嬉うれしいです。あ、そうだ、『大英雄が無職で何が悪い』もよろしくお願いします。


十じゆう文もん字じ　青あお









[image: ]




images/00031.jpeg
m £° CROSSROADS

4






images/00030.jpeg
NIA

[T
— AR —






images/00033.jpeg
TR0 LR EE





images/00032.jpeg
S

i

Y





images/00035.jpeg





images/00034.jpeg





images/00037.jpeg
©overLar

RELIBDT') LT level.4
FRANNLED

% 17 20145 8RF1H EFHMAR ver1.0

# # +XFH
172+ EHHTH
® 11 # KHEBE
%A RREHEA-N-Fv7

http://over-1ap.co.jo/bunko/

©2014 Ao Jyumonji

AERO—BH L BERFTATAN, BOX. 75
ARTEDSNLBAERE, BEMEDEELLY)ET,

SETHIL





images/00036.jpeg





images/00028.jpeg
T VORI EHQS S





images/00038.jpeg





images/00027.jpeg





images/00029.jpeg
I B KoRIER

4





images/00020.jpeg
NI

o' KECHE

Y





images/00022.jpeg
NI

b G

Y





images/00021.jpeg
TR RLPOVER PO





images/00024.jpeg
CEmeaGmT HImaRD





images/00023.jpeg





images/00026.jpeg





images/00025.jpeg





images/00017.jpeg
W__ 0~ ORPODSSBY SR W





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.jpeg
0’ {0V SIQEIRRY






images/00011.jpeg
S :
D =R e
& o

V4





images/00010.jpeg
N GG






images/00013.jpeg





images/00012.jpeg
m <+ IREOKE

V4





images/00015.jpeg
© PN PUESLN] -~
£ 709 42 2
Yar





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg
«“wa -
YA T






images/00001.jpeg





images/00004.jpeg
)
DAY BREAKERS “

[

2723

[0~ D%ﬁ ,._ .. ‘ ’
S \

BRNBE Envenl
- STHENEOMEHETES





images/00003.jpeg
b, SR W BCHBPTW
Bk, Wi A% L2, MOR,






images/00006.jpeg
KURBESADIR2 level .4

BRIV RSO0





images/00005.jpeg
Grimgar of Fantasy andAsh — [ChZT®

LEDLATHRD DL, 22 RAS BRI DAV
lvbkuf:*pli’}_%ﬁ(@fiiﬁéélﬂ'ﬁﬂoﬁb%‘:J%ZJSEIEL:H
KIBRED < b 55, xwéﬁ-mn W elo2 LS 3y 8

7
Firzic %h?ﬁfd')/ﬁilﬂl(’m&%ﬂ’yb%ﬂmu‘zvvtn{g::._

A= BYF BTy Koy R
NvenBHIOERMIE o 7en3 8T

F BRI 5 2 LRI, ST S0 BT 5 w

gmmwmwmm.,;s;em/ ZOmIzEFaa0%E,
B OK, v Yb LI TOWE LidBpenish,

BRI OSBRI A L OB NI LB R LTI Y04l 5 03K

FhTh, Bl vt





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg
ZDfhD
*rI375—

Other Characters.

+ —— F—L®ONo.2.

>y - —— TRF K TS AM,
74F it —

#¥ 1ss FE <Ak,

5Bk (DAY BREAKERS)
ruy cl ;iR FUyFAT,

oot — class: FERHT — AFRVER

¥ — class!BE e=F—DBRIS Ao

Y=Y% — class: M — VEAT,

55 AN AR TS,
EDEBHHIR.

IEQORYALY
A—EORLTH

Characters

RRBPLR.

BeoCMPRIMER?

BHPERED.
HRREE)-S—.

BloRAHKER.
PAIZIEDRAEA.

BEFEORPETFr—
AR RARF 28— 1,

J—MBEN BRRE
LTIRERTHLTHIb,

<ER.EFOB3LHFAYIC
%3,






images/00009.jpeg
T RHOBNRRLSISHE






